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			物理さんで無双してたらモテモテになりました⑦

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・百足屋ユウコ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			番外編　ひっそり覗いたシャルルの一日。

			第１話　アリシアの依頼。

			第２話　樹海探索。

			第３話　進軍と犠牲。

			第４話　塔に入る人。入らない人。入りたくない人。

			第５話　塔の探索。

			第６話　ユキとかシャルルの戦い。

			第７話　セシリアにセクハラをしたら……。

			第８話　寄生モンスター・パラサイトスライム。

			第９話　シャルルが魔法を使ったり、簡単な会議をしたり。

			第10話　ラクトの悲劇と、かわいそうなセシリア。

			第11話　ワガママなアホの子とダンジョンの探索。

			第12話　vs目玉イソギンチャク。

			第13話　触手プレイが終わったあとは。

			第14話　セシリアたちとの合流。

			第15話　シャルルの謝罪と野営の準備。

			第16話　束の間の休憩。

			第17話　ライナのイチャラブとユキの告白。

			第18話　奇妙なフロア。

			第19話　vsデュラハンとか。

			第20話　連戦が終わって。

			第21話　新たなフロア。

			第22話　シャルルとユキとミーアの話とリアちゃん。

			閑話　　そのころのセシリア。

			第23話　迷路的なフロア。

			第24話　衝撃的な急展開。

			第25話　ユキの戦い。

			第26話　超展開と急展開と、ブレないラクト。

			第27話　ラクトの師匠、ギルス＝トリストラ。

			第28話　樹海の塔の探索が終わって～多少ブレてもすることは変わらないラクトさん～

			第29話　アリシアとシャルルと錬金術師。

			第30話　アリシアの試験。

			第31話　機密会議。

			第32話　倒すべき敵と、セシリアの役割。

		

	
		
			　

			番外編　ひっそり覗いたシャルルの一日。

			　

			「はぅわんっ、はぅわんっ、はぅわあぁんっ……！」

			　今日も朝からセックスをして、ハーレムの子を喘がせる。

			　いつもの通りに中出ししながら、ふと思った。

			　

			　オレがいない時、みんなはどうしているんだろう？

			　

			　特にひとりで留守番してたら、どんな感じにすごすんだろう？

			　それを思うと気になった。

			　覗いてみたいと、思うようになったりした。

			　倫理的にはどうかと思ったりもしたが、欲求には勝てなかった。

			　こそこそ準備を整えながら、待つこと数日。

			　チャンスの日がやってきた。

			　みんながそれぞれ色んな用事で家をあけるとオレに言い、用事のないのがシャルルとミーアと、リアだけになった。

			　オレは言う。

			「そういうことなら、シャルルは留守番していてくれないか？」

			「はう？」

			　ピンク色の髪をした、素直で純情で愛らしい犬っ子である一方、ピンクで淫乱でむっつりスケベのかわいいシャルルが首をかしげた。

			「ちょっと用事があるんだが、リアとミーアは連れて行きたい。だけど家をあけるのは不安だから、シャルルに留守番していてほしい」

			「シャルルがいっしょに行くのでは、いけないでありますか……？」

			「留守番だったら、ボクがするけどぉ？」

			「シャルルがいいんだ」

			「そういうことなら、わかったであります！」

			　シャルルは拳をギュッと握って、一生懸命にアピールしてきた。

			　かわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　空き家だった向かいの家の借り受けた一室。

			　オレの前には、六枚のモニター画面があった。

			　ビジョンボードと呼ばれてる、特殊なクリスタルが映した画像を反映させる板である。

			　効果範囲は二〇メートルと狭めだが、今回使う分には問題ない。

			　オレはギシリと椅子に座った。

			　小さな無口っ子――リアを膝の上に乗せる。

			（………♪）

			　リアの頭の両脇にある、ぴょこっとハネている髪が動いた。

			「なにする気なのー？　ラクトさん」

			「これだよ」

			　ビジョンボードに魔力を流した。映像が映しだされる。

			『はうぅ……』

			　そこにはシャルルが映ってた。

			『ラクトさまがいなくて、さびしいであります……』

			　つぶやきを証明するかのように、わんこの尻尾(しつぽ)がしょんぼり垂れる。

			『それでもシャルルは、がんばるであります！　お留守番のほかに、洗濯や掃除などをしっかりやって、ラクトさまに褒めていただくであります！』

			　健気なシャルルは、健気に言った。

			　みんなの寝巻きが入った洗濯カゴを持って脱衣所に行き、オレの上着を取りあげる。

			『そして、シャルルを褒めてくださったラクトさまは…………』

			　

			〈よくやったな、シャルル〉

			〈ラッ……ラクトさまのお頼みですから、当然であります……〉

			〈でもそんな、オレに忠実なシャルルが大好きだよ〉

			〈はうぅんっ……！〉

			　妄想のオレが妄想のシャルルの耳元でささやくと、シャルルは喘いだ。

			『はぁわん、あぁん、ラクトさまあぁ……♥♥』

			　そして現実のシャルルは、オレの上着を床に敷き、顔をうずめた。

			　四つん這いになって、豊満なバストを押しつけて――――。

			　

			　オナニーを始めた。

			　

			　豊満なバストをずりゅっ、ずりゅっと床にこすらせ、恍(こう)惚(こつ)の表情を浮かべている。

			　妄想のオレに後ろから突いてもらって、股間をぐしょぐしょに濡らしていく。

			「リーダー……」

			「………。」

			　ミーアもリアも引いていた。特にミーアはサキュバスだ。

			　とてもえっちが大好きで、一日三回は『おねだり』をしてくる。

			　そんなミーアを困惑させるって、なかなかできることじゃないよ。

			　しかし気づいていないシャルルは、オレの上着に顔をうずめる。

			（ラクトさまのお匂いは愛おしいでありますが、物足りないでありますうぅ……）

			「…………」

			　オレは静かに立ちあがり、ふたりに言った。

			「行ってくる」

			「ラクトさんっ?!」

			　気配を消してシャルルに近づき、尻(しり)の肉をがしっと掴む。

			「ラクトさまっ?!」

			　オレは耳元でささやいた。

			（夢だから気にするな）

			「確かにシャルルは、いつもこのような夢を見ているであります……♥」

			　マジかよ。

			　突っ込みを入れたくなったオレは、物理的に突っ込んだ。

			「はぅわハアァンッっ！♥！♥♥！！！」

			　その一発で、シャルルは喘ぐ。オレは腰を動かした。

			　シャルルの中はねっとり熱い。溶けた生クリームに突っ込んでいるみたいだ。

			「はぅわんっ！　はぅわあぁん！　ラクトさまの極太のおちんぽが、シャルルをズコバコ突くでありますうぅ！　シャルルの奥の奥まで、ずこばこ様でありますうぅ！　はぅわん！　はぅわあぁんっ！！！」

			　夢だと思っているせいだろう。いつも以上に淫語連発である。

			　というか逆に言うと、夢ではいつもこんなんということだ。

			　どぴゅるっ！　どぴゅっ！　どぴゅっ！

			　ありったけの精液を、シャルルの中に流し込んだ。

			「はううっ♥　はうぅん……♥」

			　シャルルは恍(こう)惚(こつ)に震え、震えるたびに絶頂に達した。

			　透明な液が、噴水みたいに、ぴゅるうぅ～～～～～っと飛びだす。

			　そんなシャルルであったりしたが、エロが終われば真面目な子になる。

			　鼻歌を歌いながら、洗濯板で洗濯をする。

			「はぅわぁ～ん。わんっ、わあぁ～ん♥　ラクトさまわぁ～。おやさしくてぇ～。かっこいいでありますうぅ～～～。シャルルわぁ～。大好きでありますうぅ～～～♥♥♥」

			　顔はとっても幸せそうで、お尻(しり)の尻尾(しつぽ)もパタパタと振られてる。

			　かわいい。

			　洗濯が終わった。

			　シャルルは干した洗濯物の横で、剣の訓練を始めた。

			　着ている服は、オレが大会用に作ってやったエロい衣装だ。

			（シャルルはシャルルは、強くもなりたいシャルルでありますっ！）

			　オレの強さにくじけもしなければ甘えもせずに、隣に立ちたいと思っているのだ。

			　脳裏に思い浮かべるは、木剣を持ったオレの姿だ。

			　オレが訓練をつけてやる時のスタイルでもある。

			（いつもかっこいいラクトさまは、剣を握っている時もかっこよかったであります……♥）

			　そして、オレの姿を浮かべたシャルルは――。

			「はうぅんっ、んっ、クウゥン……♥」

			　

			　オナニーを始めた。

			　

			　訓練用の木剣を、股間にこすりつけている。

			　地面にぺたりと膝をつき、股間をいじりながら巨乳を揉(も)んだ。

			「ラクトさまぁ……♥　はぅわぁんッ、わあぁんっ！」

			　かなりド派手な、ブリッジオナニーである。

			「…………行ってくる」

			　オレはちょっと引きつつも、庭でシャルルにぶち込んだ。

			　シャルルは仰向けになりながら、恍(こう)惚(こつ)の表情を浮かべていた。

			　オレは部屋に戻る。

			「ねぇー……。ラクトさん♥」

			（じ………。）

			　サキュバスのミーアが、羽や尻尾(しつぽ)をくねくねと動かし、リアが無言でオレを見た。
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			「あんなすごいの何回も見せられちゃったら、ボクたちガマンできないんだけど……♥♥」

			（こく………。）

			　オレはスイッチの入ったふたりを抱いた。

			　そのやりっぷりも大概だったが、シャルルは輪をかけてひどかった。

			　オレが作ったエロいメイド服を着込んで料理。

			　オレに食べてもらう姿を思い描いては、ニンジンを使ってオナニーをする。

			　部屋の掃除を始めた時も、ホウキを使ってオナニーをする。

			　軽く休憩する時は、休憩がてらオナニーをする。

			「はぅわあぁん、ラクトさまぁ♥」

			「ダメであります♥　ダメであります♥　ラクトさまあぁ♥」

			「ラクトさまあぁ♥　ラクトさまあぁんっ♥♥♥」

			　作業のたびに、そんな感じで喘いでる。

			　むっつりなことは知っていたけど、ここまでのドスケベだとは思わなかった。

			　留守番をやらせてから夜がくるまでのあいだで、二十三回やっていた。

			　おかげでオレも、リアやミーアとやりまくりだった。

			　観察を終えたオレは、複雑な気分で帰宅する。

			「ラクトさまっ……♥」

			　オレを出迎えたシャルルは、ちょっぴりやらしく頬を染めてた。

			　オレの胸板に胸を押しつけ、劣情にうるんだ瞳(ひとみ)でオレを見てくる。

			「どっ、どうした？　なんかいつもと、様子が違うぞっ?!」

			「今日のシャルルは、少々いやらしい夢を見てしまったシャルルでありまして……」

			「て……？」

			「ラクトさまが、ほしくなってしまっているのであります……………わん」

			　

			　どんだけ淫乱ピンクなのっ!?

		

	
		
			　

			第１話　アリシアの依頼。

			　

			　その日は、いつも通りに朝食を食べていた。

			　シャルルがオレの向かいに座り、みんなが座っている輪の中央にナベを置く。

			　リアは器を両手で持って、オレの隣にちょこんと座る。

			（いそいそいそ。）

			　シチューをスプーンでかき混ぜて、中の具をオレの口元にやってくる。

			　今日のシチューはカミーユ監修のもと、シャルルとリアのふたりが作った。

			　シャルルのシチューはみんなのごはんにもなるが、リアのシチューはそうじゃない。

			　オレとリアの、ふたり分しか作られていない。

			　なにせリアには、『前科』と呼べるレベルの手料理を作ってしまった過去がある。

			　それがどのくらいひどかったかと言えば、『なに入ってるんだっ?!　硝酸か?!』と言ってしまったぐらいだ。

			　みんなの分を作らせた場合、パーティ全滅の可能性もある。

			　それでもオレのため、一生懸命になってくれる姿はかわいい。

			　なのでオレも、ほかの子と作るなら、あえてとめたりはしない。

			　でもひとりで作るのは禁止。

			　魔王さまが現れて、『ひとりで作れば世界の半分をやろう』とか言われても、絶対にダメ。

			　リアがひとりで作ったら、兵器として悪用される。

			　だからダメ。絶対にダメ。

			　危ないクスリとリアの手料理。ダメ、ゼッタイ。

			（がーん………。）

			　ふと見ると、リアはショックを受けていた。

			　瞳(ひとみ)に涙をにじませて、ぷるぷるぷるっと震えてる。

			　リアはテレパシーを使用できる。

			　精度自体は、相手との距離や相性、その日の体調によって変化する。

			　だけどオレの考えていることは、ほぼ正確に理解できる。

			　それでもオレは、思ってしまった。

			　かわいい。

			　涙目で、ぷるぷる震えるリアかわいい。

			　もうイラストにしたいぐらいかわいい。

			　オレは過去のトラウマも忘れて、リアの手料理を食べた。

			　もぐもぐもぐと、咀(そ)嚼(しやく)する。

			　感想は――。

			「うまいっ……！」

			　カミーユやシャルルと比べると、至らないところは多い。

			　味付けはちゃんとしているが、野菜や肉は生煮えだ。ムニュッてしてたり、ガリッてしていたりしている。一般的な基準で言えば、ヘタと言われても仕方ない。

			　

			　それでも、死なないっ……！

			　それは即ち、圧倒的進歩……！

			　

			（だきっ！）

			　ひどい評価な気もするが、リアはうれしかったらしい。

			　オレに抱きついてきた。

			（んん～～～～～～～～～～～～。）

			　あふれる愛情をいっぱいにして、オレの胸板に顔をうずめて、すりすりすりすりこすらせてくる。

			　かわいい。

			　ちなみにリアの反対側には、カミーユが座っている。

			　憮(ぶ)然(ぜん)と目を伏せ唇を尖らせて、手元のシチューをかき混ぜている。

			　一見すると不機嫌そうだが、赤く染まったほっぺたを見れば、照れているだけなのがわかる。

			　料理の監修をしたカミーユからすれば、リアの手料理が認められることは、自分の料理が認められたのに等しいのである。

			　オレはリアを抱きしめたまま、シャルルの手料理も食べた。

			　そんな感じにイチャついてると、ドアからノックの音がした。

			「誰だ？」

			「わたくしですわぁ！」

			　金髪ドリルのアホの子お嬢さま・セシリアだった。

			　セシリアだったら雑にあつかってもいいかと思い、雑に答えた。

			「オレならいないぞ。今は居留守で忙しい」

			「居留守なら、いらっしゃるのではないのですのっ?!」

			「オレの言うことが信じられないのか？」

			「メチャクチャですわぁ!!」

			　セシリアは叫んだ。

			　ドア越しで姿は見えないのだが、両手をギュッと握り締め、[image: kao01.png]な顔をしている姿が想像できた。

			「ラクトさま」

			　アリシアの声がした。

			「お忙しいのであればお時間を改めさせていただきますが、そうでないなら、今あけていただけると助かります」

			　アリシアもいたのか。

			　アリシアは、セシリアと違っていい子代表である。無下にすることはできない。

			　オレはすぐに立ちあがり、ドアをあけた。

			「おはよう」

			　オレはアリシアの頭を撫でた。

			「みいぃ……」

			　アリシアは、頬を染めてオレを見上げる。

			　とてもいい子なアリシアは、同時に素直で愛らしい。

			　撫でる手にも、自然とやさしさがこもる。

			　するとオマケのアホの子が、アリシアを愛称で呼んで叫んだ。

			「なにゆえわたくしの時は居留守で、リーシャの時はでてくるのですのっ?!」

			「アリシアは、素直でかわいくていい子だからな」

			「確かにリーシャは、素直でかわいくて愛らしい、わたくし自慢の妹ですわっ！」

			「そんなアリシアがドアをあけるよう頼んだら、ドアをあけるのは……」

			「当然ですわぁ！」

			「だろ？」

			「ですわぁ！」

			　さすがアホの子。三行話が進んだら、過去の分は忘れてやがる。

			　話がズレまくったことにも、まったく気づいていないんだろうなぁ……。

			「おねぇさま……」

			　アリシアが、複雑そうな顔をした。

			　セシリアが自分のことを大好きでうれしいと思う気持ちと、あまりにもセシリアなセシリアに、『…………』と思う気持ちが同居しているような感じだ。

			「それで今日は、なにしにきたんだ？」

			「クエストの依頼です」

			「クエストの？」

			「はい。特にラクトさま、ライナさま、リアさまのお三方には、特記戦力として参加していただきたいと思っています」

			　アリシアは家の中に入った。

			　ぺたりと座り、使い捨てのレコードクリスタルを壁にぶつける。

			　パリンと割れたクリスタルが、壁にじわ……と映像を広げる。

			　樹海の中を、警戒しながら歩いている人間のそれだ。

			　撮影者の視点で動いているため、誰が撮影者なのかはわからない。

			「焼却しますっ!!」

			　それでも声から察するに、ユキであると思われた。

			　地球からの転生者で、オレの次に強いと思われる女の子だ。

			　赤い髪と、ショートのポニーが愛らしい子でもある。

			　ユキは突如現れた樹木型のモンスターやキノコ人間を焼却しつつ、奥へ奥へ進んでいく。

			「きゃあっ！」

			　食虫植物のツルに足を取られて、宙吊りにされたりもするが、巻き戻しリセットなチートを使って、捕まる前の状態に戻る。

			　それでも体力は消費していき、玉の汗が顔全体に浮かび、息も荒くなってきた。

			　腰元の小ビンを取りだして、中の水をグイと飲む。

			　背の高い草や、不用意に足を踏み込めば沈む泥地を越えて、森の中を進んでく。

			　そして樹海の最奥に、その塔はあった。

			　深い霧に包まれた、円形の塔。

			　まるで幻想のようにおぼろげなそれは、まばたきをすれば消えてしまいそうである。

			「第四十二層、樹海林マップのエクストラダンジョンに当たると思われるところです」

			「ほぅ……」

			　オレが塔を見ていると、ユキがレコードクリスタルを地面に置いた。

			　画像の目線がグッとさがって、ユキの赤い髪と、ショートポニーの姿が見える。

			　ユキは右手を、塔に突きだし――。

			「焼却しますっ!!」

			　

			　ゴォォンッ！

			　

			　激しい朱色の閃(せん)光(こう)が、塔に向かって飛んでいくっ！

			　しかし塔の表面に、薄紫の波紋が立った。ユキの焼却砲は、飲まれて消える。

			「汝(なんじ)が真名(マナ)は、巨人(スルト)の業火を再現する者！　レーヴァンテイン・レプリカッ！」

			　炎のように燃え盛る、紅い剣を召(しよう)喚(かん)した。

			「汝(なんじ)が真名(マナ)は、ソロモン七十二柱が一柱。二〇の軍団。一万二〇〇〇の魔鬼(まき)どもを総べるもの…………」

			　詠(えい)唱(しよう)を唱え、全身のマナをレーヴァンテインのレプリカに凝縮させて――。

			「虚無の彼方へ焼き尽くせ！　エンペラー・フェニックス!!」

			　

			　ぶっ放す!!

			　

			　放たれた不死鳥は、しかし塔には届かない。

			　先刻と同じように、波紋に吸われて消えてしまう。

			　ユキが地面に置いていたレコードクリスタルを手に取った。

			『アリシアさまに指定された樹海マップの奥地にて、塔を発見。〈可能なら破壊〉とのご依頼でしたが、不可能と判断いたしましたので撤退します』

			　ユキは転移結晶を取りだすと、地面にぶつけた。

			　映像は途切れ、アリシアが言った。

			「以上です。時系列で言えば、大会が始まる二週間前の画像になります」

			「依頼ってのは、あの塔の探索か？」

			「塔の手前まででけっこうです」

			　アリシアは淡々と言うと、大きな袋をみっつだす。

			「お受けくださるのであれば、前金として半分をお支払いします」

			　メロンサイズの大きな袋は、ガシャッと金貨の音を立てた。

			「ラクトさまには一〇〇万ジル。リアさまとライナさまには、五〇万ジルを用意しました」

			「オレのだけ多いな」

			「ラクトさまには、突入編成の総指揮をおねがいしたいので……」

			「オレでいいのか？」

			「わたしはこれから、大会に参加した方々へも声をかける予定です」

			　アリシアが言うと、ライナがうなずく。

			「確かに、圧倒的な強さで優勝したアマクサが指揮を取るとなれば、大概の者は従うであろうな」

			「本来はユキさまが担う予定の役割でしたが、ユキさまのほうからも、ラクトさまのほうが適任である……と言われましたので」

			　アリシアはそう言って、一枚の紙を差しだした。

			「一応これが、お声をかける方々のリストになります」

			　そこにはオレやライナの名前はもちろん、大会に参加していたやつらの名前もあった。

			　ほとんどが青い文字で書かれているが、オレやリア、ライナの文字は赤い。

			「名前の色が、赤いやつと青いやつに分かれているんだが？」

			「青は練兵戦力――樹海で中心となって戦い、戦力の底上げをしていただきたいと、わたしのほうで考えている方々です」

			「…………」

			「探索する方々のスキルがあがれば、迷宮から取れるジルの量も増えますので……」

			「ジルってここの通貨だろ？　それが取れたからって、なんかいいことあるのか？」

			「武器や防具に魔法の効果を加えたり、特定の植物や動物の成長を促進させたり、特定の薬剤に形質変化の効果を与えることもあるのがジルです」

			「汎用性の高いマジックアイテムだから、そのまま通貨になってるわけか」

			「そうなります」

			　まぁ日本でも、米が給料や年貢《税金》になっていた時期があるしな。

			　実用品を通貨にするのは、わりと理に適っている。

			　古代ローマの一部の地域と時代では、塩が貴重で給料の代わりで、給料(サラリー)の語源になったというのも有名な話だ。

			　というかモンスターを倒すと落ちる通貨が実用品でなかったら、あっという間にインフレだしな。

			「青がそういう戦力ってことは、赤のほうは、青ではどうしようもなくなった時の非常戦力ってことか？」

			「……そうなります」

			　アリシアは、ほんのわずかに面を伏せた。

			　それはまさしく、後ろめたい感情を持っている人間のそれ。

			　しかしアリシアが隠しているとなれば、なんらかの事情があるのだろう。

			　気づいていない振りをする。

			　

			「わかった。受けるよ」

			　ジルの袋に手を伸ばし、自身の手前へと寄せた。リアとライナも、同じようにしたが――。

			（すっ。）

			　リアは途中で、オレの手前にやった。

			「くれるのか？」

			　リアはオレの腕に腕を絡ませ、ほっぺたをくっつけた。

			（ぜんぶ、ラクトの………。）

			　それは金貨だけでなく、心も体も含めたすべて――といった感じであった。

			（こくっ。）

			　リアは小さくうなずくと、オレを見つめて言ってきた。

			（わたしの、ぜんぶは、ラクトの………です。）

			　かわいい。

			　本当にかわいい。

			　オレはリアを腕にくっつけたまま、金貨の袋をあけた。

			　中身をだして、数えてく。

			「確かにあるな」

			「わたしもだ」

			（こくっ。）

			「ありがとうございます」

			　アリシアは、シャルルやミーアたちにも話を通した。

			　特記戦力ではない、普通の戦力として雇いたいとのことだ。

			　以前の大会でベスト四に残ったリンディスは、すこし特殊だ。

			　オレやライナよりは劣るが、シャルルやミーアよりは上のあつかいである。

			「それでは、わたしはこれで……」

			「気をつけろよ」

			「はい」

			「わたくしがいる限り、大丈夫ですわぁ！」

			　セシリアが胸を張ったのを見て、オレは改めて言った。

			「本当に気をつけろよ。マジで」

			「それはどういう意味ですのっ?!」

			　

			　アホの子が叫んだが、オレにはなにも聞こえなかった。

		

	
		
			　

			第２話　樹海探索。

			　

			　アリシアの依頼から三日後。

			　オレたちは、第四十二層の樹海マップにやってきていた。

			　土の壁に囲まれた草原のようなスペースに、次の階層へ行くためのゲート。

			　そして鬱蒼と広がる、禍(まが)々(まが)しい樹海。

			　樹海の中は以前に潜った地底湖マップと同じく、エクストラなダンジョンのようだ。

			「それじゃあ事前の説明通り、オレが指揮を取る。意見や異論のあるやつはいるか？」

			　オレはこの場にいる全員に言った。

			　武芸大会の効果だろう。武芸大会の参加者たちから、反対の声があがることはなかった。

			「ならオレの言う通り、編成を組んで移動してくれ」

			　オレは、ひとりひとりに指示をだした。

			　布陣を簡単に説明すると、こんな感じだ。

			　

			　

			[image: 029.jpg]
			　

			　

			　先行隊を厚くした、オーソドックスな陣形だ。

			　リンディスやレミナも、先行隊に入ってる。

			　大会のベスト四に入ったリンディスとレミナではあるが、アリシアの構想する『特記戦力』からは外れていた。

			　レミナは納得していたが、リンディスは『なんでだぜなぁ！』とか言っていた。

			　が――。

			『リンディスさまは、勝てないモンスターが現れた場合、どうされますか？』

			『一番早く逃げるぜなっ！！！』

			　などと言われてしまっては、入れることなどできなかった。

			　黒い髪に白衣の少女――アサギがトランプのようなカードを広げ、一枚をだした。

			　彼女は大会に参加した際、セシリアを破った召(しよう)喚(かん)術師だ。

			　弱らせたモンスターをカードに封じて、顕現させる術を使う。

			「顕現するのデスッ、ゴーレムッッ！」

			　ゴーレムが現れた。岩石で形作ったゴリラのような、武骨で逆三角形の体躯をしている。

			「エンチャントカード・ディフェンド！」

			　メイド服を着込んだメガネの女――パルデラがエンチャントをかけて、ゴーレムをアイアンゴーレムに進化させる。

			「顕現せよっ！　グレイスラッグ！」

			　さらにアサギは、三枚のカードをシュシュッと投げた。

			　巨大な灰色のナメクジ――グレイスラッグが現れる。

			　弱いこいつらは、一枚のカードに四体封印されていた。現れたのは、十二体である。

			「みゃあぁ――――――――――――っ！」

			　ヌメニュル嫌いのセシリアが叫んだ。

			　しかしうるさかったので、オレはセシリアのほっぺたをつねった。

			「作戦的に有効なんだから、ガマンしろボケ」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～！」

			　セシリアを黙らせて、アサギに向かって指示をだす。アサギはこくりとうなずいた。

			「行くのデスっ、グレイスラッグ！」

			〈うにょうにょ〉

			「ゴーレムも、行くのデスッ！」

			〈バルーム〉

			　ゴーレムが独特の返事を返し、四体のナメクジの後ろをついていく。

			　さらに八体のナメクジが、オレたちを囲むような形を取った。

			　オレたちも、魔物に続いて樹海へと入った。

			　進むにつれて木々の背は高くなり、空気が冷える。日差しが入ってこない世界はずんぐりと暗く、不気味だ。

			　ぼぉー、ぼぉー、ぼぉー。

			　丑三つ時(ウシミツアワー)のような森に、生き埋めにされた亡者のごとき声が響いた。

			　それは恐らく鳥の声だが、ちょっとしたホラーだ。

			「みいぃ…………」

			　そしてアホの子のセシリアが、オレの腕にがしりとくっつく。

			　スペックは高いはずなのに、とんでもないポンコツである。

			　誰だよ、コイツ連れてきたの……。

			　なんて思ってしまったりするが――。

			「申し訳ありません……」

			　アリシアだったのでなんとも言えない。頭を撫でてやさしく許す。

			「っていうか、ついてきて大丈夫だったのか？」

			「ラクトさまには劣りますが、戦うことはできます」

			「そうなのか」

			「それに知識がございますので、お役に立てる局面もあるかと」

			「そうか」

			　不安なのは間違いないが、そこまで言うなら仕方ない。

			　セシリアと違って賢い子なので、アホの子な無茶もしないだろうし。

			　それでもオレは、アリシアを抱き寄せてやった。

			「できるだけ、オレのそばから離れるなよ？」

			「…………はい」

			　アリシアは、頬を染めてうなずいた。

			　オレたちは、進軍を続けた。

			　

			「「Ｐｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ!!」」

			　

			　異口同音の奇声があがる。

			　先行していたグレイスラッグの二匹が、串刺しにされていた。

			　二匹のグレイスラッグは、川の激流に流されるかのようなスピードで引きずられていく。

			　体長三メートルはある樹木の怪物――トレントが口をあけ、ナメクジたちを飲みこんだ。

			「キシュシュシュ、シュ流ぅ……」

			　ナメクジを飲み込んだトレントは、鋭く裂けている口で禍(まが)々(まが)しく笑った。

			　赤く釣りあがった瞳(ひとみ)が、怪しく光る。

			　ぼこんっ、ぼこぼこんっ。

			　巨大トレントの周囲から、七体のトレントが現れた。

			　三メートル級の巨大トレントに比べると小型だが、二メートル弱はある。

			「リンディスッ！　レミナッ！」

			「わかったぜなっ！」

			　リンディスが愛槍を振り回し、後ろに引いた。

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇は闇より深し！　メルキュリア・レイストーム！」

			　蒼い槍が激流の渦を、小型トレントに向かってぶっ飛ばす！

			　ドォンッ！

			　地面を抉(えぐ)りながら飛んだ激流の渦は、小型トレントの上部を抉(えぐ)った。

			　木のモンスターに水の攻撃は相性が悪いはずだが、単純な破壊力でダメージを与えている。

			　レミナがタンッと地を蹴った。

			　自身の大剣を右手一本で背負うように構え、稲妻のように振る。

			　手負いの小型トレントは、真っ二つに裂けた。

			「もう一発じゃんねぇ！」

			　レミナは剣を両手で握り、斬りあげる。

			　トレント二匹が真っ二つ。

			「キシッ……」

			　裂かれた二匹が、死(し)前(ぜん)のあがきで根っこを伸ばす。

			　が――。

			「オメガオラアァ!!」

			　本人曰く、竜ゼントというらしいリーゼントな髪型をした筋肉質の男――メガロ・ジックスが、闘気弾をぶっ放した。

			　足掻きをしていたトレント二匹は、爆発して吹っ飛ぶ。

			「ゴーレム、焼き払うのデスッ!!」

			　アイアンゴーレムの赤いひとつ目が光り、閃(せん)光(こう)のごときビームを発した。

			　その一撃で、ボス格と思われていたトレントの上半身は吹き飛んだ。

			　断面のような焦げが、木の焼ける音と臭いを発した。

			「キギイィ――――ッ!!」

			　残党のようなトレントたちは、一目散に逃げだした。

			　アサギのゴーレムも竜ゼントのメガロも、大会の中ではオレに秒殺されていたけど……。

			「ふたりとも、けっこう強い部類なんだな」

			「アサギさまやメガロさまは、世界大会でも上位一〇パーセントには入られる方々です」

			　マジかい。

			「あのお二方をあっさりと倒せるラクトさまが、異様にお強いだけなのです」

			「まぁアリシアの感覚で言えば、そういうことになるんだろうけど……」

			「それでいて、おやさしかったりもするものですから……」

			　アリシアは頬を染め、オレの手をキュッと握った。

			　小さな手のひらはやわらかく、温かかった。

			　かわいい。

		

	
		
			　

			第３話　進軍と犠牲。

			　

			　バクゥッ！

			　樹海の中を進んでいると、左翼前方のおとり用の巨大ナメクジ(グレイスラツグ)が食われた。

			　現れたのは巨大なカメだ。

			　恐らく偽装のためだろう。土や草、背の低い樹木を背負ってる。

			　ばくんっ、ばくんっ、ばくん。

			　巨大なカメの口が動き、ピチピチ暴れるグレイスラッグを丸呑みにしていく。

			　それからカメは、オレたちのほうを見た。

			　それは獲物を見る目であった。

			「ヌウゥゥンッ！」

			　左翼前方にいたガイノスが動いた。下半身から頭部までを寸胴状のヨロイで覆(おお)った、生きているヨロイみたいなやつだ。

			　装備している武具も、斧とタワーシールドである。

			　今放ったのは、クサリがついた巨大な斧だ。ミサイルのように射出されたそれは、カメへと向かう。

			　本人曰く、純度九十七パーセントのハイミスリルで作られた斧らしいのだが――。

			　ガイィン！

			　カメの甲羅に弾かれた。

			「動くなっチィ―――！」

			　小柄なチビっ子のリトルスが声高に叫び、アーマーナイトのガイノスを踏み台にして飛んだ。

			「聖騎士奥技、バースト・スクラップだッチィ！」

			　重ねた両手を前にだし、闘気弾を放つ。

			　ゴオンッ！

			　ド派手にぶっ放された闘気弾は、カメの甲羅にぶち当たった。

			　激しい爆発。そして爆風。

			「やったっチィ！」

			　リトルスは勝ち誇ったりするが――。

			「ギ戯、ギィ……」

			　カメは無傷だ。

			　擬態に使われていた土や草は吹き飛んだものの、本体は無傷。甲羅も無傷だ。

			　そして甲羅は、とても美しい姿をしていた。

			　怪獣やワニガメを彷(ほう)彿(ふつ)とさせるトゲトゲとした甲羅が、水晶のように輝いてる。

			「アリシア！」

			「クリスタル・タートル……です」

			　オレがアリシアの頭にさわると、記憶が流れ込んできた。

			　テレパシーを使えるリアといつもベタベタしていたせいだろう。最近のオレは、軽い受信だけなら使えるようになっている。

			　オレはアリシアの頭から読み取った情報を、そのままに叫ぶ。

			「巨大なるカメ！　その甲羅は頑健にして頑丈！　受けた魔法を反射する性質もあって――」

			　オレはアリシアの中で、もっとも重要とされていた知識を叫んだ。

			「煮込むとおいしいっっ！！！」

			「「「………………」」」

			　みんなの視線がオレに集まる。

			　オレは視線を受け流すかのように、アリシアを見た。

			「クリスタルのように見える甲羅は、厳密に言えばクリスタルではなく、お湯で煮込むと溶ける性質があり、上層に現れる体長二〇センチ級のクリスタル・タートルは、その…………」

			「おいしかったのか」

			「はい…………」

			　アリシアは、泣きそうな顔でうなずいた。

			　かわいい。

			　そんなことをしていたら、カメのほうが動いた。口をあけ、コアア――と光りを溜めてくる。

			「えっ?!」

			　アリシアが、驚(きよう)愕(がく)に目を見開いた。

			　それもそのはず、アリシアが知っている範囲だと、こんな攻撃は存在しない。

			　だがオレは、アリシアよりも冷静だ。

			「メルク!!」

			　左翼後方にいた、金属系の魔術師に指示をだす。

			　そいつの動きも速かった。

			「世界を象(かたど)る元素の六よ、災(さい)禍(か)を断ち切る盾となれ！　メタルウォール！」

			　ドゥンッ！　ドゥンッ！　ドゥゥンッ！

			　三枚の鋼鉄の壁が、地面から競りだした。

			　だが閃(せん)光(こう)は、三枚の壁を容易く破った。その奥にいたアーマーナイトのガイノスにぶち当たり、吹き飛ばす。

			「グアア、ア、ア……」

			　二十五パーセントものオリハルコンをも含む合金で作られた自慢のヨロイが、べっこりとへこんでた。

			「意識があるなら離脱しろ！」

			「グ……」

			　オレが指示をだしてやると、ガイノスは小型の転移結晶を握り潰した。

			　体が光りの粒子に包まれて――消えていく。

			　この世界には、『回復魔法』が存在しない。自然治癒力を補佐したり、傷の悪化を食いとめる魔法はあるが、一瞬で回復するような魔法はない。

			　さらに迷宮で死んだ場合、本当に死ぬ。

			　重いダメージを受けた時には、すぐに戻ってもらわないと困る。

			「全員その場でしっかり構えろ！　今のとは違う攻撃がくるぞ！」

			　今の攻撃は、連射が容易い出力ではない。チャージタイムは必要だろう。

			　それを開幕にぶっ放した以上、二の矢、三の矢の存在は、推して知るべきである。

			　その読みの元、オレはミーアをチラと見た。ミーアは小さくうなずいた。

			　果たしてカメは読み通り、両手両足を引っ込めた。

			　その場でギュルッと回転し――。

			　

			　突っ込んでくる!!

			　

			「チイッ！」

			　オレの指示で身構えていたリトルスが、かろうじて回避した。

			　カメはオレにも突っ込んできたが、オレは余裕をもってかわした。

			　カメはそのまま直進し、おとりのナメクジと巨大な岩を砕いてとまった。

			「ギィ……」

			　カメは散漫な動きで、両手と両足に頭をだした。

			　口をパカリとあけてくる。紅い光が充填されてく。

			　が――。

			「ミーア！」

			「うんっ！」

			　オレの合図で宙に浮いていたミーアが、白い魔法の斬撃を、カメの首元に落とした。

			　甲羅は頑健なカメであったが、首元は弱い。

			　ズバッと首がハネ飛んで、あっけなく絶命した。

			「えへへぇ～～～♡」

			　地上に降りてきたミーアは、八重歯の見える愛らしい笑みを浮かべた。

			「よくやったな」

			　オレはやさしく頭を撫でた。

			　そんな感じで、オレたちは進んだ。

			　木の根をよけて草をかき分け、巨大な丸太の中央をくり貫いたかのようなトンネルを抜けた。

			　六本の腕から激しいパンチをくりだしてくるナックルコングや、巨大樹木(トレント)。

			　二足歩行のキノコ人間の大群や、無数の触腕で攻撃してくる巨大なアンモナイトとも戦った。

			　樹上に潜んで探索者たちが近づくと落下してくる、小型のワニにおとりのナメクジが襲われたりもした。

			　ナメクジが攻撃を受けたあとは、大会では敵として戦った参加者たちが前線に立つ。

			「それがしただの力自慢に負ける、軟弱の徒(と)ではないですぞぉ！」

			「あなたの攻撃、すべて見切らせていただきました！」

			「ヒャッハー！　無駄無駄無駄無駄、無駄アァ!!」

			　胡散臭いヒゲのおっさんが、自慢の筋肉を誇りながらナックルコングと殴り合いをして、予知にも近い観察力を持っていた女騎士が、トレントが放つ枝や根っこの攻撃を見切る。

			　テンションの高い二刀の剣士が、伸びてくる無数の触腕を片っ端から切り落とす。

			　新手のモンスターが現れるたび、ナメクジたちが犠牲になった。

			　そのやられ具合たるや、ナメクジの命と書いて儚(はかな)いと読んでやりたいぐらいだった。

			　殉職したナメクジが三ケタに近づいたころ、新たに八体のナメクジをだしたアサギが言った。

			「グレイスラッグのストックが、これで最後になりましたデスよぉ……」

			「そうなのか」

			「そうデスよぉ……」

			　カードにストックしていたモンスターを出すのにも、魔力は消費するらしい。

			　語るアサギは、かなりの疲労を見せていた。

			　グレイスラッグは、一匹、また一匹と減っていく。

			　負傷のたびに離脱するため、パーティのメンバーも最初の半分程度になった。

			　そしてグレイスラッグが、残り一匹になったころ。

			「見えてきたぜなっ！」

			　樹海の出口が見えてきた。

			「出口が近いからって気をゆるめるなよ！　出口の付近で奇襲をかけてくるようなモンスターもいるっ！」

			　オレは指示と激を飛ばして、パーティの気を引き締めた。

			　最後の巨大ナメクジ(グレイスラツグ)が外に近づく。

			　五メートル。三メートル。一メートル。

			　あとすこし、あとすこし、あとすこし。

			　みんなが緊張の面持ちで見守っていると――。

			　

			　バグゥンッ！

			　

			　土の下からトラバサミのような食虫植物が現れて、ナメクジを食らった。

			　消化液が分泌されて、ナメクジが溶かされる。

			　食虫植物の口の隙間から、ナメクジの体液がこぼれ落ちたりもした。

			　奇襲を食らうとヤバいモンスターだったが、ナメクジのおかげで無事だった。

			　ナメクジは、犠牲になったのだ……。

		

	
		
			　

			第４話　塔に入る人。入らない人。入りたくない人。

			　

			「みなさん、ありがとうございました」

			　塔の前。平坦な場所。

			　アリシアは三〇分ぐらい効果が持続する結界石を張って安全を確保すると、メンバー全員に頭をさげた。

			「みなさまにご依頼した分は、以上になります。これより先は依頼の外になるため、特別な報酬はでません。塔の中で採取したアイテムも、こちら側で管理されます。緊急脱出用の転移結晶が使えない部屋が存在している可能性もあります。参加・不参加で今後の関係が変わることもなく、メリットはございません。そして当然の前提として――」

			　アリシアは、いつもの眠たげな声に、一滴の鋭さを交えて言った。

			「塔の中のモンスターには、樹海のそれよりも強い個体がいるものと思われます」

			　メンバー全員が静まり返った。

			　不平や不満のそれではない。

			　このようなことを言うアリシアの心理と、発言の真偽。

			　そして真実であろう、『塔のモンスターには、樹海のそれよりも強いのがいる』という情報。

			　または単純に、怯えヘタレる怯(きよう)懦(だ)の人間と思われたくないと思うプライド。

			　それらすべてを統合し、思考をめぐらせているような雰囲気だ。

			　だがしかし、何事にも例外はある。

			「冗談じゃないぜなぁぁ!!」

			　セシリアに次ぐアホの子(リンデイス)が叫び、両手をパタパタブンブン振った。

			「危険は多いのにメリットはないって、大きな損しかないぜなあぁ！　それで塔に入るって、頭の悪いバカがやることぜなあぁ！　タダ働きと殺人は、ゼッタイやっちゃいけないんだぜなあぁ！」

			　本音を叫ぶリンディスに、参加者たちはほうけた。

			　わりと正論な陰口も聞こえる。

			（そのまま受け取るのかよ……）

			（一周まわって清々しいな……）

			（さすがアホの人……。槍を使うセシリアさん……）

			「とりあえず……ワタシは戻らせてもらうデス」

			　アサギが言った。

			　おとり用のナメクジ(グレイスラツグ)の大量召(しよう)喚(かん)で、戦えないほどに疲労しているのだから当然である。

			　それをきっかけにして、樹海戦で疲(ひ)弊(へい)した者や、苦戦した者。単純な損得で考えた者。そもそも依頼が塔までの護衛だということで、樹海のための準備しかしてこなかった者も離脱する。

			　そして最後は、オレとシャルルやライナたちを除けば、ほんの数名といった感じになった。

			　それでもオレのハーレムのみんなと、アリシアたちを入れれば二〇人近い。

			「ぜなあぁ…………」

			　いまだ残ってるリンディスが、泣きそうな顔でオレを見る。

			「オレは帰らないぞ」

			「ぜなあぁ～～～～～～～[image: kao03.png]」

			　さすがヘタレ界のキング。小物界の大物である。

			　変なところで、妙なプライドを持っている。

			「……」

			　逆にレミナは、思い詰めた顔をしていた。

			　気持ちはリンディスに近いのだが、言いだせないような顔をしている。

			「戻れよ」

			　それなのでオレは、水を向けた。

			　レミナの前にしゃがみ込み、ヒザをピィンッとデコピンしてやる。

			「ッ……！」

			　それは軽いデコピンだったが、レミナは苦痛に顔をゆがめた。

			「やっぱり樹海での戦いで、足痛めてるじゃん。オレがレミナの立場だったら、絶対に引き返してるよ」

			「どうしてそれを、アタシに言ってくれないんだぜなあぁ!!」

			　リンディスが、駄々っ子みたいに拳を丸め、ぶんぶんぶんっと上下に振った。

			　かわいい。

			　レミナは軽く唖然とするが、すぐにうつむいて言った。

			「わかった……じゃんよ」

			　そして思いを溢れさせたかのように、オレの胸倉をグイと掴んでキスをしてくる。

			　一秒、二秒、三秒と、互いの唇を重ね合わせて――。

			「でも絶対、無事で戻ってくるじゃんよっ！　もしも無事に戻れなかったら、アタシは毎日泣くじゃんよっ！」

			「ああ、わかった」

			　オレはしっかりうなずくと、お返しのキスをした。

			　レミナを包み込むかのような、やさしいキスだ。

			「約束……じゃんね」

			　レミナはつぶやき、自分の分の転移結晶を砕いた。レミナの体が、光の粒子に包まれる。

			「レミイィ―――――――――――――ッッ!!」

			　リンディスが、レミナに抱きついて叫んだ。

			「ずるいぜなっ！　ずるいぜなあぁ！　ひとりだけ戻るのは、うらやましずるいぜなあぁ!!」

			「そう思うなら、リンも戻ればいいじゃん――」

			　言っている途中でレミナは消えた。

			「ぜなあぁ～～～～～～～～～～～～!!」

			　リンディスは、両手と両足を地につけた、orzな姿勢でうなだれた。

			「いやホント、そこまでイヤなら普通に戻れよ」

			「このタイミングで戻ったら、合理的な理由で戻るべきって言ってるアタシが、セコくてヘタれているみたいに見えるぜなぁ!!」

			　これほどの醜(しゆう)態(たい)を晒(さら)しておいて、いまだ見栄を張っている……だと？

			　さすがリンディス。〈セシリアに次ぐアホの子〉と言われるだけのことはある。

			「っていうかどうして、ラクトは戻ろうとしないんだぜなぁ！」

			　オレはリンディスに答える代わりに、アリシアに問いかけた。

			「もしもオレが帰ったら、どうするつもりだ？」

			「わたしとリミィ。おねぇさまとユキさまの四人で探索をします」

			「そう言われたら、戻るに戻れないじゃん」

			　ほかの参加者にとって、セシリアとユキは化け物クラスの実力者である。

			　そんなふたりがいるのなら問題はなく、そんなふたりで難航するなら、自分たちがいても意味は薄い。

			　そういう認識を受けるほどの実力者である。

			　しかしオレの目から見ると、セシリアはアホの子である。

			　ユキの実力は高いと思うが、『ひとりで探索させるのは不安』というのが本音だ。

			「それにアリシア。オレがついてくることをちょっと期待していたりしたろ？」

			「それは…………」

			「塔までの護衛がほしかったことや、戦力の底上げみたいなことがやりたかったのは事実。でもそれはそれとして、オレやライナにもついてきてほしかった」

			「おっしゃる…………通りです」

			　隠していたことが後ろめたいのだろう。アリシアは、叱られた子どものようにうつむいた。

			「それがどうして言えなかったのかって言えば、塔がそれだけ未知で危険だからだ」

			「そこまでご理解の上で、ついてきてくださるようなことをおっしゃられますと、わたしの中にあるラクトさまへの好意めいた感情が、大きくなってしまうのですが……」

			　アリシアはほっぺたを赤くして、眠たげな瞳(ひとみ)を右へ左へ泳がせた。

			　オレはそんなアリシアの頭を、ぐしぐしと音が鳴るぐらいの強さで撫でた。

			「はにゃあぁん…………」

			　アリシアは、困ったような声で鳴いた。

			　かわいい。

			　そんなこんなでオレたちは、塔に入ることにした。

			　場所によっては転移結晶が使えない可能性もあるという話だったが、入り口付近では特に問題がなさそうだった。

			　リンディスもついてくる。

			「けっきょくくるのか？」

			「このタイミングで戻ったら、アタシが卑(ひ)怯(きよう)っぽく見えるぜなぁ！」

			　[image: kao01.png]な顔で叫ぶリンディスはアホの子としか言いようがないのだが、『塔のモンスターは樹海のモンスターより強い』と聞いてもこの反応で済んでいるあたり、実力自体はなかなかのものだ。

			　なんだかんだ言いながら、メンバー上位の実力者である。

		

	
		
			　

			第５話　塔の探索。

			　

			　オレたちが近づくと、塔のトビラはひとりでに開いた。

			　どんよりと薄暗い空間は、おびただしい数の人間を生きながらにして葬(ほうむ)った、墓穴のような雰囲気を放っている。

			　左右の壁はやや黒ずんだ濃い紫色のドクロのようなものが並び、口の中からぼんやりとした光を発している。

			　不気味だ。

			　と言っても、引き返すという選択肢はない。

			　オレたちは、塔の中に入った。

			「はにゃっ……」

			「はうぅ…………」

			　セシリアとシャルルがドクロ型の燭台を見つめ、露骨に怯えた顔をする。

		

	
		
			[image: 053.jpg]
		

	
		
			「怖いのか？」

			「こここっ、怖くなどは、ないでありますっ！」

			「わたくしも、恐ろしいはずございませんわっ！」

			　シャルルが拳をギュッと握って、[image: kao09.png]な顔で言うと、セシリアは胸に手を当て、高飛車に言った。

			　その時だった。

			　

			　バタン！

			　

			　ドアが勢いよく閉まる。

			「はぅわぁんっ！」

			「みゃあぁ――――――っ!!」

			　セシリアとシャルルが同時に叫び、オレの腕にくっついた。

			「はううぅ……」

			「みいいぃ……」

			　ふたりそろって、ブルブルのガタガタに震える。

			　この調子だと、連れて行くわけにはいかなくなるが――。

			「だだだっ、大丈夫でありますっ！　シャルルはシャルルは、ラクトさまの足手まといになどなったりしないシャルルでありますっ！」

			　シャルルはブルブル震えつつ、オレから離れた。

			　だがセシリアは、オレの腕にくっついたままだ。

			　このアホの子め……。

			　批難の視線をオレが送ると、アホの子は顔をあげて叫んだ。

			「わたくしも、大丈夫になる予定のわたくしですわぁ！」

			「予定とかアホかよ」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～」

			　情けないという自覚はあるらしい。アホの子は反論をしなかった。オレの腕に顔をうずめて、イヤイヤと首を振る。

			「本当にアホの子だな、オマエは」

			　オレは悪態をついてしまうが、一周まわって愛おしくもなってきた。

			　あいている手で、頭をよしよし撫でてしまう。

			「がんばるって言うんなら、信用するからがんばれよ」

			「みいぃ……」

			　セシリアは、申し訳なさそうにつぶやいた。

			　すると――。

			「あの……」

			　ユキが声をかけてきた。

			「なんだ？」

			　ユキは目を伏せ、視線でもじもじとした。

			「……怖いのか？」

			「そのようなことは、決ひ――！！！」

			　真っ赤になって否定しようとしたユキは、思いっきり舌を噛んだ。

			　痛そうに口を押さえて、じたじたと暴れる。

			「怖いなら、手を握ってもいいけど？」

			「ですから、わたしは怖くなどないと…………」

			　ユキは口ではそう言いつつも、オレの手をじっと見た。

			　ＯＫの合図にしか見えなかったオレは、ユキの手をギュッと握った。

			　キュッ……。キュッ。

			　無意識からの行動だろう。ユキはオレの手を確認するかのように、強く力を込めてくる。

			　オレはユキを安心させてやろうと思い、キュッ……と強く握り返した。

			　ユキのほっぺたの赤みが強まる。

			「っ～～～～～～～～～～～～!!」

			　その顔は、オレにエロいことをされている時のシャルルを彷(ほう)彿(ふつ)とさせた。

			　かわいい。

			「気が落ちついてきたら、離しますので……」

			　ユキは真っ赤になってうつむきながらも、かろうじてそう言った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　塔の内部は、軽い迷路になっていた。

			　丁字路やＬ字路、十字路などを通って進む。

			　分かれ道のたびに、ライナが伏せて索敵をおこない、自身の匂いが染みついた布を壁にこしこしこすらせる。

			　シャルルもライナを見習って、ライナがこすらせている箇所の五〇センチほど上に、自身の匂いが染みついた布をこすらせる。

			　そしてしばらく進んでいると――。

			　

			　　[image: kao04.png]　イカー

			　

			　変なのが現れた。

			　ドンドンドンッ！

			　ライナは即座に、拳銃をぶっ放す。

			　変なのはすばやく動き、ライナの銃弾を回避した。

			〈イカッ、イカッ、イカー〉

			　銃を構えたライナがつぶやく。

			「すばやいイカだな」

			「っていうか、イカなの?!」

			「本人がイカと言っているのだ。イカで間違いないだろう」

			　確かにイカと呼ぶ以外、なんて呼べばいいのか難しい生き物ではある。

			　なんてふうに思っていると、イカはこちらを向いたまま、後ろにさがった。

			　そのスピードはけっこう速く、オレたちは見送った。

			　ミーアがつぶやく。

			「ああいうモンスターさんもでるんだねぇ、ここ」

			「ライオンがいるサバンナにも、ウサギやネズミはいるからな。強くて厄介なモンスターがいるからって、弱いモンスターがでないわけじゃないさ」

			「確かにそうだねぇ」

			　ミーアは軽くうなずいた。

			　だがオレは、警戒をゆるめなかった。丁字路を曲がり、長い一本道を進む。

			　あの『イカ』は、確かに弱いと思われる。

			　しかしそんなモンスターでも、ライナの銃弾は回避した。

			　それもギリギリではなく、余裕を持って回避していた。それは裏を返すなら、そういう回避能力がなければ危ないモンスターが、このフロアには――。

			　通路の奥で音がした。

			　次に光だ。

			　白く輝く十条の光が、曲線を描いて飛んでくるっっ！！！

			　オレは指示をだそうと思った。

			　しかしだすことができなかった。

			　オレが『伏せろ』と言うよりも、光線のほうが速いっ！！！

			「クッ……」

			　ライナが銃にマナを込め、ビームライフル化させてぶっ放す。

			　バチイィンッ！

			　黒いビームは、白いレーザーの一部を食った！

			「オラァッ！」

			　オレは鋭く腕を振る。電流に触れたかのような衝撃が手の脇に走り、白いレーザーは壁にぶつかって爆発した。

			　撤退を考えたオレは、後ろを見やった。

			　曲がり角に戻るまでには、けっこうな距離がある。

			　しかも角から、モンスターが現れた。

			　まず目についたのは、禍(まが)々(まが)しい甲冑のモンスター。

			　片手剣に盾、カブトと装着しているが、カブトの中に顔がない。

			　一見して異質とわかる、動くヨロイ(リビングメイル)だ。

			　そんなリビングメイルが四体と、お供のようなヒトダマが五、六体。ヒトダマの色は赤や青、緑に紫と様々である。

			　リビングメイルは、二メートル近くある。

			　身に着けている剣や盾も、禍(まが)々(まが)しくて強そうだ。

			　オレがやれば一撃だろうが、ビームを発してくる敵に背中を向けるのもまずい。

			　などと考えていると――。

			「後ろの敵は、シャルルがシャルルが受けるでありますっ!!」

			　シャルルが叫んだ。

			　声はとても勇ましいが、丸くてかわいいお尻(しり)の尻尾(しつぽ)も、剣を握る手も震えていた。

			　基本シャルルは臆病だ。

			　すぐに怯むし、すぐに震える。

			　それでもオレのためならば、無限大の勇気を発する。

			　オレもシャルルのことを信じる。

			「前方のビーム野郎は、オレとライナのふたりで潰す！　リアとアリシアは、流れビームの処理！　それ以外は、後方のリビングメイルに当たってくれっ！」

			「はいっ！」

			（こくっ！）

			「わかったぜなぁ！」

			　みんながうなずき、ライナがジャキリと銃を構える。

			「わたしは援護でよいのだな？」

			「ああっ！」

			　オレがみんなに指示をだすと、隣にいたのにスルーされたセシリアが、泣きそうな声で言った。

			「わたくしは……？」

			「戦えるのか？」

			「はいですわっ！」

			「そんならオレについてこい！」

			「了解ですわぁ！」

			　オレは地を蹴り走りだす。見えない敵に駆けていく。

			　通路の奥でなにかが光った。十条の光。二回目のビーム。

			「わたしに任せろっ！」

			　ライナがジャキッと銃を構えた。

			　ドォンッと過激に、黒いビームをぶっ放す。

			　相手が放った十条の光は、それに飲まれて爆発を起こす。

			　オレは目を閉じ、爆煙の中に突っ込んだ。

			　肌感覚や音で索敵しながら爆煙を抜ける。

			　気配を感じて立ちどまり、目を開く。

			　敵がいた。

			「ケヒヒヒ」

			　甲高い、耳障りな声をあげたそいつは、紺色のマントに、異様に長く尖った指を持った手があるだけのモンスター。

			　体の部分に実体はない。顔の部分に黒い幽体と、赤くつりあがった目と口があるだけだ。

			　実体がなさすぎて、あまり物理が効く気がしない。

			「わたしがやろう！」

			　ライナも同じことを思ったらしい。銃を構えてぶっ放す。

			　ドォォンッ！

			　一際太い漆黒の閃(せん)光(こう)が、ゴーストに向かうっ!!

			　が――。

			　ブォォンッ。

			　ゴーストの手前に、ブラックホールのような闇が生まれた。

			　ライナの魔法は、闇に吸われる。

			「なに……？」

			　歴戦のライナでも、こんな敵は初めてであったらしい。

			　いぶかしむように眉をひそめた。

			　ゴーストの周囲に、バチ……と、黒いイナズマのようなものが光り――。

			　

			　ライナが打ち込んだマナを、増幅させて撃ってきたっ！

			　

			　オレは真正面から迎撃すべく構えた。

			　一瞬で距離を詰めてくるそれに、狙いを定め――。

			「オラァッ！」

			　手刀を放つっ!!

			　しかしビームはぐにゃりと曲がり、オレを迂回しやがった!!

			「ケヒヒヒ」

			　ゴーストは耳障りに笑い、ビームはセシリアへと向かうっ！

			「みゃあぁ――――――――っ!!」

			　セシリアは、巨大なる戦斧――エーデルグラスで受けとめた。

			　激しく押され、床に足跡がついていく。

			　ドォンッ！

			　黒い爆発が起きて、セシリアは吹き飛ばされた。

			　さらに光が五条に分かれ、リアとアリシアに向かうっ！

			　激しい爆発!!

			　けれども、リアは強かった。

			（んっ………！）と両手でバリアを張って、光をすべて防いでる。

			　セシリアが防波堤になったおかげもあるんだろうが、それでもさすがの一言だ。

			「ケヒヒヒ」

			　光線の撃ち合いでは分が悪いと踏んだのか。ゴーストは一歩引き、死神の鎌を具現化させた。

			　スゥ――と横にスライドし、壁の中に消えていく。

			　本当に、トリッキーな野郎だな。

			　オレは目を閉じ、神経を研ぎ澄ます。

			　ヌメリとした感覚が、オレの横を通っていった。

			　相手の狙いは、オレではなくて――。

			「おねぇさまっ!!」

			　オレがそれに気づくと同時、アリシアが叫んだ。

			「みいぃ……っ！」

			　立ちあがろうとしていたセシリアに、ゴーストが迫るっ！

			　オレは地を蹴り走りだす。

			　足の筋肉に爆発的なブーストをかけて加速。一息に接敵し――。

			　セシリアをぶっ飛ばす！

			「はみゃああぁぁぁんっ！」

			　セシリアが吹っ飛ぶと、ゴーストの鎌がきた。オレは身を伏せて回避する。ゴーストの胴体に、キラリと光るナニカが見えた。

			　コイツは弱点(コア)かっ?!

			「ケヒヒヒッ」

			　不穏な気配を感じたらしい。ゴーストは、かなり焦って後ろに下がった。

			「遅いっっ!!」

			　だがオレは、渾身の貫手をゴーストに放った!!

			　ズドォンッ！

			　ゴーストが、壁ごと串刺しになるっ！

			「ケヒヒヒ、ヒイィ……」

			　ゴーストは脆弱な断末魔を漏らし、ゆるやかに霧散した。

			　唯一実体めいていたマントも、ぼろぼろ崩れて消えていく。

		

	
		
			　

			第６話　ユキとかシャルルの戦い。

			　

			「キヒャッハァッ！」

			　ラクトたちがコア・ゴーストにアタックをかけた同刻。

			　二刀の剣士――リッパー＝レッドジャックがリビングメイルに攻撃を仕掛けた。

			　タンと地を蹴り鋭く跳ねて、刃を立ててギュル――っと回る。

			　刃のついた水車のように突貫し――。

			　ガギィン！

			　盾にガードされてしまう。盾を足で蹴り飛ばし、宙返りして距離を取る。

			「かかっ、勝手な行動は取らないでくださいっ！」

			「突っ込んでみなけりゃ、わかんネェってこともあるだろうがヨォ！」

			　ユキに行動を諌められても、不敵に返す。

			「実際…………突撃してみてなにかわかったのですか？」

			「ヤツの盾はかてぇ。まるでシールドだ」

			「言われなくても、盾はシールドに決まっています!!」

			　リッパーの発言はともかくとして、リビングメイルの動きは機敏だ。

			　並んだ四体がひとつの隊のように、突撃をかけてくる。

			　重厚なヨロイが突貫してくる様子は、バイクの編隊が突撃してくるそれにも似ていた。

			「ハアッ！」

			「わんっ！」

			　ユキが紅い手(しゆ)甲(こう)でいなし、シャルルが剣を打ち当てて弾く。

			「ヒャッハァッ！」

			「オメガオラアァ!!」

			　それ以外の二体は、リッパーが斬撃を二刀で弾き、リーゼントのメガロ・ジックスが拳で迎撃する。

			　前線四人がひとり一体を相手取り、ラクトたちのいる後方にいかせないよう尽力する。

			　ユキはもちろん、メガロもリッパーもしっかりとリビングメイルを凌いでいた。

			「はうぅ！」

			「わんっ！」

			「わぁんっ！」

			　そんな中、シャルルだけは苦戦していた。

			　必死にリビングメイルの剣撃を弾いてはいるが、攻撃に転じ切れない。

			　人間が相手だった時には有効だった技術が、力で押し切られてしまう。

			　剣を凌いで懐に入ろうとしても――。

			「はぅわぁんっ！」

			　盾で吹き飛ばされてしまう。

			　浮いているブルー・スピリットが、蒼いツララをだしてくるっ！

			「リーダー！」

			「ぜなぁ！」

			　ミーアがシャルルを抱きしめかばい、リンディスの槍がツララを防いだ。

			　ツララを砕いたリンディスが、シャルルの前にタンと立つ。

			「大丈夫ぜなっ?!」

			「はいであります……」

			「アタシたちは、無理をする必要なんてないぜなっ！　強い相手とヤバイ相手は、みんなラクトに任せればいいんだぜなっ!!」

			　リンディスは叫び、連撃を放った。

			　ギギギギギンッ。金属音が鳴り響く。

			　手数は多いが一打は軽く、倒すつもりは感じられない。

			　言葉にウソも偽りもなく、心の底からラクト頼りだ。

			　さすがリンディスというべきか。すさまじい他力本願である。

			　それでも今のこの場においては、堅実な判断でもある。

			　一方の三人は、完全に倒す気でいた。

			　リッパーは左手の剣で相手の盾を弾いて、伸びきった腕に右手の剣を振りおろす。

			　メガロはもう単純に、拳のラッシュでヨロイをへこます。

			　ユキは振り下ろされた剣を赤いガントレットでいなし、懐に入り込みながらリビングメイルの足の甲を踏みつけて潰す。

			「今なのですです！」

			　そこにリミィが、槍の先端に小さな斧をつけた武器――ハルバードで殴りかかる。

			　ギィィィンッ！

			　その一撃は、リビングメイルの盾で防がれた。火花が散って、ハルバードの刃(は)がわずかに欠ける。

			　が――。

			（十分ですっ！）

			　その隙を、ユキは逃したりしない。

			　リビングメイルの懐に入り込み、リビングメイルの胸部に掌(しよう)底(てい)を放つ。

			　リビングメイルが派手に吹っ飛ぶ。

			　ユキは右手を前に突きだし、右の手首を左手で握る。

			「焼却します！　カロル・クラスタ！」

			　ドオォンッ！

			　朱色の輝く閃(せん)光(こう)が、リビングメイルへと向かうっ！

			　リビングメイルは、盾を構えた。

			　

			　そして盾の亡霊が、口を開いて焼却砲を飲んだっ！

			　

			　ゴォォンッ！

			　焼却砲を飲み込んだリビングメイルが、炎の騎士に変化した。

			「なっ……」

			　ユキが驚(きよう)愕(がく)していると、残りのリビングメイルたちも動いた。

			　タンッと地を跳ね後ろにさがり、ヒトダマに向かって盾を突きだす。

			　盾の怨霊が口を開いて、ヒトダマたちを吸い込んだ。

			　それぞれが、青や紫、緑といった騎士へと変わる。

			　蒼い騎士が剣を振る。

			　カキィン！　カキィン！　ガキイィンッ！

			　氷の柱が幾本も立ちそびえながら、シャルルたちを襲うっ！

			「わんっ！」

			「きゃあっ！」

			「ぜなあぁ！」

			　シャルルとミーアとリンディスは、左右に散って回避した。

			「グウウッ！」

			　しかし後方にいた大会参加者のひとりが、右の足を凍らされる。

			　シャルルはそれを横目で見つつ、氷の騎士にナイフを投げた。

			　しかしナイフは、かすり傷にも至らなかった。

			　騎士の表面に辿りつく前に凍って、パキィン――と割れる。

			「すべてを飲みし深き渦、汝(なんじ)の闇は闇より深し！　メルキュリア・レイストーム!!」

			　リンディスが槍を振るって、水流の渦をぶっ放す。

			　だがそれも、氷の騎士には効果がなかった。

			　ツイ――と盾を構えるだけで、渦はキィン――と凍りつく。そのままピシピシ、ヒビ割れて砕ける。

			「いっけえぇー！　雨だれ・レインアロ――――!!」

			　ズドドドドンッ！

			　ミーアの放った魔法力の矢が、氷の騎士にぶち当たる！

			　もぅ……と煙が舞いあがり、ミーアの攻撃がかなりの威力だったことを示す。

			　しかし無傷だ。

			　氷の騎士は、盾を構えて防ぎ切っていた。

			「ぜなあぁ……」

			　ヘタレ代表のリンディスが、とても嫌そうな声を発した。

			　逃げることを考えて、チラリと後ろを振り返る。

			『みゃあぁ――――――――――っ！』

			　セシリアが吹き飛ばされて、リアが相手の攻撃を受けていた。

			（んっ………！）

			　攻撃を受けているリアは、苦戦しているようにも見えた。

			（ぜなあぁ～～～～～～～～～～～～！）

			　リンディスは、心の中で悲鳴をあげた。

			（リアが苦戦しているような相手に、勝てるはずないぜなあぁ～～～！）

			　生後一年と経っていないリアに負けていることをあっさりと認めてしまうリンディス。

			　小物すぎて器が大きい。

			　紫色のスピリットを吸ったリビングメイルが腐食性の毒霧を発し、緑のスピリットを吸ったリビングメイルが、床から木のツルをだす。

			「厄介な敵ですね」

			「剣で斬ったら、毒で刃こぼれしちまったゼェ」

			「それでもシャルルは、怯むわけにはいかないシャルルでありますっ……！」

			「リーダーが言うんなら、ボクもさがるわけにはいかないかなぁ～」

			（どうしてみんな、そろってやる気なんだぜなあぁ～～～～～～～～～！）

			　リンディスは、鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳を握り、いやいやいやっと体を振った。

			　水兵(セーラー)服のスカートが、ふりふりとゆれる。

			　両手をブンブンパタパタ振って、ユキへと言った。

			「っていうかユキは使うぜなあぁ～！　アタシたちに使った、炎の剣(レーヴアンテイン)を使うぜなあぁ～～～！」

			「正しくは、レーヴァンテインのレプリカですが……」

			「なんでもいいから使うぜなあぁ～～～～～～～～～」

			「…………」

			　ユキは気重に目を伏せた。

			　大会では使用した剣だが、今はあまり使いたくない。

			　しかし躊躇していると、リビングメイルたちの攻撃がきた。

			　なんとか無事に凌いだが、次も無事とは限らない。

			「汝(なんじ)が真名(マナ)は、巨人(スルト)の業火を再現する者！　レーヴァンテイン・レプリカッ！」

			　炎の剣を召(しよう)喚(かん)し、タンと地を蹴り前にでる。

			　リビングメイルが放つ炎の斬撃、身を翻(ひるがえ)して回避する。

			　地面を走る氷の柱、剣を振りあげ炎の津波を作りだし、一息に飲みこむ。

			　床を割り、全身を突き刺そうとしてくるツタは、体に触れる寸前で燃え尽きた。

			　色のついた風のように駆けて、リビングメイルとすれ違う。紅蓮の斬撃を放つ。

			　ピィィィン――と、糸を張りつめたかのような音が鳴り――。

			　

			　リビングメイル四体が、真っ二つに裂けた。

			　

			　火柱が舞う。

			　炎さえも消しズミに変える豪火に包まれ、四体のヨロイは溶け消えた。

			　わずかに残った両腕と剣が、からりと落ちる。

			　だがそれも、短い時間で朽ち果てた。

		

	
		
			　

			第７話　セシリアにセクハラをしたら……。

			　

			「ケヒヒヒ、ヒイィ……」

			　コア・ゴーストが末(まつ)期(ご)の声を垂れ流し、虚(こ)空(くう)へと消えた。

			　ゴオオオンッ！

			　離れたところから轟音が鳴り、迷宮の通路が明るくなった。

			　見てみると、四本の火柱が立ちあがっていた。

			　火柱の奥には、レーヴァンテインのレプリカを持ったユキがいる。

			「すごいねぇ」

			「すごいであります……」

			「すごいのですです……」

			　ミーアやシャルル、リミィなどが、感嘆の声を漏らす。

			　声を漏らすには至っていない者にしても、ぽかんと目を見開いて驚(きよう)愕(がく)している。

			　すると――。

			　

			「どうしてもっと早く使わないぜなぁ！」

			　

			　リンディスの声が響いた。

			　両の拳をギュッと握って、[image: kao05.png]な顔でユキに言う。

			「どうしてもっと早く使わないぜなっ！　どうしてもっと早く使わないぜなあぁ！」

			「すいません……」

			　別の意味ですごいリンディスだったが、ユキはしょんぼりとうなだれた。

			　リンディスが言うのはともかく、それ自体は気になったので尋ねる。

			「なんで使わなかったんだ？」

			　ユキはオレをチラリと見ると、目を逸らす。

			「ラクトさまのせい……です」

			「オレの？」

			「ラクトさまに負けたわたしは、新たなる力を求めてこの剣を手にしました。そして威力を見た瞬間、思いました。これであなたに勝てる――と」

			「だけどあっさり負けちゃったわけか」

			「ストレートに言わないでください…………」

			　ユキは再びしょんぼりとした。

			「それでわたしは、剣を手にしただけで、強くなった気がした自分が恥ずかしくなってしまったわけです…………」

			「なるほどなぁ」

			　オレはユキに理解を示し、ユキの頭をポンと叩いた。

			「っ――！」

			　ユキの体がビクッとすくんだ。頭の後ろのショートポニーも、ぴくっとハネる。

			　くしくしくし。こするように撫でる。

			　ユキは顔を真っ赤にさせて叫んだ。

			「にょにょにょ、にょうして頭を撫でるのにぇすかっ！」

			「ちゃんと考えていて偉いなって思ったので、つい」

			「そういうことはやめてくださいっ！　ただでさえ、わたしはあなたに好意を抱いてしまっているのですからっ！」

			　ユキは両手をギュッと握って、必死な顔で叫んだ。

			「好きなら素直になっちゃえばいいと思うんだけどなー」

			　ミーアがオレの背中にくっついて言った。おっぱいが、背中に当たって気持ちいい。

			（………。）

			　リアもオレの腕にくっつき、オレのことを（じぃ………。）と見上げた。

			　ミーアと違ってなにか主張があるわけではないのだが、くっついてもいいらしいのでくっついてる感じだ。

			　かわいい。

			「そそそそ、そういうふうに、複数の方と付き合うような、フラチなラクトさまを好きになってしまっている自分が許せないと言っているんですっ！」

			　ユキはオレを指差し叫んだ。顔は気の毒なほど真っ赤になってて、なかなかにかわいい。

			　ちょっとイタズラしたくなるような雰囲気もある。

			　オレはユキの手を握り、オレを差している人差し指を咥えた。

			「ひああっ!!」

			　真っ赤になっていたユキが、さらに赤くなって叫んだ。

			　びっくりしている猫の子みたいに、ショートポニーや髪の毛が逆立つ。

			「こここっ、これだからわたしは、あなたを好きでいたくないんですっ!!」

			　ユキは、オレに咥えられた指を押さえて叫んだ。

			　かわいい。

			　元気にもなっているようで、なによりである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ユキとイチャついたオレは、がんばったシャルルたちや、敵を倒しても油断せずに周囲の警戒をしていたライナやリミィをねぎらった。

			「それじゃあ行くか」

			　簡単に声をかけ、進もうとする。

			「みいぃ……」

			「大丈夫ですか？　おねぇさま」

			「大丈夫……ですわ」

			　アリシアに腰をさすられているセシリアがいた。

			「ラクトさまに吹き飛ばされた衝撃で打ちつけた腰が痛みますが、大丈夫……ですわぁ」

			　わざとらしい説明をして、オレのことをチラと見る。

			　体勢と身長差のせいで、自然な上目遣いになっていた。

			　それはとてもかわいいのだが、なにかを期待している感じがムカつく。

			「大丈夫なら行くぞ」

			　それだけ言って、横を通った。

			「みゃあああっ!!」

			「どうした？」

			「それだけですのぉ?!　わたくし一番のダメージは、ラクトさまに吹き飛ばされた時の痛みですのよっ?!　そもそもどうして、わたくしを吹き飛ばす必要があったのですのっ?!」

			「あの段階だと、相手に物理が効くのかどうかわからなかったからな。その点オマエは、確実に吹っ飛ぶ。あの段階での選択肢は、仕方なくオマエを殴るか、喜んで殴るかのふたつしかなかった」

			「ふたつ目の選択肢はおかしいのではなくって?!」

			「だけど絶対やらなきゃいけないことなら、楽しんでやったほうがいいだろ？」

			「それは確かに、一理…………」

			　ひどいことを言っているのに、知力三のセシリアはうなずいた。

			「ごごごご、ございませんわぁ!!　一理も二理も、ございませんわあぁ!!」

			　すぐに気づいて首を振ったが、一度はうなずいてしまうあたりが、最高にセシリア。

			「どっちにしても、オマエをブッ飛ばすのが妥当ってのはその通りだろ？」

			「はみゃっ……」

			　理詰めで言われたせいだろう。セシリアは、反論できずに声を詰まらす。

			「それに……」

			「それに…………なんですの？」

			　

			「オマエなら、殴ったところで良心は痛まないし」

			　

			「あんまりですわあぁ!!」

			　セシリアは叫び、オレの胸に飛び込んできた。

			「あんまりですわっ！　あんまりですわあぁ!!」

			　ぽかぽかぽこ。ぽかぽかぽこと、オレの胸板を叩く。

			「わたくし要求いたしますわぁ！　謝罪と誠意と心配を、ラクトさまに要求いたしますわあぁ!!」

			　セシリアは、とても泣きそうであった。

			　こういう態度を取られると、ほんのちょっぴり悪かったような気が、一ミクロンはしなくもない。

			　セシリアの肩を握りしめ、体から離して尋ねた。

			「オレから見るとビームのほうがヤバい気したけど、それは大したことなかったのか？」

			　セシリアは一瞬キョトンとしたが、心配されていることに気がついたらしい。

			　頬を染めて胸に手を当て、自信たっぷりに言ってくる。

			「わたくしは高貴なるセシリア＝フェアゲッセンであり、わたくしの戦斧――エーデルグラスは、ピュアミスリルにレイズシルバーを織り交ぜた、ＡＡクラスの戦斧ですのよっ！　山を砕く一撃だろうと、防ぐことができますわっ!!」

			「オマエも、オマエが持っている斧も、オレが思っているよりすごいんだな」

			「そうですわっ！　そうですわぁ！　わたくしわたくしすごいのですわっ！　すごいのですわぁ！！！」

			　セシリアのほっぺたが上気して、頭のネコミミがぴくぴく動いた。

			　まさにこの世の春といった感じで、それなりにかわいい。

			　が――。

			「だけどそんだけすごいなら、オレがわざわざ褒めることもないな」

			「みゃあぁっ?!」

			「それじゃあ行こうか」

			「う、うむ……」

			　オレはライナに声をかけ、セシリアに背を向けた。

			　すると服の袖を後ろから引かれた。

			「みいぃ……」

			　セシリアは、うるうるまなこでオレを見ていた。

			　まったく……。

			「そんなに褒めてほしいなら、素直にそう言えっての」

			　オレはセシリアの頭とノドを、同時に撫でた。

			「はにゃあぁん……」

			　セシリアは、ノドを撫でているオレの手を握り、ふにふにと揉(も)んだ。

			　やわらかで温かな触感が伝わってくる。

			　かわいい。

			　オレはセシリアを抱き寄せて、華奢な腰を撫でてやる。

			「打ちつけた腰ってのも、大丈夫か？」

			「はにゃっ……！」

			　抱きしめられたせいだろう。セシリアは身を固くした。

			（みいぃ……）

			　瞳(ひとみ)をギュッと固く閉じ、オレの胸板を握りしめる。

			（ラクトさまの胸板、大きい……ですわ。大きい…………ですわあぁ）

			　そんな心の声も聞こえる。

			　さらに吐息が、オレの胸板に熱っぽくかかる。

			　巨乳は当然のごとく、オレの体に押し当たっている。

			　変な気分になってきたオレは、尻(しり)のほうに手を伸ばす。

			「はにゃあぁん……っ！」

			　セシリアは、なまめかしい声を発した。

			「おちがい……ますわぁ……！　そちらのほうは、おちがい……ますわぁ……！　わたくしが打ちつけたのは、もっと、上の……。腰の…………はにゃあぁん…………っ！」

			　抗議の声は発するものの、弱々しい。

			　しかも顔と声とが、やたらとエロい。とろけてる。発情期がきたと言ってもわかるレベルだ。

			　もう完全に、エロリアになってる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんなことをやりつつも、探索を再開した。

			　コア・ゴーストはこの階層のユニーク・モンスターでもあったらしくて、でてこなかった。

			　リビングメイルはでてきたが、オレとユキが即殺していく。

			　お供のヒトダマと合体されると厄介な敵だが、単体であれば弱い。

			　まぁ『弱い』とまで言えるのは、レプリカとはいえレーヴァンテイン《神話級の武器》を装備しているユキと、オレぐらいだけなんだけど。

			　集団転移型のゲートを通り、ダンジョンを攻略していく。

			　胴体が人の頭がい骨のような形をしているスカルバタフライやスカルスパイダー。

			　岩に擬態しているカブトガニのようなモンスター、通称フラットロック《平たい岩》を倒して進む。

			　フラットロックの死体については、アリシアが拾ってた。

			　疑問の視線を向けられたアリシアは、頬を染めつつ言っていた。

			「ゆでると、おいしいらしいので……」

			　その表情は、パンツを脱がされたかのごとき恥じらいに満ちていた。

		

	
		
			　

			第８話　寄生モンスター・パラサイトスライム。

			　

			　さらに進むと、厄介なモンスターが現れた。

			　パラサイトスライムである。

			　物理攻撃に意味はなく、炎で燃やすしか対抗できる手段がない。

			　しかも人体に寄生(パラサイト)して、操ってくる危険っぷりだ。

			　しかし錬金術師のアリシアが、特殊な腕輪をよっつだす。

			　ライナが、目を丸くして言った。

			「フレイムリング……か？」

			「はい」

			「ふうぅむ……」

			　ライナが手に取り眺めると、シャルルが言った。

			「左様に、珍しいものなのでありますか……？」

			「フレイムリングは、魔法の才覚に欠ける一般人でも、火炎魔法を使えるようにする腕輪だ。ちょっとした貴族の家宝になっていてもおかしくない。それをひとつやふたつならばともかく、よっつも……となると、感心せずにはいられん」

			「アルファズール様がお作りになられたこの次元迷宮では、腕輪の作製に必要な素材が、比較的容易に入手できますので……」

			「つけると魔術を使えるようになる腕輪(マジツクリング)が珍しいのは、素材に加えて作製できる者が少ないのも要因と聞くぞ？　さらに作製できる者でも、半年かけて一本を作り、それでも疲労困憊してしまうとも聞くが……」

			　アリシアは、ちょっと言いにくそうに答えた。

			「一般的にはそうですが、例外はございますので……」

			「キミの学園には、それほどに凄腕の錬金術師もいるというのか……」

			　ふーむとうなり、うなずくライナ。

			　オレは腕輪を手に取って、軽く眺めてポツリと言った。

			「その錬金術師って、アリシアだろ？」

			「！！！」

			　ほんの一瞬。アリシアは目を丸く見開いた。

			　しかしすぐさま目を伏せて、言いにくそうに聞いてくる。

			「どうして……おわかりになられたのですか……？」

			「リングの中に、アリシアのマナが混ざってるじゃん」

			「一目でわかるとは…………さすがです」

			「まぁ錬金術師だしな、オレも」

			「それでも一目でおわかりになられたのは、ラクトさまが初めてです……」

			　アリシアは、目を伏せたままほっぺたを赤くした。

			　オレに対する好感度的なものを、またひとつあげているような感じだった。

			　かわいい。

			「っていうか、どうして隠したりしてたんだ？」

			「それは……その…………」

			　アリシアは、もにょもにょと口ごもった末に答えた。

			「褒められて……しまいますので…………」

			「えっ？」

			「わたしが作ったと言いますと、大概の人に褒められてしまい、それが、その……」

			「その？」

			「恥ずかしい…………です」

			　うつむいてつぶやくアリシアは、本当に恥ずかしそうだった。

			　それはとてもかわいくて、オレはアリシアを愛でることにした。

			　アリシアのアゴに手をかけて、クイッと顔をあげさせる。猫の子相手にそうするみたいに、アゴの下と首のあいだを、こちょこちょと撫でる。

			「はにゃあぁ…………」

			　アリシアはうっとりと目を細め、お尻(しり)の尻尾(しつぽ)をふりふりとゆらした。

			　かわいい。

			　しかも無防備極まりない。

			　こんなにかわいくってオレに好感を持っている子が無防備となれば、それはセクハラするしかない。

			　それはもう、大宇宙の意思である。

			　オレはアリシアの背中に腕を回した。一気に抱き寄せ、胸の先っぽに指を突き刺す。

			「みゃあっ！」

			　つぷぅ、つぷぅっと突っついたあとは、ぐにゅうっ、ぐにゅうっと揉(も)みほぐす。五本の指を、何回も食い込ませる。

			　アリシアは、典型的な隠れ巨乳だ。衣服の上からではわかりにくいが、触るとすごい。

			「はにゃあぁん……。んっ、みいっ、みいぃっ…………！」

			　しかも感度もなかなからしく、声はしっとり濡れている。

			　シャルルほどではないにしろ、クセになるおっぱいだ。

			「わわわっ、わたくしのリーシャに、いったいなにをなさっているのですのっ?!」

			　セシリアが叫んだ。アリシアをひったくり、抱きしめてかばう。

			　その顔は、自分がセクハラを受けたかのように赤い。怒りというか、羞(しゆう)恥(ち)で真っ赤だ。

			　かわいい。

			「大宇宙がオレに、アリシアのおっぱいを揉(も)めとささやいたので……」

			「言ってる意味がわかりませんわぁ!!」

			　セシリアは、[image: kao05.png]になって叫んだ。

			「リーシャももっと、イヤなことやおかしいことには、『イヤ』とか『おかしい』と言うべきですわぁ！」

			　槍が降るより珍しい、セシリアの正論だ。

			　確かにセシリアの言う通り、アリシアはもっと、オレやセシリアやセシリア《アホの子》に、『イヤ』とか『おかしい』と言ってもいいと思う。

			　だがアリシアは、自身の胸を両腕で覆(おお)い隠すと言った。

			「とても恥ずかしくはございましたが、イヤとは思いませんでしたので……」

			　アリシアは、頬を染めてつぶやくと、夢見るように瞳(ひとみ)を閉じた。

			「それにラクトさまがいやらしいことをなさるのは、夜の次には朝がくるほど自然なことにも思っておりましたので…………」

			「そう思うのはおかしいですわあぁぁ!!」

			　セシリアは叫んだ。

		

	
		
			　

			第９話　シャルルが魔法を使ったり、簡単な会議をしたり。

			　

			　やらしい流れはあったりしたが、アリシアがフレイムリングの説明をする。

			「炎を放つ際は、全身に流れているマナが腕輪を通して炎を放つイメージを作ってください。どんな魔法を使いたいのか、明確にイメージすることで威力や精度はあがります」

			「有効ってことー？　呪文唱えたりするの」

			「はい」

			　そんな会話をしながら、腕輪をつけた。

			　オレやシャルルはもちろんのこと、魔法は使えるがスライム相手には分が悪そうな、リンディスやミーアも腕輪をつける。

			　しかしこれをつけるというのは、ミイラがでた際、前線に立つということでもある。

			　ミーアとシャルルは理解しているような気がするんだが……。

			「ぜなぁ……！」

			　輝く腕輪をうっとり見つめて、キラキラ目を輝かせているリンディスはどうなんだろう。

			　女の子らしくてかわいいと思う反面、ちょっと不安だ。

			　そして一番メインで戦いたそうな、セシリアは腕輪をつけなかった。

			「オマエはつけないのか？」

			「わたくし、まったく使えないのですわぁ！」

			　セシリアはなぜか、誇らしげに言った。

			「炎の腕輪は、腕輪を通して使用者のマナを炎(えん)的(てき)エネルギーに変換します。しかしマナの強すぎる方がお使いになられると、腕輪が壊れてしまうのです」

			「つまりこのわたくしは、わたくしの妹にしてフェアゲッセンの名に恥じぬ賢(けん)美(び)――リーシャが作った腕輪でも支えきれないほどに、高貴であるということですわっ！」

			　セシリアは、胸に手を当て頬を染め、この上ないほど得意だった。

			　高貴かどうかはともかくとして、ある意味ステータスでもあるわけだ。

			「でもその理屈なら、オレも使えないんじゃないか？」

			「放出するマナを絞れば、腕輪を瓦解させずに炎をだすことも可能です」

			「………………」

			　オレはなんとも言えない気分になった。

			　マナを絞れば火をだせるのに、セシリアはだすことができない。

			　それってつまり、細かい力加減ができない、アホの子である証拠にしかならないんじゃ……。

			「おねぇさまは、どんなことにも全力で取り組むお方ですので……」

			　そういうフォローか。

			　そういうフォローか！

			　苦しいフォローだとは思っているらしい。アリシアは、ちょっと目を伏せている。

			　それでもフォローしてあげるあたり、本当に、おねぇちゃん大好きっ子である。

			　そんな話をしていると、ミイラ男が現れた。

			　数は七体。

			　一見ただのミイラ男なのだが、中にはパラサイトスライムが入り込んでる。

			　迂(う)闊(かつ)に触れると、体を食われて寄生(パラサイト)される。

			「焼却しますっ！」

			　ユキが紅い閃(せん)光(こう)をぶっ放し、軌道線上にいた三体を消した。

			「はうぅ――っ！」

			　シャルルが構え、腕輪にマナをたくわえる。

			　自身のマナが、腕輪に集まっていくイメージを作り――。

			「わんっ!!」

			　炎を放つ。

			　それはとっても威力の低い、大きいだけのファイアーボール。

			　直径は一メールほどあるが、勢いがゆるい。ぼうんっとゆるい放物線で、少々機敏なファイターであれば簡単に回避できる。

			　しかし相手の動きは鈍く、もろに当たった。ミイラ男は火に包まれる。

			「それじゃあボクも……ファイアークラッカー!!」

			　ミーアが炎を剣にまとわせ、バットを振るかのように振った。

			　直径一メートルほどの火の玉が、まっすぐ飛んでミイラ男を燃やす。

			「それじゃあアタシは、ファイアーストーム、だぜなぁ!!」

			　リンディスがシャキッと格好をつけて、呪文を唱えた。

			　ゲームだったらテロテロテロ！　という効果音が鳴りそうである。

			　

			　しかし呪文はでなかった。

			　

			　シャルル程度の炎はもちろんのこと、マッチ程度の火もでなかった。

			　一番かっこをつけたのに、一番ショボいことになってた。

			「どどどどっ、どうなってるぜなぁ?!」

			　叫び慌てるリンディスに、ミイラ男が体液を吐きだしてくる。

			　食らえば寄生確定だ。

			　リンディスは、かろうじて回避した。

			「リンディスさまっ！」

			　シャルルが火球をぶっ放し、ミイラを燃やしてことなきを得る。

			　戦いは終わった。リンディスが、改めて叫ぶ。

			「どうなってるぜなっ?!　どうなってるぜなあぁ!!」

			「その人の体内に流れるマナの質によっては、魔法がでてこないこともございます」

			「そういうことは先に言えぜなぁ！　おかげでアタシ、バカでアホの子みたいになっちゃったぜなあぁ!!」

			「失敗する可能性を言ってしまいますと、失敗を意識したせいで失敗してしまう――ということが起こりますので…………」

			「ぜなあぁ～～～～～～～～～」

			　リンディスは真っ赤になった顔を覆(おお)って、その場でバタバタ地団駄を踏んだ。

			　かわいい。

			　リンディスの残念っぷりを味わって、オレたちは進む。

			　先頭を歩くオレの左右に、シャルルとユキが並んでる。

			　順番的に、次に魔法を使うのはオレだ。

			　火炎魔法とかワクワク。シャルルやミーアが放っていたのも、派手でかっこよかったし。

			　そうこうしているウチに、モンスターの巣を見つけた。

			　大きな部屋に、ずんぐりとしたオークの群れがうじゃうじゃしている。

			　毒紫色の、酒……？　を飲んだり、パラサイトスライムを食ったりしている。

			　部屋の端では、パラサイトスライムの養殖もしてるらしい。

			　焦げ茶色のぶよぶよとした塊が、酒をかけられるたびに体積を増している。

			　そして一際目立つのが、部屋の中央にいる三体のオークだ。

			　平均的なデブオークが一五〇センチぐらいなのに対して、中央に座っている三体のオークは、三メートル近くある。

			　腹が肥えているのも相まって、ちょっとした山が並んでいるようにさえ見える。

			　オレたちは、一度部屋から離れた。通路を渡り、ちょっとした小部屋で輪になって、アリシアに尋ねる。

			「この迷宮のオークの危険度ってのは、どのくらいなんだ？」

			「オークは実戦や修練の蓄積により、成長するという性質がございます。なので、一概には……」

			「なるほどな」

			　オレは軽くうなずいて、ライナのほうをチラリと見やった。

			「わたしが知っている範囲で言えば、平均でＥランクの下位。リーダー格でＣランクの中位だ」

			「普通のオークなら駆けだしに毛が生えた程度の冒険者でもなんとかなるけど、リーダー格ではベテランじゃないと厳しい。それでもオレたちからすれば、ただの雑魚ってことか」

			「しかしわたしが知っているのは、迷宮外のオークだからな。この迷宮。しかもこの階層のオークとなれば、相応に手強いと見積もるべきであろう」

			「会話とかはできるのか？　あれだけ数が多いとなると、戦いを避けられるなら避けたいぞ」

			「難しいだろうな」

			　ライナは淡々と答える。

			「わたしが知っている範囲では、オークはオスしか生まれん。しかしながら交雑能力が高く、野生のイノシシやコボルト、ゴブリンなどを相手に生殖をおこなう。特に人間を好み、婦女子と見れば見境なく襲う性質がある」

			「見境ないとか最低だな」

			「キミが言うのか……」

			　ライナがジト目でつぶやいた。

			「だけどオレ、本気で嫌がっている相手にはしないし」

			「相手が嫌がっていないからと言って、一〇回も二〇回ももてあそぶのは、ある意味オークよりもタチが……」

			　苦言を言いたかったらしいライナだが、二〇回近く犯されてしまった時のことも思いだしてしまったらしい。

			　頬を赤らめて太ももをもじもじとこすらせて、「はぐっ……、んっ……」とうなったりした。

			　かわいい。

			「あの、ラクトさん」

			「ん？」

			「焼却してもよろしいですか？」

			　炎使いのユキは、氷のような冷たい瞳(ひとみ)でオレに言った。

		

	
		
			　

			第10話　ラクトの悲劇と、かわいそうなセシリア。

			　

			　作戦が簡単にまとまった。

			「それではわたしが焼却砲で、まずリーダーを潰します」

			「それがよいだろうな」

			　ユキが言ったら、ライナがうなずく。

			　そして部隊をみっつにわけた。

			　前線で戦う前衛と、前衛の援護をする中衛。後ろのほうで待機している後衛である。

			　基本的には戦力順だが、リンディスも後衛にいた。

			「リンディスさんも待機なの？」

			　ミーアが問うと、ライナは答えた。

			「オークの中には、巣の周辺に隠し通路を作製し、襲撃者がでた際には挟撃の態勢を取るものもいる。なにもせずに終わる可能性もある立ち位置ではあるが、最低ひとりは戦闘力の高い者をおいておきたい」

			「なるほどねぇ」

			　話が終わった。ユキが鞘に納まった剣を持って立つ。

			「それではわたしが出ますので、サポートはお願いします」

			「ああ、わかった」

			　言ってきたユキに、オレは小さくうなずいた。

			「はうぅ…………」

			　オレの隣《前衛》ではなく後ろ《中衛》を命じられたシャルルが、羨(せん)望(ぼう)の眼差しでユキを見つめたりするが――。

			（ブンブンブン!!）

			　すぐさま首を左右に振った。ピシッと敬礼をしてオレに言う。

			「ラクトさまのサポートは、しっかりおこなうシャルルでありますっ!!」

			「ああ」

			　オレはシャルルに笑みを浮かべて、オークたちがいる部屋へと向かった。

			　近づいてみると、オークの醜悪さが目立った。

			　でっぷりと肥えた腹に、口の端から垂れるヨダレ。体臭からは肥溜めのような悪臭が漂ってくる。

			　生物学的に醜いという比喩があれば、この生き物に使うべきではないかと思われるほどだ。

			　ユキはザッと右手を伸ばし、一際大きなボスオークたちに狙いを定めた。

			　奇妙な杯で、ヘドロのような酒を飲むボスをにらんで――。

			「焼却します！　カロル・クラスタ!!」

			　焼却砲をぶっ放すっ！

			　それは軌道線上にいる雑魚オークたちを消し飛ばし、ボスオークの上半身も通過した。

			　

			　けれども、ボスには通じていなかった。

			　

			　皮膚の一部はブスブス焦げた。手に持っていた杯も消えた。

			　しかしボス本体に、ダメージらしいダメージはない。

			　そよ風を見るかのように悠然と、こちらのほうに向けた。

			　特に炎を発したユキの、胸元付近に目を向けて――。

			「Ｂｉｈｉｉｉｉｉｉｉｉｉ!!」

			　異様な歓声をあげた。

			　仲間を殺された怒りや、奇襲を受けた憤怒などはない。『獲物』を見つけた歓喜であった。

			　床の一部がパカリとあいて、オークの大群がでてくる。

			「地下の部屋を作っていただとっ?!」

			　ライナが驚(きよう)愕(がく)の声をあげると、部下のオークが、手足を引っ込めて丸まった。

			　ギュルッ――とその場で転がって――。

			　

			　突っ込んでくる!!

			「わんっ！」

			　シャルルがオレの後ろから、ファイアーボールをぶっ放す。

			　それはオークを包んだが、勢いはとまらない。

			　紅い火球を突っ切って、まっすぐに突っ込んでくるっ!!

			　オレは半身ズラして回避し、シャルルは横に跳んでよけた。

			　ドゴォンッ！

			　突っ込んできたオークは、壁を激しく壊してとまった。

			「んっ………！」

			　ズドドドドド。

			　Ｌ字型の通路の奥にいたリアが、オークの横手から空圧の矢を放ちまくった。

			　オークの顔や腹部が、殴打の連打を受けたかのようにへこんだ。

			　が――。

			「ｂｕｈｉｉ……」

			　オークは無傷。豚のように醜悪な顔に醜悪な笑みを浮かべて、リアのほうを見る。

			　救援に向かいたい気はしたが、こちらのほうにも新手のオークがやってきている。

			　あるオークは棍棒を振りかざし、またあるオークは丸まって体当たりしてくる。

			　オレはそいつらをいなし、後ろのほうをチラと見た。

			　ライナが突っ込み、居合いの要領で斬撃を放っていた。

			　三日月状の弧が生まれ、オークの体を下から裂いた。

			　しかし浅い。

			　腹部がズッパリ斬れたというのに、血は一滴もでてこない。

			「むうっ」

			　ライナはしかめつらをして、新手のオークが振りおろした棍棒を回避した。

			「みゃあああああっ!!」

			　セシリアが戦斧を振るい、手負いのオークを縦から真っ二つにした。

			　さらにぐるりと身を翻(ひるがえ)し、新手のオークも真っ二つにする。

			　アホの子なセシリアだけど、単純なスペックは高い。

			　近接戦に限定すれば、オレの次であろうと思う。

			　知力は四を下回るけど。

			「ライナさま、大丈夫ですのっ?!」

			「特に問題はないが……」

			　ライナはオークの腹を裂いたサーベルを見つめて顔をしかめた。それには脂がべったりとこびりつき、刃の切れ味を鈍くしていた。懐紙のような葉っぱを取りだし、脂をぬぐう。

			　オレは様子を確認しつつ、オークを倒す。

			　目の前の一体と二体の顔面に拳と蹴りを入れて倒す。丸い肉弾と化して突っ込んできたオークを、抱きとめ持ちあげぶん投げる。

			　オークの棍棒を奪い取り、頭に向かって振りおろす。

			　バキャアァ！

			　棍棒は一発で折れてしまうが、オークは倒せた。

			「ハッ！　ハッ！　ハアアッ！」

			　隣のユキも、レーヴァンテインのレプリカを振るう。

			　一(いつ)閃(せん)、二(に)閃(せん)と煌めかせ、オークの体を両断していく。

			　斬撃を受けたオークは、火柱をあげて燃えていく。

			「クッ！」

			　しかしあまりの多勢っぷりに、ユキも苦戦しているようだ。棍棒の一撃を回避するたび、一歩、二歩とさがってる。

			　オレも包囲を回避するため、ユキがさがるのに合わせてさがる。

			「こっちにもきたぜなぁ！」

			　さらにライナの読み通り、逆方向からの襲撃もきた。

			「数が多いなっ！」

			　ドゥンッ！　ドゥンッ！　ドウゥンッ！

			　ライナが銃にマナを込め、漆黒のビームを放射する。

			　それは醜悪なオークの頭部を、ピンポイントで消し飛ばす。

			　しかし頭部を失った程度じゃ、オークは死なない。複雑な動きこそできないが、腕や棍棒を振り回したりはできる。

			「んっ!!」

			　そういうオークは、リアが力で吹き飛ばす。

			　それでもオークは死なないが、まともな動きを取ることもできない。

			　ひっくり返された亀のように、手足をバタバタと動かす。

			　しかし地下室のほうから、次から次へと新手がでてくる。

			　その徒労感は、不死身の相手と大差ない。

			「焼却しますっ!!」

			　ユキの焼却砲で相当減るが、焼け石に水だ。

			　個々の力はさほどでもないのに、数の力で押してくる。

			　しかもドデカいボスたちが、奥に三体控えてる。

			　ここはひとつ、オレも魔法を使ってみよう。

			　どのくらいの威力になるのかは不明だが、雑魚の数を減らすぐらいはできるだろう。

			　オークから距離を取り、アリシアにもらった腕輪を構える。

			　群がるオークと控えるオーク。そしてこの戦いを、余興のように見つめている三体のボスに照準を定める。

			　全身のマナが、腕輪に集まる形をイメージ。

			　しかし腕輪を壊さないよう、一定の手加減をして――――。

			　ズドゴオオオオオオオオオオオオオオオンッ！！！

			　すごいのがでた。

			　業火というか烈火というか、ドラゴンの吐く灼(しやく)熱(ねつ)のブレスのようだった。

			　軌道線上にいた雑魚オークはもちろんのこと、ボスオークさえも消し炭になった。

			　メテオというかフレアというか、そんな感じの威力になってた。

			　オレが身に着けていた腕輪にも、亀裂が入り――。

			　パキイィィン。

			　壊れた。

			　沈黙の時が流れる。

			　ユキもライナもシャルルもミーアも、炎の威力に絶句している。

			　だがオレは、違う意味で絶句していた。

			　魔法を使って腕輪を壊した。

			　手加減を誤って、すごい魔法を使って壊した。

			　それは即ち、意味してる。

			　アリシアの腕輪のあつかいにおいて。

			　オレは。

			　オレは……。

			「ラクトさま……」[image: yajirusiue_fmt.png]祈るように両手を合わせ、うっとりした顔でオレを見るセシリア。

			　コイツと同じレベルだあぁっ!!

			　うあああああああああ！

			　うあああああああああああああああああああ!!

			　うああああああああああああああああ！！！！

			　

			「いいいっ、いったいどうなされましたのっ?!」

			「ショックで頭痛がコクーンでパージで、弾けたトランセルなんだよっ!!」

			「腕輪が壊れたのがショック……ということですの？」

			「端的に言えばなっ！」

			「確かに……リーシャが心を込めて作った腕輪を破壊してしまったのは、心が痛むことかもしれません」

			　セシリアは、トーンを落としてオレを理解してきたが――。

			「しかしそれは、ラクトさまがこのわたくしに等しい存在である証拠ですわあぁ!!」

			　胸をえぐってきやがった!!

			「お気持ちはわかりますが、もっと胸を張るべきですわっ！　もっと前を向くべきですわぁ！　お気持ちはわかりますが！」

			　わかってねえぇ―――――――――――――――っっ!!

			「オレはオマエの言っている『前』に、世界の終わりに勝るとも劣らない絶望の惨禍を感じているんだよ!!」

			「なにゆえですのっ?!　この高貴なるわたくしと、同一的な領域に達しているのですわよっ?!」

			　うああ―――――――――――！

			　やめろっ、やめろっ！　やめろおぉ―――――――!!

			「もうこれ以上、オレの傷口の上でアホの子ルンバを踊るなあぁ―――――――――！」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

			　オレはセシリアのほっぺたをつねって黙らせ、意味もなくお尻(しり)ぺんぺんをした。

			「はみゃああああああああああああああんっ!!」

			　セシリアは、はしたない声をあげた。

			　自分でもひどいとは思ったが、暴れてなければ理性を保つことができなかった。

		

	
		
			　

			第11話　ワガママなアホの子とダンジョンの探索。

			　

			　オークの部屋にあった階段を登り、ピラミッドのような薄茶色の壁や石畳の床に包まれた空間を進む。

			　大会に参加していた者たちは全員そろって離脱して、シャルルやライナたちを除くとアリシアの身内やユキしかいない。

			「おひどいですわ。おひどい、ですわぁ……」

			　いろいろされたセシリアが、くすん、くすんと涙ぐむ。

			「ラクトさまと『おそろい』であったのが、とてもうれしいだけでしたのに……」

			　セシリアは、とても健気で愛らしいことを言った。

			　オレの胸にも、ほんのりと罪悪感が沸く。

			「まぁ今回は、オレが悪かったよ」

			　セシリアの肩に腕を回して、抱き寄せる。

			「はみゃっ……！」

			　セシリアは、うぶに頬を赤くして、瞳(ひとみ)をギュッ……と固く閉じた。

			「こっ……この程度のことで、ごまかされる、わたくしでは……」

			　そんなふうに言ってたが、お尻(しり)の尻尾(しつぽ)はピイィン…………と立っている。

			　かわいいやつめ。

			　そのままオレは、通路を進む。

			　ゼリー状の巨大ウミウシのような生き物や、地を徘徊するスライムもでてきたが、シャルルやユキが焼き払う。

			　そして小部屋に辿りつく。

			　学校の教室ぐらいの広さの部屋で、行きどまり。

			　次の階層に行くためのゲートの代わりに、用途不明の台座がある。

			　台座の上では水晶玉が、水色の輝きを放っていた。

			「ふむ……」

			　ライナが、推理する探偵のようなポーズを取った。

			　見るからに怪しい水晶玉には近寄らず、部屋の壁や床に触れ、トラップを探る。

			　四つん這いになって、床のにおいをくんくん嗅いだりもした。

			　オオカミの尻尾(しつぽ)がパサパサと振られる。

			　かわいい。

			「ふーむ」

			「なんかわかった？」

			「右の壁と左の壁には隠し通路が眠っているが、壁周辺に仕掛けはない」

			「ということは、中央の水晶玉に触れてみるしかないってこと？」

			「そうなるな」

			　ライナはうなずき、水晶玉に触れた。

			　グオゴゴゴ。地鳴りのような音が響いて、右の壁が地面に沈んだ。隠し通路が現れる。

			　それは部屋と同じ薄茶色の壁や石畳に包まれた通路だ。幅は狭いが人が通れないほどではなくて、奥に水晶玉がある。

			「ふむ……」

			　ライナは軽く手を離す。壁はゴゴゴとせりあがり、通路を隠した。

			「触れ続けていなければならぬ上、開くトビラは片方だけか」

			「そうみたいだな」

			　オレは試しに、通路の奥に行ってみた。そこは行きどまりであり、台座と水晶玉だけがある。

			　触れてみた。

			　すこし遠くで音がする。ライナが玉に触れているだけでは沈まなかった壁が、音を立てて沈んでいた。

			　そこの通路の奥のほうにも、水色の輝きが見えた。

			「ユキ！」

			「はい！」

			　オレがユキに声をかけると、ユキは通路の奥に行く。周囲を見回し、水晶玉に手をかける。

			　グオゴゴゴ。

			　オレの手前の壁が、地面へと沈んだ。

			　オレは試しに進んでみたが、軽い迷路になっていた。シャルルたちを連れて探索をしてみる。一〇分ほど進んでみると、行き止まりと水晶玉があった。

			　軽く触れると、遠くのほうで音がした。引き返し、ユキに尋ねる。

			「手前の壁が沈んだりした？」

			「ラクトさまが迷路の奥に行ってから、一〇分ほどのちに」

			　ぴったりだな。

			　オレがうなずくとライナが言った。

			「どうもこの階層は、二手にわかれる必要があるようだな」

			「そうみたいだね」

			「わたしとアマクサ、アカミネユキとセシリア＝フェアゲッセンをリーダーとする二手にわかれ、残りのメンバーはくじで決めるとでもしようか」

			「いいと思うよ」

			「……異論はございません」

			　ライナが言うと、オレとユキはうなずいた。

			　が――。

			「なにゆえですのっ?!」

			　セシリアは叫んだ。

			「くくく、くじでメンバーを決めるのでしたら、一部とはいえ固定するのはおかしいのではなくって?!」

			「すべてくじで決めるなどして、わたしとアマクサとキミとアカミネユキがいっしょのグループになったりしたら、戦力のバランスが悪すぎるではないか」

			「それは確かに、おっしゃる通りでございますが……」

			　それでもアホの子のセシリアは、ほんの数秒、オレのほうをじっと見て叫ぶ。

			「ララッ、ライナさまがラクトさまとご一緒したいだけであったのではなくって?!」

			「なっ――」

			　ライナは二の句が継げなくなった。

			　セシリアの発言は、どこをどう見ても苦し紛れだ。

			　しかしデタラメに投げた石が、たまたま当たることもある。

			「それは……確かに、言われるまでは気づかなかったが、言われてしまうと否定できん……」

			　ライナは、はぐぅ……とうつむいた。オレをチラチラと見て、顔をじわじわ赤くしていく。

			　それでもそこはライナであった。顔をあげて叫ぶ。

			「しししっ、しかし今回の選り分けは、あくまでも偶然だっ！　それの証拠に、Ａグループの中心をアマクサとアカミネ！　Ｂグループの中心をわたしとキミにしても構わん!!」

			「どうしてそうなるのですのぉ?!」

			「レベルの高い物理アタッカーであるキミとアマクサは分離するべきと思えば、この組み合わせしか残らんであろうっ?!」

			「それも……おっしゃる通りではございますが…………」

			　セシリアは、再びオレをチラと見た。

			　涙が滲(にじ)んでうるんだ瞳(ひとみ)は、子猫のように愛らしい。

			　オレはハアッとため息をついて、セシリアに手を伸ばす。

			「ラクトさま……」

			　セシリアは、ほのかな歓喜と感動を浮かべて、オレの手に手を伸ばす。

			　が――。

			「ぐだぐだワガママ言ってるんじゃねえぇ―――――――――――っ!!」

			　オレはセシリアの体を、仰向けにした。

			　スカートの見える股間に足を当て、電気あんまを叩き込む。

		

	
		
			[image: 117.jpg]
		

	
		
			「みゃあぁ――――――――――っ!!」

			　セシリアは、はしたなく足を広げて、股間への衝撃をダイレクトに受けた。

			「はみゃっ、はみゃっ、はみゃあぁ…………」

			　セシリアをグロッキーにさせてから、足をおろす。

			「おひどいですわぁ……。ラクトさま、おひどいですわあぁ……っ！」

			　セシリアはガチで涙ぐみ、もらした女の子みたいに股間を押さえた。

			「お前のワガママがひどかったんだから、おしおきもひどくなるのは当たり前だろ？」

			「りぃしゃあぁ～～～～～～～～～」

			　自分が間違っていることは理解しているらしい。セシリアは、嘆きはしても反論はしない。

			　ただアリシアに抱きついて、泣きながら訴える。

			「おひどいのですわっ。ラクトさまが、おひどいのですわあぁ～～～。確かにわたくしワガママでしたが、それはわたくしがラクトさまをライバルとして想い慕(した)っているがゆえでしたのに、慮(おもんば)かってくださらないのですわあぁ～～～～～」

			「そうですか……」

			「そうなのですわあぁ～～～～～～～～～」

			　アリシアは、なにも言わずにセシリアを撫でる。

			　そしてオレをチラと見て、『申し訳ございません……』と目で謝ってきた。

			　本当に、アリシアはいい子だ。

		

	
		
			　

			第12話　vs目玉イソギンチャク。

			　

			　セシリアを黙らせてくじ引きをした。

			　ライナが作った紐くじを、順々に引いていく。

			　みんな普通に引いていくが、リアやシャルルはオレをチラチラ見ながらくじを引く。

			　

			　メンバーは、こうなった。

			　Ａグループ。

			　オレ、ライナ、シャルル、リア、ミーア。

			　Ｂグループ。

			　ユキ、セシリア、リンディス、アリシア、リミィ。

			　

			「じゃああとは、どっちがどっちの道に行くかだけど……」

			「わたしが見た範囲では、どちらの道にも違いはないな」

			「わたしのほうも、ライナさまと同じ意見です」

			　ほかのみんなを見てみても、異論は特になさそうだった。

			「じゃあオレたちは、右のほうに行くとするよ」

			「了解です」

			　アリシアが、水晶玉に手を当てた。

			　グオゴゴゴ。薄茶色の壁が沈んで、通路がでてくる。

			「それでは、お気をつけて」

			「そっちこそ、危ないって思ったら転移結晶で逃げろよ」

			「…………はい」

			　オレたちは、アリシアが開いた通路を通る。行きどまりの前に立ち、水晶玉に触れる。

			　グオゴゴゴ。アリシアたちのいる部屋の壁が沈んだ。

			　すこしのあいだ待ってると、オレたちの目の前にある壁が沈んだ。

			「行くか」

			「ああ」

			（こくっ。）

			「はいでありますっ！」

			　威勢のよい返事を聞いて、オレたちは進む。

			　でてくるモンスターには、不定形が多かった。

			　バレーボールサイズの目玉にイソギンチャクのような触手をつけた悪魔の目玉イソギンチャクや、二メートルサイズのナマコのようなモンスター。

			　ライナの身長ぐらいの大きさをした巨大ガエルなんかもでてきた。

			　それらの相手は、シャルルがこなした。

			「はうっ！」

			「わんっ！」

			「はぅわぁんっ!!」

			　目玉イソギンチャクの触手をバックステップで回避しては剣で切り裂き、巨大ナマコをファイアボールで焼き払い、カエルは相手の舌を回避しながら、すれ違い際に斬撃を放つ。

			　シャルルの動きは、熟練の剣士と比較できそうなぐらいに機敏であった。

			「よくやったな、シャルル」

			「はうぅ～～～～～～～～～～～～～～～～」

			　そしてオレが頭を撫でると、ヘヴン状態で尻尾(しつぽ)を振った。

			　もう本当に、オレのために生きているっていう感じだ。

			　かわいい。

			　そんな感じで歩いていると、ちょっと広い部屋にでた。

			　床や壁が薄茶色の石造りな建物なのは今までと同じ。

			　幅は広くて、天井は高い。特に天井のほうは、パッと見上げても高さが不明だ。

			　ただ広いということ以外になにか特徴があるのかと言えば、これといってなにもない。

			　それなのに、オレはちょっとイヤなものを感じていた。

			「どうしたのでありますか……？」

			「どうしたって聞かれると困るんだけど……。イヤな感じがするんだよ」

			「イヤな感じ……でありますか」

			「ああ、イヤな感じだ」

			「キミがそういうのなら、考慮するべき事案だろうな」

			　ライナが前に歩みでた。

			　四つんばいになって、地面のニオイをくんくん嗅いで這い進む。

			　オオカミの尻尾(しつぽ)がブンッ、ブンッと振られたりして、とてもキュートだ。

			　ライナはそのまま壁まで寄って、ナイフをだした。壁にピタリと耳を当て、柄で壁を叩く。カンッ！　カンッ！　カゥンッ！　音を鳴らして、その音響で壁の中のトラップを探る。

			「トラップらしいトラップなどは、見当たらん気配だが……」

			　その時だった。

			「はぐっ?!」

			　ライナが突如うつ伏せになり、地面をすべるかのように引きずられた。

			　ふわりと浮いて、振り回される。

			「ライナさまっ！」

			　駆け寄ろうとしたシャルルも、腹部に謎の一撃を食らった。

			「はうぅっ……！」

			　顔をしかめたその隙に、ライナと同じく宙づりになる。

			「リアッ！」

			（こくっ！）

			　オレがリアに声をかけると、リアは（んっ！）と力を込めた。

			　ズドォンッ！

			　ふたりが捕まっているポイントの、根元のあたりに衝撃音。

			　軽い土埃があがり、そのモンスターは現れた。

			　毒紫色を基調とした、大きな体の目玉イソギンチャク。

			　二メートル近い目玉を触手で覆(おお)い、リアの攻撃をガードしていた。

			　目玉も含めた全長は、三メートルはありそうだ。

			「この……化けっ、ものっ、が……っ!!」

			「はうぅ……っ！」

			　捕まっているライナとシャルルが、全身にマナを集めた。

			　しかし魔法を発するより早く、ジュポッ、グポッと口に触手をねじ込まれ、白い液を口にだされた。

			（んぐっ、うぐっ……！）

			（はぅ……、わぁん…………）

			　催淫作用か痺れ作用かがあったらしくて、ふたりの瞳(ひとみ)はうつろになった。

			　その表情は、色っぽくて…………エロい。

			　オレは思わず見惚(ほ)れてしまう。

			（くいっ！　くいっ！）

			　リアがオレの袖を引っ張り、早く助けないとアピールをした。

			「あっ、ああ」

			　オレはうなずき、剣を抜く。

			「オレとリアで左右に散って触手を誘導！　触手のガードが手薄になったところで、ミーアは一撃を頼む！」

			（こくっ！）

			「おっけー！」

			　オレとリアは二手にわかれて、巨大な目玉イソギンチャクに突っ込む。

			　いきなり触手が伸びてきた。バックステップで回避する。

			　ガオォンッ！

			　外れた触手が、石畳の地面を激しく抉(えぐ)った。

			　当たれば無事では済まない感じだ。

			　それでもオレは、触手の隙をうまく狙って、斬撃を入れる。

			　触手自体の硬度はそうでもなくて、軽く斬ってもズバズバ斬れる。

			　地面に落ちた触手がビチビチと跳ね回るのは、ちょっとばかり気持ち悪い。

			（んっ………！　んっ！）

			　リアのほうも力を使い、迫る触手を爆散させる。

			　ふよふよ浮いている触手も、次第に数を減らしてく。

			「よぉーし……」

			　ミーアが剣に、白いマナを込めていく。

			　が――。

			（んっ?!）

			　突如リアの華奢な腹部に、見えないなにかが巻きついた。シャルルとライナ同様に、宙高くへと舞いあげられる。

			　ごぷっ！

			　太い触手に、白い液を放出された。

			（んん………。）

			　リアの瞳(ひとみ)が光をなくし、うつろに変わる。

			　オレはイヤな予感を感じて、横に転がる。なにもないはずの部位に、ナイフを投げた。

			　虚(こ)空(くう)にドスッと剣が刺さり、青い血が流れでた。透明になっていた触手の色が浮かぶ。

			　見える触手の合間を縫って、見えない触手も伸ばしてたってわけか。

			　完全に、こちらの油断と言えるだろう。

			　最初に透明化していた時点で、体の一部を透明にして攻撃してくる可能性は考慮に入れるべきだった。

			「きゃああっ！」

			　そしてミーアも捕まった。

			　お尻(しり)の尻尾(しつぽ)に触手が巻きつく。

			「ひやあぁんっ！　だめぇ！　だめえぇ！　ボクの体はお尻(しり)も尻尾(しつぽ)もおっぱいもお股も、ぜんぶラクトさんのものおぉ～～～～～～～～～!!」

			　ミーアはじたばた暴れるが、触手は器用に絡みついてく。

			「ひいぃ～～～～～～～んっ！」

			「はぐうぅ～～～～～～～～～！」

			「はぅわあぁ～～～～～～～～～んっ！」

			（んんっ………！）

			　オレの嫁が、四人そろって凌辱されてる。

			　けれども、オレは動けなかった。

			　イタズラされるみんながあまりにもエロすぎて、『もうちょっと見ていたい』とか思ってしまう。

			　イソギンチャクが細い触手をシャルルへと伸ばし、白い液をぶっかける。

			　それを浴びたシャルルの衣服が、じわりと溶けた。

		

	
		
			[image: 129.jpg]
		

	
		
			　衣服だけを溶かす消化液だとっ?!

			　

			　ヤバイ……。

			　まずい……。

			　このイソギンチャク……。

			　

			　味方か？

			　

			　なんていう、アホなことも考えてしまう。

			　いやもう本当にアホだと思うんだけど、ことの推移を見守ってしまう。

			　イソギンチャクが、今までのそれとは違う触手をシャルルに伸ばした。

			　それの先には透明な、タマゴと思われる物体が無数にあった。

			　シャルルの体のえっちなところに、それを産みつけようとしていやがるらしい。

			　オレはほとんど、反射で叫んだ。

			「それは許さぁんっ!!」

			　このイソギンチャクは敵だっ!!

			　一瞬味方かと思ったが、そんなことはなかったぜ!!

			　オレは地を蹴り突っ込んだ。見える触手と見えない触手のすべてを回避し、剣を振るってシャルルを助ける。

			　しっかり抱きしめ遠くに寝かし、次にライナのことを助けて、遠くに寝かす。

			　イソギンチャクの触手は雨だれのごとき勢いで振り注いでくるが、全体的に直線的だ。

			　神経を研ぎ澄まさせた今のオレなら、当たるようなものではない。

			　オレはミーアとリアも無事に助けた。

			　イソギンチャクに向かって駆ける。地を蹴り跳ねて、ビンを取りだす。

			　イソギンチャクの上で宙返りをしつつ、コルクのフタをキュポリとあけた。火炎石の粉を宙にまく。

			　煙幕めいた白い粉が飛び散る部位に、ナイフを投げた。宙に舞う白粉が、ナイフと触れ合い火花を発し――。

			　

			　爆煙。

			　

			　炎に包まれたイソギンチャクが、せめて道連れと言わんばかりに暴れる。

			　オレは触手のすべてをいなす。巨大な目玉イソギンチャクは力つきてしおれた。

			　

			　――勝利！

		

	
		
			　

			第13話　触手プレイが終わったあとは。

			　

			　戦いに勝利したオレは、しおれたイソギンチャクのそばに寄る。

			　警戒しながら剣を刺し、反応がないことを確かめる。

			　それでも念には念を入れ、また新しい火炎石の粉を振りまき火をつけた。

			　生焼けだったイソギンチャクが、再び燃える。

			　オレは壁を背に座らされている三人を見やり、比較的軽そうだったライナに尋ねた。

			「大丈夫か？」

			「若干の麻痺はしているが、わたしは毒に一定の耐性がある。五分も意識を集中させれば、わたし自身の解毒は可能だ」

			　そんなんで治るとは、さすがはライナだ。

			「はうぅ、はううっ…………」

			　逆にシャルルはキツそうだった。

			　瞳(ひとみ)は閉じられ筋肉は弛緩して、ビクッ、ビクッと震えてる。

			「動けるか？」

			　オレが試しに声をかけても、口をパクパク動かして、首をぎこちなく振るのが精一杯といった感じだ。

			　リアもシャルルほどではないにしろ、近いぐらいに重そうだった。

			「大丈夫そうなのは、ライナとミーアだけか」

			「ボクはそもそも、痺れ毒は飲まされてなかったからねえぇ～～～～～」

			　実際ミーアは、オレの横で普通にしている。

			　どうしたものかな。

			　悩んでいると、ライナが言った。

			「わたしの感覚で言えば……今回の痺れ毒は、即効性はそこそこあるが、強靭性に欠ける。大量の水を飲んで、体液を――汗でも流せば消える程度だ」

			「なるほど」

			　オレは水筒のフタをあけ、三人に水を飲ませた。

			「はうぅ……」

			（んっ………。）

			　シャルルとリアの症状は、それだけで軽くなったように見えた。

			「これであとは待つだけか」

			「うむ」

			　うなずくライナを、オレは見下ろす。衣服の繊維を溶かす消化液を食らった体は、ところどころ色っぽい。肩とかヘソがチラチラ見える半裸の姿だ。

			　特に太ももが見えているのは、目に毒であると思う。

			　オレは何気に、太ももをいじった。

			「ひゃぐうぅんっ！」

			　不意打ちだったこともあってか、ライナがかわいい声をだす。

			　これはガマンできないな。

			「敵とか見張っといてくれな」

			「もうっ、ラクトさんってばぁ……♥」

			　ミーアに一応の見張りを頼み、ライナのベルトに手をかける。

			「なななっ、なにを考えているのだっ?!　アマクサっ！」

			「衣服がダメージ食らってたから、どんなものかなって思って」

			　もっともらしいことを言って、ズボンにも手をかける。丈夫なはずのライナのズボンは、左右に力を入れてやると簡単に裂けた。

			　白いパンツが現れる。

			　オレは強度を確認するべく、そこもさわった。

			「ここもけっこう、溶けてるな……」

			「こらっ、こらあぁ！」

			　ライナは必死に叫んでいたが、毒のせいで動けないらしい。叫ぶのが精一杯だ。

			　そうなると、オレもムラムラしてしまう。エロい触手攻めを見ていたわけで、溜まってはいたのだ。

			「っていうかほんと、溶けまくってるじゃん……」

			　ライナの体をひっくり返し、アルファベットのＣに丸める。俗に呼ばれるまんぐり返しだ。

			　やらしい液を垂らし続ける、性なる泉に舌を這わせる。

			「ふわあぁんっ、あんっ、やめろおぉ♥　ばかものおぉ！♥♥！！！♥♥♥」

			　言葉はあくまで気丈だが、声の色はとろけてる。

			　オレは二本の指を使って、ぐちゃぐちゃにかき乱す。

			「ふわあぁん！　ああぁんっ！　あぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　イッたらしい。切ない声を発したライナからは、やらしい液が熱泉のように湧いてでた。

			　やらしい液が顔にもかかり、汗や肢体と混ざってく。

			　オレはライナを仰向けに戻し、足をガバリと開かせた。

			「なにを……する気…………だぁ」

			「もうぐちゃぐちゃに溶けまくっているからね。奥はどうなっているのか、チェックしようと思って」

			　オレはぐちゅっとねじ込んだ。

			「ふぐわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　ライナはその一撃で仰け反った。体をビュクビュク震わせる。

			　もうそれだけで征服欲は満たされてきたが、たっぷり楽しみたっぷりだした。

			　二回、三回、四回と、痺れ薬がなかったところで動けなくなるほどに犯す。

			　ライナを犯りまくったあとは、シャルルとリアのこともやった。

			　シャルルの頭を壁に押しつけフェラをさせたり、裸に剝いたリアの全身に精液をぶっかけたりと、やりたい放題しまくった。

			「ラクトさん、ボクにもぉ♡」

			　四つん這いになってお尻(しり)を向けてきたミーアには、背後からくれてやった。

			　最後はみんな、ぐったり倒れる。オークの群れにでも襲われたかのように、真っ白な粘液まみれだ。もしも規制がかからなければ、カラーイラストにでもしてもらいたいところである。

		

	
		
			　

			第14話　セシリアたちとの合流。

			　

			「キミというやつは、まったく、まったく…………」

			　みんなの体調が回復したので、探索を再開した。

			　衣服については、アイテムボックス的な腕輪から、予備のをだした。

			　パッと見た感じでは、何事もなかったかのような様子だ。

			　しかしライナは怒ってた。

			　先頭に立って、三〇センチ台の目玉イソギンチャクの触手を払う。

			　伸びてきた触手が射程範囲に入った瞬間、剣を抜き打ち触手を細切れにしている。

			　まさに達人級である。

			　純粋な剣術勝負をしたら、五回に三回ぐらいは負ける気がする。

			　これで剣がサブウェポンなのだから、すごいとしか言いようがない。

			　でもちっちゃい。

			　身長一四〇センチ台だ。

			　さらにエロいことをされると、『ふわあぁん！』って啼(な)きまくる。

			　実際、さっきはそうだった。

			　かわいい。

			　思いだしたらエロい気分になってきたけど、さすがに自重して進む。

			　長い通路や短い通路。小さな小部屋や大きめの部屋をいくつも通る。

			「む……」

			　通路の途中で、ライナが立ちどまった。

			「どうした？」

			「少々な」

			　ライナは軽く小石を放った。

			　反応はない。

			　いつものように地を這った。地面に耳をつけて、ナイフの柄で地面を叩く。

			「ふむ……」

			　拳銃を取りだして、すこし離れた地面に向かって――。

			　ドンドンドンッ！

			　いくつもの衝撃が、石畳の床にぶつかる。

			　床はガコンとわずかにへこみ、壁の横から槍が飛びでた。

			　それはすぐに引っ込むが、進んでいたら危ないところだった。

			「よくわかったね、ライナ」

			「床がまるでスイッチのように、二、三ミリほど出っ張っていたからな」

			　ライナは実に、こともなげに言った。

			　オレは試しにしゃがんで見たが、確かに地面は、二、三ミリほど出っ張っている。

			　だけどこれ、言われてみないと気づけない。

			　本当に、ライナはすごいな。

			　そんな感じで進んでいると、また新しい部屋にでた。

			　薄茶色の壁と床。部屋の中央には台座があって、水晶玉が乗っている。

			　このフロアのスタート地点を、そっくりそのままコピーしてきたかのような部屋だ。

			　と、いうことは……。

			　オレは水晶玉に触れた。目の前の壁が沈んで、隠し通路が現れる。

			「あなたは、もうここまでのようですね……」

			「リミィのリミィのアバラの骨は、割れているぐらいではビクともしないですですよおぉ……」

			「メチャクチャを言わないでください」

			「はい……」

			　そこではちょうど、壁に背を当て座り込んでいるリミィが、転移結晶を使って離脱していた。

			「アタシのほうも、そろそろ休みたいぜなあぁ（チラッ）」

			「リンディスさまは、まだ大丈夫であると思われます」

			「ぜなあぁ……」

			　リンディスが弱音を吐いたりしていたが、ユキに言われてしょんぼりとする。

			　そのユキは、セシリアといっしょに周囲を警戒していた。

			　ユキはともかく、セシリアもけっこう真面目でシリアスな顔をしていた。

			　口は真一文字に結ばれて、眼光は鋭い。手に持っている戦斧も、重量感と迫力がある。

			　アホの子のように見えて、意外とやる時はやる……のか？

			　なんてふうに、思ったりしたが――。

			「みゃっ……！」

			　オレに気がついた瞬間、いつものセシリアっぽくなった。

			　愛らしい猫の尻尾(しつぽ)も、ピィンっと立った。

			　それでも勝手に持ち場を離れてはいけないと思っているのか、オレとアリシアを交互に見つめる。

			「わたしたちなら、もう大丈夫であると思います」

			　しかしアリシアに言われ、オレのほうに寄ってくる。

			　なんかやたらと緊張していて――。

			「みゃあぁんっ!!」

			　

			　こけた。

			　

			「大丈夫か？」

			「もももっ、もちろんですわぁ！」

			　オレは手を差しだしてやった。

			　セシリアはオレの手を見ることもなく、自分ひとりで立ちあがった。

			　しかし立ちあがってから、オレが手を差しだしていたことに気がついたらしい。オレの手を見て、すごく泣きそうな顔になる。

			　かわいい。

			「わわわわっ、わたくしは、ひとりでも問題のないわたくしですわぁ！」

			　涙目で叫ぶ姿は、ほとんどヤケだ。

			「そそそっ、それよりも、ラクトさまのほうはいかがでしたの?!」

			「危ないモンスターもいたが、アマクサの力でなんとかなったな」

			「あの時のラクトさまは、さすがのラクトさまであったであります……」

			（こくっ。）

			　ライナがクールに伝えると、シャルルとリアがうなずいた。

			「ほんとうに、すごいラクトさまでありました…………わん♥」

			（………こく。）

			　さらにシャルルは、真っ赤に染まってしまった顔を、両手で覆(おお)い隠した。

			　リアはそこまで露骨ではないが、顔をほんのり赤くしている。

			　ふたりそろって、解放後にされたセックスを思い起こしている感じだ。

			　ただセシリアには、伝わっていないらしい。至って普通に頬を染め、自分が褒められたかのように叫ぶ。

			「さすがは、わたくしのライバルであるラクトさまですわねっ！」

			「そういうオマエはどうだったんだ？　しっかり活躍できたのか？」

			「それはもちろん、いつも通りのわたくしでしたわっ！」

			　それってつまり、みんなに迷惑かけまくったってことじゃないか。

			　軽く絶望したオレは、セシリアのほっぺたをつねった。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～[image: kao06.png]」

			　あまりに悲しくなってきたので、豊満なおっぱいをぐにゅっと揉(も)んだ。

			「みゃあぁんっ！」

			　セシリアはかわいらしい声をあげ、胸を隠してオレに言う。

			「いったいなにをなさるのですのぉ！」

			　とても正しい恥じらいの反応。

			　かわいい。

			「オマエが自分をいつも通りの自分だったっていうから、ほっぺたつねっただけだけど？」

			「ラクトさまっ、わたくしをなんだと思っていらっしゃるのですのっ?!」

			「オマエこそ、自分をなんだと思ってるんだよ」

			「英俊高貴にして、頭脳明晰の才気煥発！　その高貴なる英知たるや、天上に住まう高貴なる神とは、まさにこのように高貴であろうかというほどに…………みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!」

			　あまりにうるさくなってきたので、オレはほっぺたをつねった。

			　自分の賢さを褒め称える発言でここまでアホの子になれるのは、もはやある種の才能だ。

			　オレはセシリアのほっぺたをふにふにしながら、セシリア以外に問いかける。

			「実際どうだったんだ？」

			「英知はともかく、活躍していたのはその通りだぜな」

			「英知はともかく、活躍していたのはその通りです」

			　リンディスとユキが同時に言った。

			　英知はともかく、活躍していたのはその通りらしい。

			　つーか前から思ってたけど、オレ以外にとってのセシリアと、オレにとってのセシリアの

			評価って違う。

			　オレ以外にとってのセシリアは、『白兵戦では無敵に近い実力者だが、発想があまりにもユニークな、ア……の人』だ。

			　しかしオレにとってのセシリアは、『弱いクセに自意識過剰で、発想があまりにもユニークなアホの子』である。

			　オレに両のほっぺたをつねられて、『みぃ～～～、みいぃ～～～～～～～～～』と泣きながら両手をパタパタさせている姿を見てると、本当にそう思う。

			　もう本当に。

			　アホの子で。

			　アホの子で。

			　

			　かわいい。

			　

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～[image: kao06.png]」

		

	
		
			　

			第15話　シャルルの謝罪と野営の準備。

			　

			　浮かぶ扉(ゲート)に触れて遺跡風の階層を抜けると、神殿にでた。

			　切り立った崖の上に立つ神殿だ。丸い柱と屋根だけで作られていて、壁などはない。

			　すこし遠目に、塔が見えた。樹海の中にそびえ立つ塔だ。

			　空は暗くて月がでている。ふたつの月に照らされた姿には、幻想的な神々しさがあった。

			　神殿の隅には石碑のようなものがあり、この世界の文字で〈休憩所〉と書かれていた。

			　実際特殊な磁場でもあるのか。立っているだけで癒される。

			「あれ……アタシたちが登ってきていた塔ぜな……？」

			「この次元迷宮の内部には、そういう技術が使われておりますので」

			　リンディスがつぶやくと、アリシアが答えた。

			「そもそもこの次元迷宮は、あらゆる次元空間をクラスタごとに分解し、転移・転送・構築した迷宮です」

			「クラッ……、ブンッ……？？？」

			　ボゥンッ！

			　専門用語的な単語を並べられて、リンディスはショートした。「もうちょっと簡単に説明してやってくれ」

			　オレは頭から煙をだしてしまったリンディスを抱き支え、アリシアに言った。

		

	
		
			[image: 146.jpg]
		

	
		
			　アリシアは、考えながらぽつぽつと話す。

			「まず……大きな箱が、たくさん並んでいるとイメージしてください」

			「ハコ……ぜな？」

			「その箱の中に、違う空間――地底湖な空間や、樹海で埋め尽くされた空間が入っています。わたしたちはゲートを通過することで、箱から箱を、移動することができるわけです」

			「ぜなぁ……！」

			　想像したリンディスは、スケールの大きさに戦慄した。

			「そのような、大規模な次元間の移動に比べれば、塔の中からすこし離れた休憩用の神殿に移動するぐらいは、なんでもないことであると思います」

			「なんでもないこと、ぜな……？」

			「なんでもないこと、です」

			「それがなんでもないことになるなんて、すごいぜなぁ……！」

			「それがフェアゲッセンの始祖、アルファズール様のお力――ということです」

			「すごいぜなあぁ……！」

			　リンディスは、しみじみとつぶやいた。

			　っていうか、本当にすごすぎる。

			　まともな人間に作れるダンジョンではないというか、そもそも人間だったのか？　と考えさせられてしまう。

			　同時にそれは、とある人物を思い起こさせる。

			　オレをこの世界に呼んだ師匠。ギルス＝トリストラだ。

			　地球人を異世界に呼ぶという技術と、次元空間を移動させるっていう技術は、どことなく似ている。

			　まぁしかし、考えてみても仕方ない。

			　オレは今後をどうしようかと、シャルルたちのほうを見た。

			「はうぅ……うん。ラクト……さま」

			「ハァーん……うんっ。ラクトさん……もっとぉ……♡」

			　シャルルとミーアは寝入ってた。

			　体に毛布をかけられて、寄り添いあって眠ってる。

			　ふたりの隣にぺたんと座っているリアも、（とろ………。とろ………。）と眠そうにしている。

			　そんな三人を守るかのように、ライナが神殿の外で立っていた。

			　ポニーテールに結われた銀色の髪が、夜の風にたなびいている。

			「今日はもう、ここで休んだほうがよさそうだな」

			「そのようですね」

			　オレがつぶやくとアリシアもうなずく。

			　リンディスやユキからも反論はなかった。

			　オレはライナにもそれを伝えようと、神殿の中に入った。

			　小さな小石を踏んだのか、じゃりっと大きな音がする。

			「はぅわんっ！」

			　シャルルがビクッと跳ね起きた。

			　剣を引き抜き柄を握って構えを作る。

			　すやすや眠っていたように見えて、気は張っていたらしいな。

			　偉い。

			「ラクトさま……？」

			「そうだよ？」

			「はうぅ～～～～～～～～～～～～！！！」

			　シャルルは絶望に染まった顔で剣を落とした。両手とひたいをべたりと地につけ、いわゆる土下座でうずくまる。お尻(しり)の丸くてかわいい尻尾(しつぽ)も、股のあいだにうずまった。

			「申し訳ないでありますっ！　申し訳ないでありますうぅ～～～～～～!!　いくら寝ぼけていたといえ、ラクトさまに剣を、剣を…………はうぅ～～～～～～～～～」

			「気にしてないから気にすんな」

			「はうぅ…………」

			　しかしシャルルは、顔をあげない。地面にぺたりと顔をつけ、尻尾(しつぽ)を股の下にもぐらせたままでいる。

			「どうした？　シャルル」

			「ラクトさまがシャルルをお許しになられても、シャルルはシャルルを許せないのであります…………」

			「オレが気にするなって言っているのに…………逆らうつもりか？」

			「はぅわっ!!」

			　シャルルはビクッと跳ね起きて、首をブンブン左右に振った。

			「そのようなことは、けっして、けっしてこの世に存在しないでありますっっ!!　ネズミやミミズが空を飛ぼうと、シャルルがシャルルがおやさしいラクトさまのご命令に逆らうことなどないでありますっ!!　シャルルの持ってる心も体も未来もすべて、ラクトさまがご自由にしてよいものでありますっ!!　地獄の業火に飛び込めと言われても、シャルルは笑顔で飛び込むでありますっ！！！」

			「やさしいやつが、シャルルを地獄の業火に飛び込ませるのかっ?!」

			「はぅわあぁんっ！！！」

			　シャルルはかなり混乱していた。

			「とにかく、今回のことは気にするな」

			「おやさしいでありますうぅ…………っ！」

			　シャルルは感激に瞳(ひとみ)をうるませ、ぷるぷると震えた。

			　このシャルル。オレのことが大好きすぎである。

			　オレのことが大好きだから、些細なことでも好感度を倍アップさせ、その高い好感度でもって、再び倍アップさせてくる。

			　犬が自分の尻尾(しつぽ)を追いかけてぐるぐると回り続けるかのような勢いで、大好きループを決めている。

			　しかもそれが、天然だっていうんだから……。

			　かわいい。

			　しかも巨乳だ。

			「あと今日は、ここで休むことに決まったから」

			「了解でありますっ！」

			　シャルルはとっても元気に返す。

			「それでシャルルは、なにをすればよろしいシャルルでありますかっ?!」

			「なにもしなくていいよ？」

			「なにも……でありますか？」

			「そう、なにも」

			「はうぅ……」

			　シャルルは露骨にしょんぼりしたが、先刻のことがあるからだろう。すぐに立ち直った。

			「りょ……了解でありますっ！　ラクトさまのシャルルは、一生懸命なにもしないシャルルでありますっ！」

			　一生懸命なにもしないって、どんな感じなんだろう。

			　よくわからなかったオレは、夜営の準備を始めつつもシャルルを眺めた。

			　まず軽く、シャルルから距離を取る。

			　シャルルはちょこんと正座して、一生懸命なにもしない。

			「リゼルト」

			　オレはアイテムボックス的な役割を持つ腕輪を使った。ナベや野菜、干し肉といった、炊事用具と食料をだす。

			「はううっ……！」

			　シャルルはちょこんと正座したまま、一生懸命なにもしない。手伝いたそうな顔はしてるが、なにも言わないし動かない。

			　オレは油甲虫(オイルビートル)の死骸を積んで、火炎石の粉をまぶした。

			　オイルビートルとは、カブトムシのメスを大きくしたような形をしている。油分を大量に含んでいるこの虫は、乾燥させれば性能の高い薪になる。

			　さらにゴブリンやトロールの好物でもあるため、その手のモンスターをおびき寄せたい時にも使える。

			　リアが背中に、（ぴと………。）とくっついてきた。

			（じぃ………。）

			　作業に興味があるらしい。アリの行列を眺める子どもみたいに、オレの手元を見つめてる。

			　リアは純粋な興味本位なんだろうけど、背中におっぱいが当たる。ぐにゅ……と当たって潰れてる。

			　気持ちいい。

			　おかげでちょっと、ムラムラしてくる。

			（っ………。）

			　テレパシーを使えるリアが、オレの邪な気持ちに気がついた。ほっぺたを赤くして、もじもじと身をよじる。

			（えっち………。）

			　頬を染め、そんなふうにも言ってきた。

			　ここまで伝わっているのなら、細かい遠慮は要らないだろう。

			　オレはリアの手を握り、神殿の外。柱の陰に連れ込んだ。

			　誰にも見られない位置に陣取って、リアの体を背後から抱いた。

			　服の隙間に手を差し入れる。オレを誘惑してきたおっぱいに、ダイレクトなおしおきをする。

			　この世界にはブラジャーがない。

			　服の隙間に手を差し込めば、生のおっぱいをすぐに揉(も)むことができる。

			「あんっ、あっ、あっ………。」

			　尻(しり)にペニスをこすらせて、立ったまま挿れる。

			　ぐっしょりと濡れている部位はいやらしい音をぐちゅぐちゅと立てる。腰が動いて陰部と陰茎がこすれるたびに、官能ののしずくがぽたぽたと垂れた。

			（んんんっ…………）

			　リアは唇を引き結んで顔をあげ、何度も絶頂に達してた。

		

	
		
			　

			第16話　束の間の休憩。

			　

			「ふぅ……」

			　リアですっきりしたオレは、柱の陰から神殿に戻った。

			「ん………♥」

			　ほっぺたを赤くしたリアは、オレの腕を組んで、頭や体をピト……とくっつけてきている。

			　かわいい。

			「はうぅ…………！」

			　シャルルは羨ましそうにしていたが、一生懸命なにもしない。今すぐオレのところにきたい気持ちを、必死になって押し殺している。

			　オレは何事もなかったかのように戻り、ナベの中に水を入れ、火をつける。いよいよ食材を投入しようかと思ったところ。

			「あの……」

			　アリシアが話しかけてきた。

			「もし……よろしければ、その…………」

			　もじもじとしながら、カブトガニのような生き物を差しだしてくる。

			　それは下の階層で戦ったカブトガニみたいな生き物――フラットロックの死骸であった。

			「ゆでると、おいしいらしいので…………」

			　アリシアは、恥ずかしそうにうつむいた。

			　とてもいい子なアリシアは、地味に食いしん坊である。

			「うん、わかった」

			　オレは死骸を受け取って、ナベの中に入れた。グツグツと煮込む。

			「本当に食すのか……？」

			　ライナが心配そうに尋ねた。

			「話だと、毒はゆでれば消えるらしいし」

			「それはあくまで、話であろう？」

			「そうだけど……、アリシアの話だし」

			「確かに……アリシア＝フェアゲッセンの話なら、信憑性は高いと言えるが……」

			「まぁオレとアリシアが食べて、なんにもなかったらライナも食べるって感じでいいんじゃない？」

			「うぅむ……」

			　ライナはしこりを残していたが、それ以上は言わなかった。

			　オレはぐつぐつ煮込み続ける。

			　フラットロックが変色してきた。岩のように無機質だった焦げ茶色が、みるみる赤みを増してくる。

			　こうなると、エビやカニと大差ない。

			　香りもとても芳醇で、食べる前から腹が減ってヨダレがでてくる。

			　きゅうぅ。

			　おなかの虫の声がした。発信源は、アリシアとライナだ。

			「はにゃあ……」

			　アリシアは、おなかを押さえてうつむいた。はしたないのが恥ずかしいのだろう。その顔は、うなじまで赤い。

			「はぐぅ……」

			　ライナも、同じくらい恥ずかしそうだ。しかしライナは、言ってくる。

			「よよよっ、よき香りであるからと言って、食べて安全とは限らんぞ！　甘い香りで獲物を引き寄せ、即殺性の果実で殺し、土壌の養分にしてしまうスウィート・アルカードという植物も、この世界には存在している！」

			「スウィート・アルカードの果実でしたら、テトロドグロープの根っこと煮込むことで、とてもおいしいジャムや蜜の原料に…………」

			「なるのかっ?!」

			「なりました……」

			「試したのか…………」

			「おいしくなると、聞きましたので…………[image: kao07.png]」

			　食い道楽のお話は、アリシアにとっては趣味であると同時に恥ずかしポイントでもあるようだ。

			　アリシアは、真っ赤になってしまった顔を、両の手で覆(おお)い隠した。

			「でもアリシアがそこまで食いしん坊なのって、なんか意外だよなぁ」

			　オレはフラットロックのゆで汁をおたまですくい、器によそった。

			　特製のスプーンで混ぜる。

			　ヨーロッパには、毒殺を防ぐために銀の食器が使われていた時期がある。

			　銀は青酸カリやヒ素といった毒物に触れると、変色する性質があったからだ。

			　オレのスプーンは、それの上位互換だ。

			　銀を中心にした七種類の金属を錬金術で接合し、多くの毒物をカバーしている。

			　スープをスプーンでかき混ぜた結果は……異常なし。

			　オレはフラットロックをナベからだして、網へと乗せた。お湯を切って冷まし、足を一本もぎとった。

			　ほかほかの湯気と芳醇な香りが、食欲をそそる。

			　オレはほとんど無意識で、足の殻を剥(む)いでいた。それはバナナの皮でも剥(む)くかのように、するすると剥(む)けた。

			　真珠のように白い肉が、ぷるんっと弾ける。

			　オレはスプーンで肉に触れ、毒の有無を確かめた。スプーンの色は、そのままだった。

			「はにゃっ……」

			　アリシアが、もじもじそわそわオレを見る。

			　オレはみんなの注目を集めながら、白い足にかじりついた。

			　汁が溢れた。

			　オレが一口噛むごとに、ジュワリジュワリとうま味の汁が、口の中で弾けた。

			　これはカニだな。最高級のカニだ。カニとか食ったことないけど、これがカニに違いない。

			「みいぃ……」

			　セシリアが、物欲しそうにオレを見た。

			　アリシアのほうが先じゃないかと思ったりしたが、そのアリシアが首を振った。セシリアを優先してほしいという合図だ。

			　本当に、アリシアはいい子だな。

			　オレはセシリアの口にカニをぶち込む。

			「んぷっ?!」

			　急に突っ込まれたセシリアは、口をもごもご動かした。

			　広がる美味に瞳(ひとみ)をとろかせ、オレの手を両手で握り、カニを食う。

			　はむっ、ちゅぱっ。れろっ、ぺろっ。はむっ。はむっ。

			　一生懸命カニを咥えて、溢れる汁を舌で舐め取ったりしている。

			　邪まなオレの視点から言うと、すさまじくエロい。

			　カニのところにモザイクをかけると、１００パーセント18禁だ。

			　オレの手を握るセシリアの両手がやわらかいことも相まって、変な気分になってくる。

			「たっ……たかが一本食べるのに、少々時間をかけすぎではないかっ?!」

			　ライナもセシリアにエロスを感じたらしく、そんなふうに言ってきた。

			「ライナさまのおっしゃる通りなのですが…………」

			　セシリアはオレの手を握り締めたまま、もじもじと恥じらって言った。

			「ラクトさま自らが、わたくしに食べさせてくださったお食事ですので……」

			　セシリアは、やはり健気なことを言う。

			　かわいい。

			　なんか余計に、エロいこと考えてしまう。

			　そしてムラムラしていると、リンディスと目があった。

			「ぜな？」

			　首をかしげるリンディスを、柱の陰に連れ込んだ。

			「なんの用だぜな……？」

			「ちょっと処理してくれないかなって思ってさ」

			　オレは静かにズボンをおろした。

			　暴れん坊が現れる。

			「なに考えてるぜなあぁ……」

			　リンディスは、本気でオレにあきれてた。

			　それでもぺたりとしゃがみ込み、亀頭にちゅっとキスしてくれた。

			　舌をだし、ぺろぺろちろちろ舐めてくれる。

			　オレはリンディスの頭を掴み、じゅぼっと奥までぶっ刺した。

			　唾液にまみれたチンコを前後に動かし、口の中にだす。

			（んくっ、んくっ、くうぅっ…………！）

			　リンディスは苦しそうにしていたが、最後まで飲み込んだ。

			　オレはチンコを引き抜くが、一発ぐらいじゃギンギンのままだ。

			「もう本当に、なに考えてるぜなぁ……」

			　リンディスはぼやいていたが、自分のほうから胸元をおろした。

			　巨乳がぷるんっと弾けでる。

			　リンディスは、それでむにゅっと挟んでくれた。

			「なんだかんだ言って、サービスはしてくれるんだな」

			「どんなに仕方なくっても、アタシの旦那さまなんだから仕方ないぜなぁ……」

			　そんなふうに言ってるが、声はほんのりと甘い。まんざらでないのは明らかだ。

			　オレは精液をだす。

			　噴水のように飛びだしたそれが、リンディスのほっぺたにかかった。

			「ぜなあぁ……」

			　困った顔でつぶやくリンディスであるが、顔はとろけ始めてた。

			　オレは柱に手をつかせ、お尻(しり)をださせる。

			「えっちまで、しちゃうぜなぁ……？」

			　リンディスは涙目であったが、オレは言った。

			「どちらかって言うと、リンディスのためのサービスだけど？」

			「ぜなっ?!」

			「リンディスが要らないって言えばやめるよ？」

			「ぜなあぁ～～～～～～～～～～」

			　リンディスは、とっても泣きそうな顔をした。

			　オレはぐちゅっと挿れてやる。

			「ぜなあぁ！」

			　ズちゅっ、ちゅっ、ちゅっ。

			　中にあるリンディスの性感帯に、チンコの裏をこすらせる。

			「ぜなっ♥　ぜなっ♥　あっ、ぜなあぁ！！！♥♥！♥！♥」

			　リンディスは、メスの顔であえぎまくった。

			　

			　リンディスを満足させて、オレは戻った。

			（はむ。はむ。ぺろ……。ちろ……）

			　セシリアは、いまだカニを食べている。

			　残りわずかになったカニを両手で持って、ポテトチップスの袋を舐める子どもみたいに舌をだし、名残り惜し気に食べている。

			　かわいい。

			　アリシアが、そんなセシリアをじっと見ている。

			　慈愛に満ちた眼差しは、とても温かで穏やかだ。

			「アリシアも食えよ」

			　オレはカニをパキリと折って、皮を剥(む)いた。

			「わたしは、自分で……」

			　アリシアはそんな風に言っていたけど、口の中に押し込む。

			「んっ…………！」

			　アリシアは、いつも眠たげな瞳(ひとみ)をさらに細めて、ぷるぷると震えた。

			　口の中に広がる味の世界に、感動しているような様子だ。

			（…………）

			　見ていたライナが、オレの隣に寄ってきた。

			　オレから顔をそむけつつ、もじもじそわそわ体をゆらす。

			「食べさせてほしいのか？」

			「わわっ……わたしの今の感情を、あえて言語化するのなら、Ｙｅｓでは…………ある」

			　ライナらしい、素直ではないようで素直な答え。

			　オレはライナにカニを食わせた。

			　ライナは哺乳瓶を握る赤ん坊みたいにオレの手を握り締め、カニの足を食べた。

			「はぐっ、んっ、んっ……」

			「おいしいか？」

			「正直に言うと…………わからん」

			「えっ？」

			「キミに食べさせてもらうと、極度の幸福感でなんでもおいしくなってしまうか、味がわからなくなってしまうかのどちらかしかないのだ……」

			　ライナは頬を染めながら、そんなふうに言ってきた。

			　かわいい。

			　そんな感じでイチャつきながら、オレはシャルルのほうを見た。

			「はうぅ…………」

			　シャルルはキチンと正座をしたまま、一生懸命なにもしてない。

			　泣きだしそうなほどに瞳(ひとみ)をうるませ体を震わせ、それでもなにもしていない。

			　オレがだした命令を、一生懸命守ってる。

			　さすがシャルルと言うべきか。どこまでも忠実なわんこだ。

			　それはとてもかわいいのだが、そろそろかわいそうになってくる。

			「シャルル」

			　オレはシャルルをやさしく呼んで、手招きをした。

			「新しい命令。こっちきて、オレといっしょにメシを食え」

			「ははは、はいでありますっ!!」

			　シャルルは歓喜に頬を染め、元気いっぱいに立ちあがり、オレのほうに寄ろうとしてきた。

			　しかし正座で、足が痺れていたらしい。

			「はうっ…………！」

			　顔を引きつらせ。

			「わあぁんっ!!」

			　

			　ころんだ。

			　

			「大丈夫か？」

			「大丈夫であります……わん」

			「そうか」

			　まったく大丈夫そうには見えないが、本人が言うのだ。そういうことにしてあげよう。

			　オレはみんなを愛でながら、輪になってカニを食べた。

		

	
		
			　

			第17話　ライナのイチャラブとユキの告白。

			　

			　楽しい食事やイチャラブが終わった。

			　オレたちは、本格的に休息を取る。

			「敵の気配は感じぬが、油断をしてもよい理由にはならん。睡眠は、あくまで交代で取ろう」

			　ライナは正論を言うと、たき火の前に座り込んだ。

			　まずは自分が見張りを担当する構えだ。

			「ライナが言うなら、お言葉に甘えさせてもらおうかな」

			　オレは横になった。

			（もそもそもそ。）

			　リアが四つん這いで近寄って、オレの胸元にもぐり込む。

			（じぃ………。）

			　ちょこんと小さく丸くなり、入ってきても大丈夫だったか視線で尋ねる。

			　オレは答えてやる代わりに、リアの頭と背中に手を回す。

			（ん………♥）

			　リアはオレの胸板に顔をうずめて、すりすりとこすらせた。

			　専門用語風に言うと、『好き好きマーキング』である。

			　かわいい。

			　オレが休み始めたので、ほかのみんなも横になり始めた。

			　オレはチラリとライナを見やり、にこりと笑った。

			「っ……」

			　ライナは頬を赤くして、オレの顔から目を逸らす。

			　以前――ライナはオレに、『自ら休んで下の者が休みやすい空気を作ってやるのも、上の者の務めだぞ』と言ったことがある。

			　オレはそれを覚えてて、実践しているわけである。

			　オレはリアの体温を感じながら、ゆっくりと眠った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二時間か、三時間。

			　普通に眠るには短いが、野営のそれとしては十分な時間が経った。

			　オレは静かに目を開く。

			　視線の先には、つい先刻とまったく変わらない様子で、たき火を見つめているライナ。

			（んく………。んにゅ………。）

			　腕の中には、オレの胸の中に顔をうずめているリア。

			　さっきもかわいかったが、今もかわいい。

			　オレの視線に気がついたライナが、小声で尋ねる。

			（起きたのか？）

			（うん）

			　オレはリアを起こさないよう、ゆっくりと剥(は)がす。

			（ライナのことだから、オレが起きてこない限りずっと見張ってると思ってね）

			　オレはライナの隣に座って、ライナの肩に腕を回した。

			（はぐっ！）

			　ライナが身を強張らせたが、オレは黙って抱き寄せる。

			　ライナの背中や肩にかかる銀色の髪は、冷え切っていた。

			　こんな華奢だってのに、いろいろがんばってるんだよなぁ。

			　それを思うと、愛おしさが込みあげる。

			（どどどっ、どうして当たり前のように、わたしの体を抱き寄せるのだっ！）

			（それはもちろん、ライナがかわいいからだけど？）

			　オレは何食わぬ顔で言って、ライナの太ももに手を伸ばす。

			（ここここっ、こらっ、どこをさわって――――ふわあぁっ…………！）

			　オレがイタズラしていると、ライナはかわいい反応を見せた。

			　どうしよう。

			　このプレイ――燃える。

			　というかみんなを起こさないよう、必死に声を押し殺しているライナがかわいい。

			　オレはライナの太ももをさわりながら、耳元でささやいた。

			（声だしちゃダメでしょ？　みんなが起きるよ？）

			（そう思うなら、イタズラするのを…………はぐうぅ！）

			　オレはライナを押し倒す。

			　ライナが声をあげないよう、さるぐつわを噛ませて上着を剥(む)いてく。

			（んぐっ……。んんぅ……！）

			　平たい胸のかわいい乳首を、ちゅるちゅると吸った。

			　そしてずるりとズボンをおろし、めちゃくちゃに犯した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　コトが終わった。

			　オレはライナを座らせて、背中から抱きしめる。

			（キミというやつは、まったく……。まったく…………。わたしのことを、オモチャのようにあつかうところがあるな…………）

			　ライナは眉間にシワを寄せ、ぶつぶつと言っていた。

			（でもライナ、嫌がってなかったじゃん）

			（本音を言えば、キミに無理やりされるのは、嫌いではない……からな）

			　コトの中身を思いだしてしまったのか、ライナはもじもじと太ももをこすり合わせる。

			（無理やりするとは、キミがわたしに魅力を感じてくれている証拠でもある。キミのことが大好きなわたしとしては……クウゥン…………）

			　言っていて、恥ずかしくなったらしい。ライナの耳が、へにょっとかわいくうなだれた。

			（そんなにかわいい話をされると、八回戦目に突入したくなるんだけど）

			（キミはバカかっ?!）

			　ライナは激しく反論してきた。

			　しかしオレが襲ってやると、（はぐうぅ……っ！）と鳴きつつやらせてくれた。

			　声を必死に押し殺している姿とかすばらしくやり甲斐があって、すばらしくやりまくってしまった。

			（はぐぅ…………。クッ、クウゥン…………）

			　オレに貪られまくったライナが、仰向けでぐったりとした。

			　オレはライナに覆(おお)い被さり、口やほっぺにキスをする。

			（キミというやつは、まったく、まったく……）

			　ライナは悔しげに歯を噛んだ。

			　目じりには、涙の粒ができている。

			　オレの非常識な行為に、たっぷり感じて悦んでしまった恥辱に満ちた顔である。

			　かわいい。

			　オレはライナを抱きしめた。その髪の毛をやさしく撫でる。

			（っていうか、そろそろ眠りなよ）

			（はぐっ……）

			　五分ほど撫で続けていると、ライナは静かに眠りに入った。

			（くぅ……。くぅ……）

			　穏やかな寝息が、とてもかわいい。

			　ライナを寝かしつけたので、オレは見張りをすることにした。

			　神殿の外にでて、タンと地を蹴り高く跳ぶ。神殿の屋根の上に乗って、屋根の上で座り込む。

			　瞳(ひとみ)を閉じて、意識を集中。気配と音を、耳で聞く。

			　夜風にそよぐ森の音。害のない虫の声。屋根の下で寝ているライナたちも、鋭敏に感じ取る。

			　すると間もなく、横になってた気配が動いた。それは神殿の外にでて、タァンッと高く飛び跳ねる。

			　ユキだった。

			「…………どうも」

			「なんかあったのか？」

			「特に……なにかあったわけではございませんが…………」

			　ユキはオレの隣に座った。

			　隣と言っても、八〇センチほどの間はあるが。

			「きょ、きょうは……。月が、キレイ…………ですね」

			「……そうだな」

			　オレは空を見上げて言った。

			　ぼんやり浮かぶふたつの月は、宝石のように美しい。

			「～～～～～～～～～～～～～～～～～～！」

			　ユキはなぜか歯を食い縛り、地団駄を踏みたそうな顔でオレを見た。

			　察したオレは、問いかける。

			「もしかして、違うほうの意味だったか？　夏目漱石が、英語の教師をしていた時代、生徒のひとりがＩ ｌｏｖｅ ｙｏｕを『あなたが好きです』と訳した時に、〈日本人がそんな言い回しをするか。『月が綺麗ですね』とでも訳しておけ〉って…………」

			（焼却しまあぁすっっ！！！）

			　解説されるのは恥ずかしかったらしい。

			　ユキが火よりも真っ赤な顔で右手を突きだし、焼却砲をぶっ放す。
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			　オレは半身ズラしてかわす。

			　紅い光は空へと吸われ、浮かぶ雲に大穴をあけた。

			「照れ隠しとはいえ、今のはシャレになってなくね……？」

			「すいません…………」

			　ユキはしょんぼりうなだれた。素直である。

			　かわいい。

			　ユキが押し黙ったので、再び沈黙の時が流れる。ユキがオレをチラチラ見ては、心臓をバクバクと鳴らす。というか心臓の音が、はっきりと聞こえる。

			「いっ……以前から何度も申しあげておりますが、わわわ、わたしはあなたに、好意めいた感情を抱いて、おります…………」

			「うん」

			「しかし以前にも申しあげた通り、そのきっかけは、あなたに『かわいい』と言われただけの、浅いものです…………」

			「それも聞いたな」

			「あとは、その……」

			　死ぬほど恥ずかしいのだろう。ユキは泣きそうなほどにうるんだ瞳(ひとみ)で、オレの横顔を何回も見た。

			「顔が……」

			「顔が？」

			「とても、カッコイイと、思ったり、するの…………です」

			「そうなのか……」

			　それは確かに、メチャクチャ浅い。

			　プールだったら、足首ぐらいしか浸からない。

			「そういう理由で好意を抱いてしまうのは、以前にも言った通り不本意と言いますか、不本意と言いますか…………！」

			　ユキは顔を赤くして、ううぅ……っとうなった。

			　そんな自分が悔しいやら恥ずかしいやらで、爆発しそうな感情が胸の奥でうずまいている。

			　だがオレは、ちょっとばかり疑問に思った。

			「話の順番って、それで合ってるのか？」

			「はい……？」

			「初対面の時とか、オレの顔見ても平然としてたじゃん。だから顔に関しては、オレに好意を持ち始めたから、オレのことをカッコイイとか思うようになったんじゃ？」

			「かかかっ、顔がカッコイイからって、調子に乗ったことをおっしゃらないでください！　そんな理屈が正しかったら、わたしがあなたを、とても大好きみたいではございませんかっ!!」

			　ユキは両手をギュッと握って、[image: kao05.png]な顔で言ってきた。

			　どういうわけか。オレが美形であることが前提にされてる。

			「っていうか実際、そういうレベルで好きなんじゃねーの？」

			「そそそそ、そんなはず、ないじゃないでございませんかっ！　わたしがラクトさんを好きなのは、顔がカッコいいからです！　そうでなきゃ、中身も含めて大好きってことになっちゃうじゃないでございませんかっ！　顔がカッコイイからって、調子に乗ったこと言わないでください！　顔がカッコイイからって!!」

			　ユキはあくまで、オレの中身は否定する。

			　ムキになって叫んだあとにはハアッとため息をついて、冷静さを取りつくろって続ける。

			「確かに……女神さまからいただいた力と、自分で見つけたとはいえ強力な武器の力であなたを倒そうとしたわたしのことを圧倒したり、この塔に入ってからも、幾度となく冷静で的確な判断をしたりする姿には、憧(どう)憬(けい)めいた感情を覚えました。素直にカッコイイと思うことも、あり……あり…………」

			　また恥ずかしくなったらしい。ユキは両手で顔を覆(おお)って、足をじたばた動かした。

			　下のみんなを起こさないよう、声を殺して怒鳴り叫ぶ。

			（しかしその直後！　ここにきてからはなんですかっ?!　リアさんにいやらしいことをしたり、ライナさんにいやらしいことをしたりっっ！　あなたの辞書には、良識という言葉がないんですかっ?!）

			「あったけど、第四版で削除したかな」

			（しないでくださぁいっ！！！）

			　必死になって叫ぶユキは、なかなかにかわいかった。

		

	
		
			　

			第18話　奇妙なフロア。

			　

			　次の階層に行くためのゲートを抜けると、奇妙な空間にでた。

			　奇妙と言っても奇妙ではない。しかし奇妙ではないことが、果てしなく奇妙であった。

			　真珠のように真っ白な壁と真珠のように真っ白な床に覆(おお)われた、真珠のように真っ白な通路。

			　不自然なほどに神々しくて、理不尽なほどに美しい。

			　見るからに禍(まが)々(まが)しい迷宮が続いていたあとに見ると、本当に不自然で奇妙だ。

			　言葉にし難い不可視の違和が、精巧に作られたマネキンのような不気味さを発する。

			「よくわからないけど……息苦しいな」

			「シャルルも同じであります…………わん」

			（こくっ。）

			　この違和感は、オレだけのものじゃなかったようだ。

			　シャルルやリアもうなずいた。

			「わたくしは……。二桁を越えるワイルド・ワイバーンと戦った時のように、胸の奥がザワつきますわ」

			「わたしが得ている感覚も、セシリアさまに近いものと思われます」

			　セシリアが戦斧を握ってつぶやくと、ユキがセシリアに同意を示した。

			「キミたちは、そう思うのか……」

			「ライナは違うの？」

			「わたしは、懐かしいような感じがしている……」

			「懐かしい？」

			「うまく説明できんが……。十年来の友人からの手紙を受け取ったかのような気分だ」

			「ライナはそんな感じなのか……」

			　本当に、よくわからない階層だ。

			　が――。

			「どれにしても、注意して進む必要があるってことだね」

			「そうなるな」

			　オレたちは進む。

			　コツ、コツ、コツ。

			　一歩足を踏みだすたびに、靴の音が鳴った。

			　不透明な緊張感が胸の奥をざわつかせるのに、空間全体は奇妙に静かだ。

			　しかしその静寂を、虚(こ)空(くう)に生まれた魔法陣が破る。

			　でてきた敵の数は三体。

			　羽のついたカブトを被り、金属製のライトアーマーを身に着けた、神話にでてくるヴァルキリーの形をした敵。瞳(ひとみ)や肌は人形質で、明らかに人外だ。

			　ヴァルキリー・ドール三体が、槍を構えて突っ込んでくる。

			　ドンドンドンッ！

			　ライナが銃をぶっ放す。それはヴァルキリー・ドールの頬や体に当たって食い込む。

			　ヒビの入ったヴァルキリー・ドールは、しかし突撃をとめない。

			　槍がくる。

			　オレは半身ズラしてかわす。槍の切っ先が胸をかすめた。

			　再び突いてくるためだろう。ヴァルキリー・ドールが槍を引く。

			　だがオレは、それに合わせて突っ込んだ。

			　槍を引いたヴァルキリー・ドールが二撃目を放つより先に、拳を打ち込んで砕く。

			　オレはみんなの様子も見やる。

			「ぜなあぁ!!」

			　リンディスがヴァルキリー・ドールの槍を絡め取って跳ねあげて、セシリアが斧でぶった斬る。

			　ライナが槍を回避しながら、居合い気味にぶった斬る。

			　結果としては、あっさりとした勝利。

			　しかし実際に戦ってみると、なかなか手強い連中だった。

			　オレやリンディス、ライナだったから瞬殺できていたものの、シャルルやミーアだったらかなり苦戦していたと思われる。

			「この階層だと、ボクたちは下がってたほーがいいかもね……」

			「はうぅ……」

			　シャルルやミーアも自覚して、中列に入った。

			　後列は背後からの奇襲に備える必要があるので、中列が一番安全である。

			　その後も何度か戦いながら、階層を進む。十字路や丁字路。ちょっとした小部屋なんかを通った。

			　しばらくすると、すこし広い空間が見えた。敵はいないが、イヤな予感はすこしする。

			　ライナも同じものを感じたらしい。銃を構えてぶっ放す。

			　パァンッ！　パァンッ！　パァンッ！

			　三発の銃弾は、壁にぶち当たって弾けた。

			　オレは言う。

			「透明化しているモンスターとかはいないみたいだね」

			「…………」

			　昨日のことをいまだ根に持っているらしい。ライナがジト目でオレをにらんだ。

			　オオカミの尻尾(しつぽ)でピシリ、ピシリとオレを叩いたりもする。

			　しかしまったく痛くない上、ライナのジト目はとてもかわいい。

			　本人は鋭くにらんでいるつもりなのだろうけど、ただの上目遣いにしか見えていないギャップが最高。

			　なにはともあれ。

			　ライナも脅威を感じているなら、ここは危険と見るべきだろう。

			「ここはオレとライナ。ユキと…………」

			　そこまで言って、オレはセシリアを見た。戦力的には妥当なはずだが、ちょっと不安だ。

			　しかしリアを連れて行くと、部屋の外にいてもらう組が不安になる。

			　この部屋ほどの危険はなくとも、それなりのモンスターに襲われる可能性はある。

			「四人で行くぞ」

			「うむ」

			「はい」

			「はいですわぁ！」

			　ライナとユキはクールに返事をしたが、セシリアだけは笑顔であった。

			「はうぅ……」

			「なんかあったりしたら頼むぞ」

			　選ばれなくってちょっとしょんぼりしていたシャルルにも、ちゃんとした役割を与える。

			「はいでありますっ！」

			　役割を与えられたシャルルは、両手を握って返事した。素直である。

			　そして巨乳だ。

			　オレたち四人は、ちょっと広い空間に入る。

			　案の定と言うべきか、オレたちが入った五メートルほど進んだところで、入り口のところに結界が張られた。

			　ライナが転移結晶をだす。

			　転移結晶を使用できる場合、紫色に輝いているのが普通である。

			　が――。

			「結晶の使用も、制限されているらしいな」

			　ライナのだした結晶は、わずかな輝きも放っていなかった。

			　即ちここでダメージを受けても、離脱はできないということだ。

			　いやが上でも、緊張感が走る。

			　その時だった。

			　魔法陣が現れて、白銀の甲冑が現れる。

			　その甲冑に頭部はなくて、名前をつけるならデュラハンになるだろう。

			　しかし神秘的なまでの輝きを放つ甲冑は、目の前の騎士をアンデッドでも怪物でもない、神の使いのたぐいと思わせるほどに清廉とした輝きを放っていた。

			　

			　戦いが始まる。

		

	
		
			　

			第19話　vsデュラハンとか。

			　

			　デュラハンが、手のひらを向けてくる。

			　デュラハンの周囲に光が生まれて――。

			　

			　剣が飛びだしてくる!!

			　

			　数は三本。速さは高速。

			　ライナが銃をぶっ放したものの、銃弾すら弾く。

			「やむを得ん」

			　ライナが地を蹴り前にでた。剣を抜く。白銀の煌めきが、二本の剣を折った。

			　が――。

			　

			　折れた剣の切っ先が、ライナへと向かう!!

			　

			「クッ」

			　ライナはバックステップで回避した。二本の剣が地面に刺さる。

			　デュラハンが突っ込んでくる。

			　右手に握り締めた銀色の剣を使って、振りおろし、薙(な)ぎ払い、足払い。

			　ライナはすべてを、紙一重でかわす。というより、紙一重でしかかわせない。

			「ライナッ！」

			　オレはデュラハンの横に回って、リバーブローを叩き込む。

			　デュラハンのヨロイが激しくへこんだ。

			　だがデュラハンは、オレを手刀で薙(な)ぎ払ってくる。

			　オレは仰け反って回避して、バク転で距離を取った。デュラハンが手をかざす。デュラハンの周囲に無数の光が生まれ――。

			　

			　無数のナイフ!!

			　

			　流星群のごときそれを、オレはギリギリ回避する。

			　何本かがかすめたが、かすり傷で終わった。

			「ハアッ！」

			　同時にユキが、デュラハンの背後から切りかかる。

			　その刹(せつ)那(な)、無数の槍が地面から生えて――。

			　

			　ユキを貫く。

			　

			　ユキの体が、乱暴な子どもが作った昆虫標本のようになった。

			　デュラハンが剣を振り、ユキの首を刈ろうとしてくる。

			　しかしユキは力を使って、剣から逃れた。

			　体の状態や立ち位置を、戦闘前の状態に戻す能力。

			　傷は完全に回復するし、普通にしてたら避けるのが不可能な攻撃も強引に回避できる。

			　初めて戦った日から思ってたけど、本当にチートだ。

			　敵や味方が多い時には、処理能力の関係で自分しか戻せないらしいけど、十分にずるい。

			　まぁそれでユキを褒めたら、『あなたが言わないでください』とジト目で言われたりするんだけど。

			　なんせオレ、そんなユキに勝ってるし。

			　なんて考えていると、デュラハンが動いた。

			　銀色の剣を両手に握り、六本の剣を自分の周囲に漂わせ、オレに向かって突っ込んでくる。

			　オレは剣を回避する。

			　回避する。

			　回避する。

			　回避する。

			　隙を見て突っ込もうとは思っているが、斬撃の合間に周囲の剣が飛んでくる。

			　腕が八本あるモンスターを相手にしているような気分だ。

			　周りのみんなも援護しようとはしているが、先刻ユキが串刺しにされているせいで、くるにこれない。

			　リセットができるユキにしても、即死の場合は死んでしまう。

			　などと考えているうちに、壁が近づいてきた。このまま行くと、バックステップでの回避が使えなくなる。

			　ちょっとまずい。

			　特にライナとセシリアが、強引にでも突っ込むべきか葛藤している。

			　それならオレが、ちょっと冒険してみるべきだな。

			　オレは飛んできた斬撃を回避した勢いのまま、壁に向かって駆けだした。

			　壁を蹴って宙を舞い、逆立ちのような格好でデュラハンの背後へと向かう。

			　地面から生えた鋭い槍が、眼球目がけて突っ込んでくるっ！

			　オレは素早く手を伸ばし、槍の穂先をガシッと掴んだっ！

			　逆立ちの格好でとまる！

			　デュラハンが、振り向き際に剣を振ってくる。

			　手を引いて、宙に浮く。剣を紙一重で回避して――。

			　

			　デュラハンの胸板に蹴りをぶち込むっ！

			　

			　ゆらいだデュラハンの体を、全力で踏みつける！

			「オラオラオラオラッ、オラアァ!!」

			　デュラハンの胴体に、何度も何度も蹴りをぶち込むっ!!

			　白銀のヨロイに、醜い足跡が残っていく。

			　デュラハンの背後に浮かんでいる剣が、オレに向かって飛んできた。

			「ラアッ！」

			　オレはデュラハンを強く蹴り、高く跳ぶ。宙でぐるりと回転し、飛んでくる剣をかわした。

			　と――同時。

			「苛烈に食らえっ、ヴァイズドラゴン！」

			　ライナが漆黒の竜をぶっ放す!!

			　槍が飛びだしデュラハンを守ろうとしたが、へし折れて飛び散る。

			　デュラハンの体も、足の一部を残して消える。その足も、光の粒子となって消えた。

			　どこらへんが弱点なのかはよくわからなかったが、ここまでやれば死ぬらしい。

			　これでまずは、とりあえず一息――。

			　

			　とは、ならなかった。

			　

			　デュラハンが倒れるや否や、魔法陣が現れる。

			　それもふたつだ。

			　現れたのは、炎の猟犬(フレイム・ガンドツグ)。

			　炎の体に燃えるたてがみを持った、巨大なる猛犬。

			　体のサイズは異様に大きく、電車を真正面から見た時のような威圧感がある。

			　それが二体。

			　このフロアのボスは、連戦マップっていうわけか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いは続いた。

			　炎の猟犬(フレイム・ガンドツグ)はオレが一体を倒しているうちに、もう一体をライナ、ユキ、セシリアの三人で仕留めた。

			　しかしその後も、バジリスク、コカトリス、ヤギの頭に黒いツバサを生やした悪魔――バフォメットなんかがでてきた。

			　セシリアが石化のブレスや催眠の音波を食らったりしたが、なんとかなった。

			　デュラハン以外の敵たちは、すごいパンチで頭部を吹き飛ばせば死ぬという弱点があったのでなんとかなった。

			　しかしオレ以外の三人が、じわじわ消耗していった。

			　単体でも厳しいボスクラスとの連戦であるのだから、無理もない。

			「さすがにそろそろ厳しいな」

			　ライナがあまり厳しそうには聞こえない声で言うと、懐から白くて丸い丸砂糖を取りだして口にふくんだ。ちょこんとかわいく背伸びして、食べさせたりもしてくれた。

			　さりげない仕草だが、イラストにしてもらいたいぐらいのかわいさだ。

			　とろけるような甘みが口いっぱいに広がって、疲れがじんわりと癒える。

			　次のボス級モンスターは、どんな相手か。

			　オレが構えて待機してると、ユキが叫んだ。

			「ラクトさんっ！　ライナさんっ！」

			　オレも同時に気配を察する。それは上から降りてきていた。

			　オレとライナは、同時に飛んで回避する。

			　ドオォォォォンッ!!

			　地面が割れた。部屋がゆらいだ。

			　落ちてきたのは、今までのモンスターよりも一際大きい、クリスタルゴーレム。

			　白い水晶のように美しい体に、太い上半身と手足。怪しく光るふたつの目。

			　しかし特筆するべきは、その大きさだ。

			　見上げるような大きさは、四台のトラックを正方形に並べたかのような威圧感がある。

			〈Ｍｅｅｅｅｔｈ…………〉

			　そして口から、蒸気めいた煙がでてきた。

			　ドンドンドンッ！

			　ライナが銃をぶっ放す。銃弾は、クリスタルゴーレムに当たる。しかし火花が散るだけで、ダメージはない。ほんのわずかなかすり傷すら、クリスタルゴーレムにはついていない。

			　だがその一撃は、ターゲット認定を受けるには十分であったらしい。

			　ゴーレムは――恐らくは機械的な判断で――腕を軽く振りあげた。

			　ゴーレムの体内と大気中のマナが集まり、白い槍が作られるっ!!

			「むっ」

			　ライナ、サイドステップで回避する。

			　衝撃の余波で地面が抉(えぐ)れて、背後の壁が爆発して砕けた。

			　ゴーレムが、巨体を突っ込ませてくる。鈍重そうに見える体躯だが、機敏。

			　拳が落ちる。ライナはかわす。ライナの立っていた足場が、派手に砕けた。

			「みゃああああああっっ!!」

			　セシリアが、地面に刺さった拳に向かう。巨大な戦斧を、全力で振りおろす。セシリア渾身の一撃を受けた拳の甲には、亀裂が入った。

			　が――。

			〈Ｍｅｅｅｅｅｅｅｅｔｈ!!〉

			　ゴーレムはヒビ割れた手の甲で、セシリアを払った。

			　自分の体ほどの大きさもある手の甲を、セシリアは食らった。

			　かなりド派手に吹っ飛ばされる。

			　だがしかし、そこは猫の獣人のバランス力か。宙でくるりと回転し、なんとか床に着地した。

			「はにゃっ……ごほっ」

			　しかしダメージは大きかったらしく、セシリアは血を吐いた。

			「大丈夫かっ?!」

			「もちろん……ですわぁ！」

			　セシリアは、戦斧を構えて声高に叫んだ。

			　それはどう見ても強がりだったが、強がりを言えるなら十分だ。

			　そしてヒビが入ったゴーレムの拳は、再生を始めていた。

			「再生するのは、厄介だなっ！」

			　ライナがバックステップを踏みながら、ゴーレムに銃をぶっ放す。

			　ゴーレムの注意が、セシリアからライナへと向いた。

			　巨大なゴーレムは、再び口をパカリと開いた。

			　ゴーレムの体内にあるマナを中心に、大気中のマナが集まり――。

			　

			　白い槍が発射される!!

			　

			　その槍は、初撃のそれより太くて速い。

			　初撃のつもりで構えていたら、回避は絶対不可能だ。

			「ライナ！」

			　オレは叫んで、駆け寄ろうとした。

			　しかしライナは、口の端に笑みを浮かべた。

			「フッ――」

			　手をかざし、手前に黒い空間を作った。

		

	
		
			[image: 197.jpg]
		

	
		
			　その空間で槍を受ける。ライナは激しく後ろに押された。銀色の髪が風にたなびく。

			　槍を受け切り吸い取って――――叫ぶ。

			「黒天・鏡反掌!!」

			　ドォンッ!!

			　ライナのマナに染められた漆黒の光が、ゴーレムの肩を抉(えぐ)った!!

			　巨大な右腕が宙を舞うっ!!

			〈Ｍｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｔｈ!!〉

			「はぐっ、うっ……」

			　しかし反動は大きかったのか、ライナがガクリと膝をつく。

			　駆け寄って助け起こしたい衝動に駆られるが、ゴーレムの腕は再生を始めている。

			　この隙を逃したら、逆にライナに怒られる。

			　オレはライナを援護しようとこちらに寄ってきていたセシリアに叫んだ。

			「行くぞアホの子！」

			「セシリアですわぁ!!」

			　オレとセシリアが同時に地を駆け、ゴーレムに迫る。

			　オレが左で、セシリアが右。

			　左右を見やるゴーレム相手に、ふたりいっしょに飛びかかるっ!!

			「我の拳は、龍を狩る虎のごとし！　伏(ふつ)虎(こ)墜(らく)龍(りゆう)拳(けん)!!」

			「クラッシュエンド・ディザスター――ですわあぁ!!」

			　オレとセシリアがクロスして、ゴーレムの首を飛ばした。

			「斬(ざん)壊(かい)させます！　クロス・レイスラッシュ!!」

			　ユキが剣をＸ(クロス)に振って、クロスの形の斬撃を飛ばす。

			　クリスタルゴーレムの体にクロスの形の線が入った。ゴーレムの体は、そのまま四つ裂きになる。

			　ゴーレムの体が爆散し、完全に絶命する。オレはライナに駆け寄った。

			「大丈夫？」

			「わたしであれば、まぁまぁ平気だ。若干の疲労はあるが、もう一、二戦しても大丈夫だ」

			　それはよかった。

			「っていうか、反射技とか持ってたんだね」

			「この塔のモンスターに、わたしの魔法を反射させるやつがいたからな。ならばわたしもと思い、やってみた」

			「それでできちゃったわけ……？」

			「この塔のモンスターは、わたしとマナの性質が似ていたし……」

			「し？」

			「まるで昔から知っていたかのように、自然な気持ちで使えたというのが本音だ」

			　それにしたって、ぶっつけ本番で成功させてしまうとか……。

			　すごい。

			　体の成長はとまってるけど、技術的な成長はすごい。体の成長はとまってるけど。

			　もう本当に、エターナルつるぺったんだけど。

			「わわわっ、わたしの胸をじっと見つめて、哀しそうな顔をするなあぁ!!」

			　ライナは半分涙目の、[image: kao01.png]な顔で叫んだ。

		

	
		
			　

			第20話　連戦が終わって。

			　

			　連戦が終わり、部屋の前にあった結界も消えた。

			「ラクトさまあぁ～～～～～～～～～!!」

			　半泣きのシャルルがすさまじい勢いでオレに駆け寄り、抱きついてくる。

			　オレはシャルルを抱きとめた。シャルルの胸が、オレの胸板でぐにゅうぅっと潰れる。

			　シャルルは巨乳だ。

			「そっちこそ、大丈夫だったか？」

			「徘徊していたモンスターさまには襲われましたが、リアさまとリンディスさまのおかげで大丈夫だったであります！」

			「アタシとリアで、五〇体はやっつけたぜな！」

			　とても自慢げに語るリンディス。

			　だがオレは、褒めてやる前にミーアを呼んだ。ひっそりと尋ねる。

			「五〇体の内訳って、具体的にはどんな感じだ？」

			「リンディスさんが三体で、リアちゃんが四十七体だったと思う」

			　やっぱりか！

			「まぁリンディスさんがなにもしなかったって言うよりは、戦おうとしてもリアちゃんが一瞬で吹き飛ばしたっていう感じだけど」

			（こくっ！）

			　リアは拳をギュッと握って、がんばった（｀・ω・´）な顔でうなずく。

			　それにしたって、リンディスの誇(こ)張(ちよう)には変わらない。

			　オレはリンディスを見やる。

			「ウウウウッ、ウソは言っていないぜな！　ウソは言っていないぜなぁ！　限りなくブラックに近く見えても、黒じゃなければ黒じゃないぜなぁ！」

			　リンディスは、両手をパタパタ振って自己弁護した。

			　無理のある主張だが、両手を振ってる姿はかわいい。

			　オレは頭を撫でてやった。

			「ぜなぁ……」

			　リンディスの手がとまり、頭の羽がぴこぴこ動く。

			　かわいい。

			　そうやって、愛でてると――。

			「おひどいですわあぁ！」

			　なぜかセシリアのアホが叫んだ。

			「賢人たるわたくしが一〇〇にひとつの失言をした際には、おひどく頬をつねったりなさるのに、どうしてリンディスさまにはおやさしくなさるのですのっ?!」

			「そりゃあ……リンディスはかわいいからな」

			　オレはリンディスの肩に腕を回して、こちらにグイッと抱き寄せた。

			　豊満な巨乳を、ぐにぐにと揉(も)む。

			「セクハラは、やめるぜなぁ……」

			　などと言いつつ、もじもじ恥じらいセクハラされるだけのリンディス。

			　かわいい。

			「はにゃっ……」

			　セシリアが怯む。

			　だがセシリアは意地になってしまっているらしく、全力で叫んだ。

			「それでもそれは、お差別ですわっ！　お差別ですわぁ！　ラクトさまはわたくしに、差別的な感情を抱いている鬼畜悪魔王子さまですわぁ!!」

			　それは聞き捨てならないな。

			「オレはオマエに特別な感情は持っているけど、差別感情は持っていないぞ？」

			「とくべつな……？」

			「ああ。特別だ」

			「それは……、どのような感情……ですの？」

			　セシリアは、にわかにそわそわし始めた。

			　縦ロールを指を摘まんでねじねじいじったりしてる。

			　オレはスウッと息を吸い、間を溜めてから言った。

			「オレがオマエに持っている感情は――」

			　セシリアが息を詰め、期待の眼差しでオレを見つめて――。

			　

			「差別じゃなくって侮(ぶ)蔑(べつ)だ」

			　

			「おひどいですわあぁ!!」

			　セシリアは叫び、オレに背を向け駆けだした。

			　しかしここはダンジョンである。アホの子のセシリアであっても、走り回るのが危ないことは理解している。

			　というより、すこし走って逃げてみたあと、それに気づいたと言うべきか。

			　通路の角を曲がってすこししたあと、顔だけだしてこちらを見てきた。

			「みいぃ……」

			　セシリアが、仲間にしてほしそうにこちらを見ている。仲間にしますか？

			　

			　[image: yajirusisita_fmt.png]普通にＮＯ

			　　ド派手にＮＯ

			　　ライジングＮＯ

			　　シャイニングＮＯ

			　

			　ＮＯばっかりの選択肢だが、オレはキャンセルボタンをポチッと押して、選択肢にはない項目を選んだ。

			「早くこい、アホの子」

			「セシリアですわぁ！」

			　オレが呼んでやると、文句を言いつつ寄ってきた。

			　オレはみんなの様子を確認し、アリシアがいなくなっていることに気がついた。

			　すこし探すと見つかった。

			　フロアを進んだ先の小部屋で、ひとり佇(たたず)んでいる。

			「ひとりで進んだら危ないだろ？」

			「申し訳……ありません」

			　アリシアは、ぺこりと頭をさげてきた。

			　オレはアリシアの頭をポンと叩いて、部屋にあったクリスタルの存在に気づく。

			　一メートルほどの大きなクリスタルがみっつ並んで、わずかに浮いてる。

			　クリスタルの下には魔法陣もあって、魔力的なエネルギーを感じる。

			「進むつもりなのか？」

			「わたしは、そのつもりです……」

			「オレはけっこう反対なんだが。さっきの連戦フロアとか、ちょっと危なかったし」

			「…………」

			　オレが正しいとは思っているらしい。アリシアは、なにも言わずにうつむいた。

			　それでも戻るとは言わない。言い訳を探す子どもみたいに、うつむいたままでいる。

			　しかし事情があると言っても、進むのは危険すぎる。

			　なんてふうに、考えていると――。

			「ラクトさんが進まなくとも、わたしは進む道を選びます」

			　ユキが言った。

			　事情がありそうなアリシアでなければ、アホの子でもないユキが言った。

			　それはかなり意外な話で、オレの目が丸くなった。

			「うまくは説明できないのですが……。わたしは、奥に行かなければならないような気がするのです」

			　ユキの目には、ユキとは違うナニカが潜んでいるかのごとき、ただならぬ雰囲気があった。

			「そういうことなら、ついて行くしかなさそうだな」

			「よろしいのですか……？」

			　ユキが問いかけてきた。

			「とめても進むんだろ？　だったらオレも行ったほうが、無事に終わる確率があがるじゃん」

			　それは単なる事実であって、オレは淡々と言った。

			　しかし恩着せがましいことも言わずに淡々と言ったことが、ユキには大きかったらしい。

			　不意打ちで抱かれでもしたかのように、ボンッと顔を赤くした。

			「やはり……、あなたは…………」

			　恥じらうようにうつむいて、胸の前でもじもじもじと指を絡ます。

			　この程度の発言でこんなふうになるとか、オレに対する好感度がすごい。

			　好感度がすごいから、ちょっとしたことでもこんなふうになる。

			　かわいい。

			「そっ、そーいうことなら、アタシもついていってやるぜな」

			　リンディスが言ってきた。

			　オレの嫁の中で唯一にして最大のヘタレと言っても過言ではない、リンディスが。

			　その衝撃は、天地が割れたかのごとしであった。

			「どどどっ、どうしてそんなに驚くぜなっ?!」

			「オレの中でリンディスっていうと、こういう場面ではまず逃げようって言うタイプだと思ってたから」

			「ほほっ、本当に大切な人が危ないって時には、夜の風にも嵐にも、立ち向かうものだぜなぁ!!」

			「リンディスって、そんなオレのこと大切に思ってくれてたのか？」

			「それは……」

			　リンディスは頬を染め、そっぽを向いて唇を尖らす。

			「旦那さまなんだから、当然、だぜな……」

			　その顔は、羞(しゆう)恥(ち)プレイを受けているかのように赤い。

			　リンディスにもそういう意識があったとは、意外だけれどうれしい。

			　オレはリンディスの頭を撫でた。

			「ぜなあぁ……」

			　リンディスは、しおらしく撫でられた。

			「…………」

			　デレかけていたユキが、目を丸くしてオレを見ていた。

			「どうした？」

			「ラクトさんは、リンディスさんともそのような関係だったのですか……？」

			「言ってなかったっけ？」

			「ラクトには、大切な初めてを奪われた……ぜな」

			　オレがサクッとうなずくと、リンディスはもじもじとして補足した。

			「ダメだって言ったのに、何度も中だしされたぜな……。一回や二回でもダメなのに、五回も一〇回もされたぜな……。そんなにされたら、およめさんに行くしかないんだぜな……」

			　まるでエロいことをされたかのような物言いであるが、実際にその通りである。

			　漫画とかでは『エロいことと思わせておいて、実は違う』というのがお約束だが、オレの場合はガチである。

			　ダメとは言われてもイヤとは言われなかったのをいいことに、ほぼ一晩中、犯しまくった。

			「っ――――」

			「わかるなぁ……その気持ち♥」

			　ユキがドン引きしていると、ミーアがうっとりため息を吐いた。

			　ミーアはほかの子とは違い、ライクの気持ちしか持ってなかった。

			　それがセックスしたところ、ラブに変わった女の子である。『おねだり』の回数も一日の平均で三回と、リアを除けば一番多い（リアは一日で七、八回の『おねだり』をしてくる）。

			　だがしかし、エロい子ではない。リアもそうだが、抱っこやおんぶ、ハグやくすぐりの延長に、18禁がある。

			　エロいのではなく、えっちぃのである。

			（逆にシャルルは、ガチのむっつりスケベです）

			「ちなみに……そのような関係を持っている方は、何名ほどに昇るのですか……？」

			「八人だな」

			　オレは即答した。

			　シャルル、ライナ、ミーア。

			　リア、ロミナ、空気の薄いレミナ（忘れてない）。

			　そこにカミーユとリンディスを加えて八人である。

			「はちっ、にっ、にいぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～」

			　予想以上だったらしい。ユキは口をパクパクあけてまごついた。

			　しかしあまりに予想外すぎて、一周まわってしまったようだ。

			　諦めたかのようにため息をつく。

			「あなたのことは……。無節操に気が多いのではなく、とにかく愛情が深いのだ……と思うべきなのでしょうね……」

			「確かにラクトさまは、毎日シャルルに愛情をかけてくださるであります……わん」

			　シャルルが真っ赤な顔を、両手でおおってつぶやいた。

			　お尻(しり)の尻尾(しつぽ)が、小さくパタパタ振られてる。

			　それにしてもシャルルが言うと、愛情（精液）みたいな意味に聞こえるからふしぎだ。

			　というか実際、そうなっている。

			　テレパシーでシャルルの考えが伝わってきているのだが、白くて熱い精液が、シャルルの顔にぶっかけられてる光景が広がっている。

			　もう本当に、エロすぎる。

		

	
		
			　

			第21話　新たなフロア。

			　

			「はぁ……」

			　ユキはため息をついてたが、それはそれとして部屋を調べた。

			　部屋にあるクリスタルに触れるとクリスタルはもちろん、クリスタルの下の魔法陣も光る。

			　逆にすこしでも離れると、光りは簡単に消える。

			　ライナとアリシアのふたりが、光りの加減やマナの流れを細かく調べる。

			「転移系のクリスタルのようだが……。みっつのクリスタルに同時に魔力を流し込まなければ、発動しないようだな」

			「しかも魔力の流れからしますと、転送先も違うところになりそうですね」

			「となるともっぺんグループ分けか」

			　オレたちは、くじ引きをおこなった。

			　グループはこうなった。

			　

			　オレ、リア。

			　ユキ、シャルル、ミーア。

			　セシリア、ライナ、リンディス、アリシア。

			　

			　人数のバランスがおかしいのは、物理アタッカーのリーダーは固定させて考えたからだ。

			　オレがリーダーのチームならふたり、セシリアがリーダーのチームなら四人は必要……というわけだ。

			　ユキのところがちょっとばかり不安だが、一応のバランスは取れていると思う。

			　オレはクリスタルに触れて、ユキへと言った。

			「気をつけろよ」

			「あなたのほうこそ、お気をつけください」

			　ユキもクリスタルに触れて、ふっとほほ笑む。

			「わたしはフラチなるあなたを、徐々にですが受け入れようと思っているのですから」

			　その笑みは、かつて見たことがないほど穏やかで、温かいものだった。

			　それなのに、嫌な予感がしてしまった。

			　しかしそれを確かめる間もなく、オレたちはワープした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ワープした先は、どことも言えない闇だった。

			　夜の空に近いと言えばそうなるが、空気がかなり淀んでる。

			　黒い雲のような煙も、気味悪く漂っている。

			（きょろきょろきょろ！）

			（きょろきょろきょろ！）

			（っ?!　っ?!）

			　想像以上の景色の変化にリアが軽いパニックを起こし、オレに（ぎゅうぅ～～～～～～～～～～～～～～～～～～[image: kao05.png]）と抱きついた。

			（まもる………です！　まもる………です！）

			　自分がとても怖いからこそ、本能的にオレを守ろうとする。

			　リアらしい行動だ。

			　かわいい。

			　オレはリアを軽く撫で、周囲をうかがう。

			　オレとリアが立っているのは、半径三メートルの島のようなところだ。

			　目の前には長い階段があり、階段の先にはちょっとした城のような建物。

			　それ以外にはなにもない。

			　島の端から地上を見ても、オレたちが登ってきた塔のてっぺんがぼんやりと見えるだけだ。

			　同じような島は左右にも浮かんでいて、その上には人影もあった。

			　人数やシルエットから、ライナたちとユキたちであるとわかる。

			（ん～～～～～～～～～～～～。）

			（ん～～～～～～～～～～～～。）

			　リアがオレの服を引っ張り、端のところは危ないと訴えた。

			「警戒するのはいいことだけど、警戒しすぎはよくないぞ？」

			（………こく。）

			　リアにはいまだ、恐怖の色が残ってた。

			　それでもオレの言うことだからか、静かにうなずく。

			　オレはリアの手を握りしめ、階段を登って城に向かった。

			　ゴツ、ゴツ、ゴツ。

			　響く音は鈍く、人骨を踏みしめているかのように気味が悪い。

			　それでも登り、重い扉を押して開く。

			　中は外よりも暗く、視界もかなりおぼろげだ。

			　一歩二歩。試しに進むと背後の扉が勝手に閉まり、暗かった部屋がぼんやりと明るくなった。

			　そこそこの広さを持ったフロアで、先に進む道はひとつ。

			　が――。

			「Ｇｕｍｏｏｏｏｏｏ…………」

			　道の前には、斧を持ったミノタウロスだ。

			　よく発達した大胸筋や二の腕が、筋肉質な逆三角形を作りだしている。

			　身長自体は二メートルかそこらといった感じだが、筋肉の威圧感でそれ以上に見える。

			「ＭＯＯＯＯＯＯＯＯ！」

			　ミノタウロスが突っ込んできた。

			　ミノタウロスとは以前にも戦ったことはあるが、このスピードはその時以上だ。

			（んっ………！）

			　リアが右手を前に突きだし、空圧の壁を撃つ。

			　ミノタウロスの頭部が吹っ飛ぶ。

			　その飛び具合たるや、メジャーリーガーのフルスイングを頭に食らったマネキン人形のようであった。

			　頭部のなくなった首から、赤黒い血がでる。

			　が――。

			　

			　ミノタウロスは、斧を振りあげ振りおろしてきたっ！

			　

			　オレは咄嗟にリアを抱き締め横っ跳び、その一撃を辛うじてかわす。

			　ガオンと激しい音が鳴る。オレとリアの立っていた地面が砕けて破片が飛び散り、クレーターに変わった。

			　オレとリアは素早く立って、体勢を整える。

			　するとほんのわずかな気配を、ミノタウロスは感じたらしい。

			　オレたちに向かって、まっすぐに突っ込んでくるっ!!

			（んっ………！）

			　リアが空圧の矢を放つ。

			　ズガガガガ。それはきっちり、相手に当たる。

			　しかしながら、効果はない。

			　ミノタウロスは、体の一部をへこませつつも、一切怯まず突っ込んでくるっ!!

			　斧がきた。

			　横薙(な)ぎの斬撃。

			　オレとリアは回避する。空振りの力で突風が起きて、リアの体がわずかにゆらいだ。

			　オレはミノタウロスの側面に回り込み、その脇腹にショートアッパーを叩き込んだ。

			　筋肉で作られたミノタウロスの脇腹は、岩でも殴ったかのように硬かった。

			　それでも衝撃は伝わった。ミノタウロスは、くの字に曲がる。

			　しかしながらミノタウロスは、体を大きくひしゃげさせつつ、オレの頭に拳を放った!!

			　落ちてくる拳。オレの頭部にくるまでの時間は、コンマ一秒とかからない。

			　そのコンマ一秒に満たない合間。あらゆる回避の仮定がシミュレートされて、フラッシュめいた速度で脳裡に浮かぶ。

			　バックしても回避はできない。横に逃げても肩に食らう。

			　それならば――。

			　オレは素早く前にでて、体を反転。ミノタウロスの腕を取る。

			　背負い投げ。

			　ミノタウロスの体が宙を舞い、地面へと落ちる。

			　頭を踏み潰そうと足をあげ、すでに頭は飛ばされていることを思いだす。

			　だが当のミノタウロスは、そんなことは知らないと言わんばかりに、腕を振るってオレの足を刈り取ろうとした。

			　上に飛んで回避する。ミノタウロスから距離を取る。

			　ミノタウロスは起きあがりながら、オレにタックルを入れてきたっ！

			　オレはタックルを受けとめながら、後ろに下がって衝撃を殺す。

			　そしてタックルをいなし、ミノタウロスの腕を取った。

			　バギィ！

			　筋肉に包まれた骨をへし折る！

			　さらに膝を叩き込み、浮いた体を蹴り飛ばすっ!!

			　ミノタウロスは派手に吹き飛び壁に当たった。

			　ガオンと激しい音が鳴り、大きな壁にクレーターができる。

			「リアッ！」

			（ん………！）

			　オレはリアに合図を送る。リアは力を集中させて、空圧の矢を先ほどの倍も作り――。

			　

			　叩き込む！

			　

			　ズドドドド。ズドドドド。

			　ズドドドドドドドドドドドドドドドドッッ!!

			　過剰とも言える攻撃を食らったミノタウロスは、全身から煙を発して崩れ落ちた。

			　膝から倒れてうつ伏せになる。

			　さすがに絶命したらしく、ぴくりとも動かない。

			　ゴキブリは、頭が飛んでも一週間近く生きていられるという。

			　このミノタウロスの生命力は、それに負けず劣らずだったな。

		

	
		
			　

			第22話　シャルルとユキとミーアの話とリアちゃん。

			　

			「よくやったな、リア」

			　オレはリアの頭を撫でた。

			（………。）

			　しかしリアは喜ぶより先に、オレの手を取った。

			　オレの指をにぎにぎ揉(も)んで、（じぃ………。）と見上げて聞いてくる。

			「へいき………？」

			　リアの中には、オレがミノタウロスの脇腹を殴った時のイメージが浮かんでいた。

			　とても硬いミノタウロスを殴った拳が、大丈夫かどうか聞いているわけだ。

			　かわいい。

			「平気だよ」

			（んっ………！）

			　リアは安心したらしい。（ぎゅっ………。）と抱きついてきた。

			（さつきのラクト。つよくて、かつこよかつた………です。）

			　うっとりしているせいだろう。リアの声はいつも以上に、舌っ足らずになっていた。

			　オレはかわいいリアを愛でたが、みんなのことも気になった。

			　オレとリアでも、このミノタウロスには手間がかかった。

			　ほかのみんなは、どうなのであろうか。

			（………。）

			　気にしていると、リアが離れた。

			　あたりをきょろきょろ見回して、とててと離れる。

			　壁に手を当て耳を当て、オレを手招きで呼んだ。

			「どうしたんだ？」

			（くい。くい。）

			　オレが寄ると、オレの胸元を引っ張った。

			　オレは軽くしゃがみ込み、リアの頭に頭を合わせる。

			（かぷ………。）

			　リアは、オレの耳を唇で噛んだ。

			（あむあむ。）

			（ちろちろ。）

			（ぺろぺろ。）

			　舌先で舐めたりもしてくる。

			　それからぺたりと、オレのほっぺたにほっぺたをくっつけてきた。

			（ん………。）

			　リアがテレパシーで見た光景が、ダイレクトに伝わってくる。

			「はうっ！」

			「わんっ！」

			　シャルルがミノタウロスの斬撃を回避して、牽制気味にナイフを投げる。

			「ＢｕＭｏｏＵ！」

			　それはミノタウロスの表皮に刺さるが、ミノタウロスが雄叫びを放っただけで弾ける。

			「えーいっ！」

			　ミーアがシャルルの後ろから幾条もの光線を発し、ミノタウロスの頭部にぶつけた。

			　ドドドドドン。爆煙が巻きあがる。

			「Ｍｏｕ…………」

			　しかし無傷だ。

			　表皮の産毛がわずかに焦げているだけで、ダメージらしいダメージはない。

			　ミノタウロスの口元に、残虐な笑みが浮かぶ。

			「ハアッ！」

			　そこにユキの一撃がきた。

			　レーヴァンテインのレプリカを横薙(な)ぎに振るい、ミノタウロスを真っ二つにする。上半身と下半身が生き別れになったミノタウロスは、けれど死なない。

			　上半身を旋回させて、背後のユキに斧を振るった。

			　ユキは上半身を反らして回避し、右手を突きだす。

			「焼却しますっ！」

			　至近距離から焼却砲。

			　ミノタウロスの皮膚と眼球が焦げる。

			　ユキは剣を振り下ろし、縦に割った。

			「さすがだねぇ」

			「さすがであります……」

			　ふたりに褒められたユキではあるが、浮かない顔で剣を納めた。

			「どうしたのー？　ユキさん。まだ気にしてる系？　ボクたちが囮になっていることー」

			「そんなところです……」

			「マジメだなぁ、ユキさん。あなたがたの攻撃力だと倒せないんだから、わたしがアタッカーになるのはとーぜんです！　ぐらいに思ってればいいのに」

			「ミーアが言ってる通りでありますっ！　このメンバーなら、ユキさまが攻撃に集中するのがよいでありますっ！」

			「理屈では、ミーアさんとシャルルさんのおっしゃる通りかもしれませんが……」

			「そーなの！　カモじゃなくって、そーなのっ！」

			「…………」

			　強く押したミーアだが、ユキは静かに押し黙ってしまう。

			「どーしたのさ、ユキさん」

			「ラクトさまの気持ちを、理解しているところでした」

			「ラクトさんの？」

			「あなたやシャルルさんのような『よい方たち』から好意を持たれているとなれば、複数人と同時に付き合う道を選ぶのも当然――ということです」

			「ほんとーに、マジメだなあぁ～～～」

			　ミーアは「あはは」と軽やかに笑った。

			　それを見て、ユキも温かな笑みを浮かべる。

			「ミーアさん、シャルルさん」

			「なぁに？」

			「はい！」

			「もし――よろしければですが、あなたがたの、ラクトさまに好意を抱くきっかけというのを教えていただけませんか？」

			「えっ？」

			「今のわたしは、すこしでも多く……、そしてすこしでも早く、ラクトさまのことを知りたいような気分なのです」

			「そういうことかぁ」

			「それならシャルルが話すでありますっ！」

			　シャルルはオレとの出会いを話し始めた。

			　むかし盗賊だったこと。そしてオレと出会ったこと。一蹴されてしまった時に、死を覚悟したこと。

			　しかし見逃してもらったばかりか、常識では考えられないような親切を受け取ったこと。

			「その瞬間から、心も体もすべてラクトさまに差しあげることを誓ったのであります……」

			「そうなのですか……」

			「本当に、ラクトさまはすばらしいお人なのであります。とてもお強くおやさしい、神様のようなお人なのであります。それでいて、毎日シャルルをかわいがってくださるのであります。おかげでシャルルは、毎日毎朝、毎昼毎晩、ラクトさまを好き好きになってしまうであります。大好きなのであります。大好きなのでありますぅ♥　はぅわあぁ～～～ん♥♥」

			　シャルルは顔を手で包み、恥ずかしそうに身をよじる。

			　お尻(しり)の丸くてかわいい尻尾(しつぽ)が、ふりふりパタパタ左右に振られる。

			　かわいい。

			「ほんとーに、ラクトさんのこと大好きだよねぇ、リーダー」

			「ここにいるシャルルは、ラクトさまを大好きになるため生まれてきたシャルルなのでありますうぅ～～～～～～～～～」

			「…………」

			　ミーアが手のかかる子どもを見守るような笑みを浮かべて、ユキもほんのり頬を染めた。

			「引かないんだ、ユキさん」

			「ああっ、いやっ、そのっ……」

			　ユキはしどろもどろに慌てふためき、うつむいた。胸の前で恥ずかしそうに、指をツンツン突つき合わせる。

			「思うところはありますが、素敵な恋をしてみたい気持ちは、もともと持っておりまして……。そういう意味では、これほど人を好きになれるというのは、羨ましく思う部分もございまして……」

			「なるほどねぇ」

			「ちなみにミーアさんは、どのような経緯でラクトさまを？」

			「言わなかったっけ？　初めてしてもらったえっちが、とっても気持ちよかったからだよ？」

			「こっ……今回はきっかけではなく、より深い愛情を抱くに至った経緯などを教えていただければ……」

			「それもやっぱり、おんなじだよおぉ♪」

			　ミーアは頬に手を当てて、ハァーン♥　と身をよじりながら答えた。

			「ラクトさんとは毎日えっちしてるけどぉ、するたびに五回も一〇回もイカされちゃってぇ、終わったころには、メロメロの、とろとろぉ♥♥　ラクトさんのちんちんにぃ、毎日とろとろおぉ♥♥♥」

			「ととと、とんでもないことを言っておりませんかっ?!」

			「でも実際、やってみたらわかるよぉ？　気持ちいいからさぁ、とてもっ♪」

			「しかしいきなり、セッ……というのも…………」

			「それなら最初は、キスとかおっぱいから～～～っておねだりすれば？　ラクトさんはえっちだけど、イヤって言う子にはしないし」

			　ユキは真っ赤になってうつむき、消え入りそうな声でポツリと言った。

			「この塔の探索が終わったら、考えてみようと思います……」

			　考えちゃうのかっ！

			　オレは反射で突っ込むと同時に、軽く妄想してしまった。

			　するとちょっぴり、エロい気分になってしまった。

			（っ………。）

			　それを受け取ったリアが、ほっぺたを赤くしてオレを見上げた。

			　とろけたような、ジト目のような眼差しでオレを見つめて、問いかける。

			「………する？」

			　それはさすがにまずいだろう。

			　そんなふうには思ったが、声がでない。オレを見上げるリアの視線が、カラーイラストにしてほしいほど愛らしすぎて声がでない。

			　そして無言を、リアは肯定と受け取ったらしい。

			　ぺたりとしゃがみ、オレのズボンを静かにおろした。

			　そのまま口で、オレの煩悩を処理してくれた。

		

	
		
			　

			閑話　そのころのセシリア。

			　

			「ＧＵＭＯＯ！」

			　ミノタウロスが、オレのライナに斧を振りおろしてくる。

			　ドンドンドンッ！

			　ライナはバックステップで回避しながら、銃弾をぶっ放す。

			　斧が虚(こ)空(くう)を通過して、ミノタウロスの体から血がプシュプシュと噴き出した。

			　けれども、傷はすぐにふさがる。ミノタウロスは身をかがめ、タックルの構えを取った。

			　が――。

			「こっちです！」

			　アリシアの発した炎が、ミノタウロスの体を包む。

			「ＧＵＧＡＡＡ亜亜ＡＡＡ！」

			　ミノタウロスが奇怪な声を張りあげた。

			　腕を振るって炎を弾き、殺意の眼光をアリシアへ向ける。

			「甘いっ！」

			　そこでライナが、タンと地を蹴り鋭く跳ねた。

			　地を滑空するツバメのような軌道で、ミノタウロスの真横を通る。

			　ミノタウロスの片腕の、肘から先が吹き飛んだ。

			「ＭＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」

			　ミノタウロスが裂(れつ)帛(ぱく)の声をあげ、腕を瞬時に再生させる。

			　鼓膜を貫くかのごとき怒声に、ライナとアリシアは顔をしかめる。

			　が――。

			「クラッシュエンド、ですわあぁ！」

			　セシリアが、自身の戦斧を振りおろす。

			　スパンッ！

			　銃弾ですら通さなかったミノタウロスの筋肉が、乾いた薪のように両断された。

			　基本アホの子で暴走しがちなアホの子だけど、単純な戦闘力は高い。

			　与える指示を簡略化してやれば、ちゃんとした活躍もできる。

			　アリシアも意外と戦えてるし、パーティのレベルは高そうだ。

			　けどおかしいな。このパーティは四人のはずだが、リンディスの姿が見当たらない。

			　思っていると、セシリアが動いた。部屋の隅に向かって叫ぶ。

			「終わりましたわぁ！」

			　リンディスはそこにいた。

			　部屋の隅で頭を抱えてうずくまり、ぶるぶるがたがた震えてた。

			　リンディスには、ミノタウロスに殺されかけた過去がある。

			　それはリンディスが思っている以上に、リンディスのトラウマになっていたらしい。

			「ぜな……？」

			　リンディスは振り向くと、ミノタウロスの消滅を確認した。涙をぐしっとぬぐいながら、ゆっくりと起きあがる。

			「迷惑かけて、ごめんぜなぁ……」

			「気にすることはございませんわぁ！　この高貴なるわたくしにですら弱点があるということは、世界の方々の十四割には弱点があるということですものっ！」

			「ぜなぁ……」

			　なぐさめてるのか、自賛しているのか。よくわからないセシリアの発言。でもリンディスはなぐさめられたらしい。顔をほっこりとほころばせた。頭の両脇についている羽も、ぴこぴこと振られた。

			　かわいい。

			「しかし……これからどうするのだ？　本気で強敵がでるたびに戦えぬと言うのであれば、帰還したほうがよいと思うぞ？」

			「それは大丈夫だぜなぁ！」

			　リンディスは、ハッキリと言い切った。

			「さっきの戦いで、『危ないって思ったら、ライナの姐さんとセシリアさんに任せればいい』ってわかったぜなぁ！　だから軽い援護だけして、危ないところは任せるぜな！　とっても勇気が湧いてるぜなぁ!!」

			「それは勇気なのかっ?!」

			「ぜなぁ♪」

			　リンディスは、満面の笑みでうなずいた。

			　もう本当に、リンディスらしい発想である。

			「はにゃあぁん……♥♥」

			　そしてアホの子のセシリアは、ヘヴン状態になっていた。

			　胸に手を当て天使の彫像みたいなポーズを取って、恍(こう)惚(こつ)の表情を浮かべている。

			「?!?!?!?!」

			　ライナがかなりまごつくが、それに構わずひとりつぶやく。

			「これですわぁ……！　これですわ、これですわあぁ……！　みなさまの剣となり盾となり、獅子奮迅の活躍を期待される。それこそが本来のわたくしですわぁ！」

			「つまり……どういうことだぜな？」

			「リンディスさまは、もっとわたくしを頼っても構わない――ということですわぁ！　そしておひどいラクトさまに、わたくしの強さ、高貴さ、賢さを、語り告げばよろしいと思うのですわぁ！」

			（そうすれば、ラクトさまは……）

			　アホなことを言ったアホの子が、アホの子な妄想を始めた。

			「リンディスから聞いたけど、大活躍だったらしいな」

			「ええっ！　ええっ！　そうですわ！　そうですわぁ！　なんと言っても、わたくしですものっ！」

			「しかもただ活躍したんじゃなくって、高貴で強くて、賢かったりもしたらしいな」

			「それもわたくしな以上、当然ですわぁ！」

			「そんなオマエをアホの子あつかいしていじめるなんて……。オレはライバル失格だ」

			　気落ちしたオレを見て、セシリアは慌ててフォローを入れた。

			「たたっ、確かに、ラクトさまは、とてもおひどいことをなさいましたわ！　でっ……、ですがわたくし、覚えてますのよ？　わたくしが本当に危ない時に、わたくしを助けてくださったことを……」

			　妄想の中でも、それを言うのは恥ずかしいらしい。セシリアは頬を染め、もじもじしながらつぶやいた。

			　妄想のオレは、そんなセシリアに感動を抱いた。

			「強くて高貴で賢いだけじゃなくって、そんなやさしさまで……。唯一無二の永遠天使――Ｍｙスウィート・エンジェルハニー……っ！」

			　なんだその、バカのお手本みたいな発言はっ！

			　いいのかっ?!　本当にいいのかっ?!　そんなバカっぽいオレで！

			　でもセシリアは、そんなオレがいいらしい。

			「ラクトさまっ……！」

			　感極まった声をだし、オレに自身の体を預けた。赤く染まったほっぺたを、オレの胸板に押しつける。

			　オレはセシリアを抱き返す。ふたりの影が、ひとつになった。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～んっ！」

			　実にアホの子な妄想をしたアホの子は、自分の妄想に悶え狂った。真っ赤になった顔をおおって、華奢な体を左右によじる。

			「はしたないですわぁ！　わたくしわたくし、はしたないですわあぁ!!」

			　そしてアホの子であるアホの子は、顔をおおって走りだし――。

			「みゃあんっ！」

			　激しく壁にぶつかった。

			「おねぇさま……」

			「アタシ……。セシさんが強かったとは言えても、賢かったとは、言えそうにないぜな……」

			　さすがのアリシアもちょっぴり引いて、リンディスもつぶやく。

			　そしてライナは、あえてなにも言わなかった。

		

	
		
			　

			第23話　迷路的なフロア。

			　

			　オレは先に進んだ。

			　ほかの組が守護者を倒さないと開かない扉が開くのを待って、階段を登る。踊り場のような空間にあったゲートに触れる。

			　通過した先は、細く入り組んだ迷路であった。

			　オレとリアがふたり並ぶとギリギリだ。三メートル先に十字路があれば、五メートル先には丁字路があったりする。

			　オレは壁に印をつけると、右手側に手をつけて進んだ。

			　こうやって進めば、多少迷っても元の場所にでることができる。

			　トラップやモンスターを警戒して進むことしばらく。

			　ヒュウゥ――――ンと、打ち上げ花火のような音が上から響いた。

			　だがその音は、花火と違って近づいてくる！

			　バックステップで回避するっ!!

			　なにかがドサリと落ちてきた。オレの背筋に、嫌な悪寒がゾワリと走った。

			　落ちてきたのは巨大な手。

			　直径五〇センチはあるような、右手だけのモンスターだ。

			　しわがれたミイラのような手だけの姿は、理屈を越えた生理的な嫌悪感をオレにもたらす。

			　手の甲についた、バレーボール大の目玉がギョロリと動いてオレを見て――。

			　

			　飛びかかってきた！

			　

			　手のひらについた口が、オレの眼前に迫るっ!!

			（ん～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!）

			　リアがとっても[image: kao05.png]な顔で、両手を突きだし力を使った。

			　ドオォンッ!!

			　手のモンスターはド派手に吹っ飛び、奥の壁にぶち当たった。

			　べしゃりと黒い血が弾け飛び、地面にドサリと崩れ落ちる。しばらくピクピク動いていたが、やがて煙となって消えた。

			（ひくっ………。ひくっ。）

			　リアが下唇を噛んで、涙目になっている。

			　リアはこういう『気持ち悪い系』が、わりと苦手なタチである。

			　かわいい。

			　だがしかし、『かわいい』なんて和んだオレに怒ったらしい。

			（ぽかっ！　ぽかっ！）と攻撃してきた。

			　ただしまったく痛くはない。

			　かわいい。

			　そんな感じでオレたちは、迷路を進んだ。

			　不意に気配。

			　ただの壁から巨大な口が、噛みついてきたっ!!

			　上半身を反らしてかわす。体があった部位に、ガチィンッ！　と歯が噛みついた。

			「オラァッ！」

			　オレはフックを叩き込み、モンスターの歯を粉砕してやる。

			　まったく、気持ち悪い敵だ。

			　この階層には、そういう敵が多かった。

			　単なる壁かと思いきや、触手を伸ばして攻撃してくるウォールローバー《壁に擬態する触手》なんかもでてきた。

			　オレの体に触手が絡む。

			　けれども、力は大したことない。

			「ふんっ！」

			　オレが腕を後ろに引けば、触手が無残に千切れ飛ぶ。

			（んっ………！）

			　リアが空圧の矢を、ウォールローバーに叩き込む。

			　ウォールローバーはくの字に曲がり、へにゃへにゃとしおれた。

			　強い上にオレの思考も的確に察知してくれるリアは、パートナーとしても優秀だ。

			　いっしょに戦っていての安心感は、ライナの次に大きい。

			　そうこうとしているうちに、長い廊下に行き着いた。

			　左右の幅が今までの通路よりはすこし広くて、奥が深い。薄暗い迷路だったこともあって、先が見えない。本能が警鐘を鳴らし、体を身構えさせる。

			（んっ………！）

			　リアもなにかを感じたらしく、オレの前に立った。

			「守ってくれるのか？」

			（こくっ！）

			　リアは眉を逆八の字にした、[image: kao08.png]な顔でうなずいた。

			　かわいい。

			　気持ちのほうも、ありがたい。

			　だからって、リアを盾にするわけにはいかない。

			　オレはリアの両脇に手を差し入れた。リアを抱きあげ、後ろにおろす。

			（………。）

			　リアはちょっぴりほうけた顔で、黙って立ち尽くしていたが――。

			（とてててて。）

			　オレの前に回り込んだ。

			（んっ！）

			　再びやる気いっぱいの、[image: kao08.png]な顔で構える。

			　かわいい。

			　でもそういう問題じゃない。

			　オレはリアの両脇に手を差し入れて、後ろに置いた。

			（じぃ………。）

			　リアが眉を逆ではない八の字にして、オレを見上げた。

			　それはとっても[image: kao08.png]な顔だ。

			　でも仕方ない。オレはリアの頭を撫でた。納得させて通路を進む。

			　壁から槍が飛びだしてきたが、逆に掴んでズシャッと引き抜く。

			　槍がでてくるぐらいなら、見てから対処も余裕です。

			　掴んだ槍で、床や天井を叩いて進む。

			　落とし穴が開いたり、針のついた天井が落ちたりしてきた。

			　落とし穴は普通にまたぎ、針のついた天井は片手で押さえた。

			　天井が落ちてくる程度なら、見てから対処も余裕です。

			　しかしゆっくり進んでいると、後ろのほうで音がした。

			　ヒュウゥン、ヒュウゥン、ヒュウゥン――と、なにかが落ちるような音だ。

			（くいくいくい！）

			　リアが必死に、オレの服の裾を引っ張る。

			　見てみると――。

			　

			　床がバラバラ落ちていたっ！！！

			　

			　鷹の頭とコウモリの羽に、銀色の剣を握りしめたモンスター――ホークマンも現れている。

			　オレは慌てて走りだす。

			　それを見計らっていたかのように、通路の壁の左右から、スケルトンが現れたっ！

			　数は八体。

			　狭い通路で二体の列をよっつ作って並んでる。

			　オレはキュッと立ちどまり、考えた。

			　平時であればただの雑魚。取るに足る相手ではない。

			　しかしこの、床が落ちてくる状況を思うとキツイ。

			「リアッ！」

			　オレはリアをお姫さま抱っこして、助走をつけて跳びあがった。

			　スケルトンの頭上を越える。

			　スケルトンたちは、消えていく床に飲まれた。

			　しかし背後のホークマンが、白い斬撃を飛ばしてきやがる。

			　オレは飛んだりかがんだりして、斬撃たちを回避する。

			　地面を蹴って加速して――加速する。

			　天井が落ちても槍が降っても、素早く駆け抜けスルーする。

			　踏んだ地雷が爆発するよりも速くに動いて地雷原を突破していくかのごときゴリ押しを使い、トラップゾーンを突破していく。

			　通路の先が見えてきた。長方形のパースの奥に、扉の輪郭がぼんやり見える。

			　凌いだか？　と思った刹(せつ)那(な)。

			　

			　扉の先から、白いビームがっ！

			　

			「うおおっ！」

			　オレはギリギリ回避する。後ろを飛んでいたホークマンが、黒焦げになって落ちた。光のほうをよく見ると、直径三〇センチほどのイービルアイが、怪しい眼光を放っていた。

			　オレはクソッと歯噛みする。床もかなり迫ってきていて、のんびりしている時間はない。

			　仕方ない。

			「しっかりと掴まってろよぉ！」

			（こくっ[image: kao05.png]）

			　リアをさらにしがみつかせて、タンと地を蹴り走りだす。

			　通路の奥の目が光り、白いビームを発射してくる。

			　右、左、右。と動いてわずかにかがむ。前進しながら最小限でビームをかわす。

			　イービルアイが張りついた扉に近づいていく。

			　三〇メートル、二〇メートル、一〇メートル。

			　あと一息だ。

			　そう思った刹(せつ)那(な)、イービルアイの瞳(ひとみ)が、かつてないほど強く光った！

			　

			　一際太いビームがでてくるっ！

			　

			　オレはタンッと鋭く跳ねた。ビームが靴の裏をかすめて、オレの真下を通り過ぎてく。

			　二体目のホークマンが跡形もなく蒸発し、オレは宙で体をひねり――。

			　

			　浴びせ蹴りっ！

			　

			　イービルアイはぐしゃりと潰れ、扉はバタンと奥に倒れた。床がヒュンヒュン落ちていき、オレの後ろに迫り寄る。

			　オレはリアをしっかり抱いて、扉の奥にダイブした。

			　ガシャアンッ！

			　通路の終わりを示すかのように、鉄格子が落ちて背後をふさいだ！

			　床はもう、落ちていたりはしなかった。

			「間一髪か……」

			（………こく。）

			　オレがつぶやくとリアはうなずく。

			　すごくドキドキしていることが、やわらかな胸の奥から伝わってくる。ほっぺたも赤い。

			（ラクト、かっこいい………です。）

			　さらに好感度がアップしたのか、オレに（きゅうぅ………。）と抱きついてきた。

			　かわいい。

		

	
		
			　

			第24話　衝撃的な急展開。

			　

			　進むこと数十分。

			　屋外にでた。

			　パッと見た感じは、このエリアのスタート地点とほぼ同じ。紫がかった雲のような煙が、薄気味悪く漂っている。

			　前には階段である。

			　最初のところと同じように、長い階段の先に小さな城っぽい建物がくっついている。

			　ただスタートのところと違って、風が強い。

			　油断をすると風に飛ばされ落下しそうだ。

			（ぎゅうぅ～～～～～～～～～～～～。）

			　高いところは怖いらしい。リアがオレの胴体にくっついてきた。

			　かわいい。

			　でも歩きにくい。

			（がーんっ！）

			　オレの感情を読み取ったリアが、とってもショックな顔をした。

			　本当にかわいい。

			「でもくっつくんなら、背中のほうにしてくれないか？」

			（こくっ。こくっ。）

			　リアはうなずく。オレにくっついたまま、背中に回る。

			（よじ。よじ。よじ。）

			　よじ登り、（ぎゅうぅ………。）っとくっつく。下を見ると怖いからだろう。瞳(ひとみ)をギュッと閉じ切った、[image: kao05.png]な顔をしている。

			　かわいい。

			　背中で潰れる双球という名のおっぱいも気持ちいい。

			　オレはリアを感じながら、階段を登った。

			　おっぱい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　長い階段を登り切ると、大きな扉の前にでた。

			　高さは三メートル近く。横幅は二メートル以上ある。

			　オレはリアに降りてもらって、息を詰めてドアをあけた。

			　ギィ……と鈍い音がする。

			　扉の奥は、薄暗い空間。

			　視界は宵の刻のように暗く、瘴(しよう)気(き)めいた煙が漂っている。冥府のように空気が重い。

			　すこし進むと扉が閉まった。

			　それと同時に声がする。

			「きたか……」

			　声の主は、白い髭を蓄えた禿(とく)頭(とう)の男。クロコダイルと思わしきワニの背に乗り、右と左に巨大なグリフォンを侍らせている。

			　顔の作りは老人に近いが体躯は実に堂々としており、若いころには美丈夫であったのだろうと思わせる。

			　男は言った。

			「我が名はアガレス。偉大なる大神(しん)使(し)ルシフェール様の、舌より作られし者」

			　オレは思わず息を飲む。

			　こんな会話をしてくるやつがでてくるなんて予想していなかった――というだけではない。相手の放つただならぬ雰囲気が、警戒の態勢をオレに取らせる。

			　アガレスは、自身の剣をシュラリと抜いた。自分が座っていたクロコダイルの頭を突き刺す。

			　クロコダイルの悲鳴があがり、血飛沫が飛んだ。

			「盲目の我が司るのは言葉。我に燃えると言われし者は燃え朽ち果てて、凍れと言われし者は凍結し果てる。言葉を現実化するのが、我の力だ」

			　それを証明するかのように、アガレスの右の肩に乗っていたグリフォンが燃えて、左の肩に乗っていたグリフォンが凍った。

			　同時にオレは、危機を悟った。

			　

			　攻撃はもう、始まっている――。

			　

			　けれども、すこし遅かった。

			　オレが動くより早く、アガレスが口を開く。

			「石化しろ」

			「がっ…………！」

			　言われた刹(せつ)那(な)、ノドの奥がピシリと固まる。指の感覚。足のつま先の感覚も消えていく。

			「があぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

			　オレは叫んで呪(じゆ)縛(ばく)を破った。

			　全身から冷や汗がでて、心拍数が跳ねあがる。口から漏れてくる吐息は、異様なほどに荒い。

			　ヤバかった。

			　本当にヤバかった。

			　気合いを吐くのがコンマ一秒遅れていたら、完全にやられていた。

			　体の一部が石になり、石になるから抵抗できない。それがゆえ、石になるのをとめられない。

			　そんなふうにやられていた。

			　だがしかし、身構えていたオレですら、そうであったということは――。

			　オレは後ろを振り返る。

			　そこにはオレの描いた最悪のイメージが、現実となって現れていた。

			　即ち――。

			　

			　石像に成り果てたリア。

		

	
		
			[image: 250.jpg]
		

	
		
			「哀れなる愚者に、魂の救済を――」

			　アガレスが、胸の前で十字を切った。

			　オレは全身の血液が沸騰し、視界が怒りで赤く染まるのを感じた。

			「うおおおおおおおおおおおっ！」

			　ダンと地を蹴り猪突に猛進。拳を突きだすっ！

			「ここに我なし」

			　オレの拳は虚(こ)空(くう)を切った。

			「なにっ……？」

			　渾身のストレートを外したオレは、必然的によろけてしまう。

			　背後から声がした。

			「浮かぶは魔弾。放たれるのは、一二〇」

			　オレは背後を振り返る。いつの間にやら部屋の隅に移動していたアガレスの周囲に、無数の弾丸が浮かんでいた。

			　それらすべてが放たれる。

			　ガガガガガンッ！

			　攻撃を外して体勢を崩していたオレは、弾丸たちをまともに食らった。

			「がっ……！」

			　肩が抉(えぐ)られ黒い魔弾がみぞおちに刺さり、肋骨の何本かにもヒビが入った。

			　オレの衣服は、ミスリル糸で作られている。多少の斬撃であれば、まったく通さない代物だ。

			　それなのに、ところどころが切れ破けていた。

			「浮かぶは魔弾。放たれるのは、一二〇」

			　言葉の通り、一二〇の魔弾。横っ飛びで回避する。転がり際にナイフを投げた。

			　アガレスは、人差し指と中指で挟み取った。

			　

			「腐食せよ」

			　

			　その一言で、ナイフはボロリと朽ち果てた。

			　オレは突っ込み拳を放つ。

			「ここに我なし」

			　アガレスは、同じように消えた。

			「地より放たれし刃。数は九」

			　今度は剣が生えてくる。オレはバク転を使い、かろうじて回避した。

			　厄介な野郎だ。

			　オレは舌打ちすると同時に、思った。

			　どうしてコイツは、力の解説をしたんだろうか。

			　オレが最初の石化を回避できたのは、コイツが力を解説してくれたからだ。

			　それがなく、いきなり『石化しろ』と言われていたら、オレは一瞬でやられていた。

			　だがアガレスは、自分の力を説明してきた。その結果、戦いは長引いている。

			　単に戦いを楽しみたいとか、弱者をいたぶるのが好きなわけでもない。

			　それなら最初に石化攻撃なんて飛ばさない。

			　そうなると――。

			「なるほどねぇ」

			　オレはふうっと息を吐き、余裕たっぷりに言ってみた。

			「オマエの力――催眠術とか、幻覚のたぐいだろ？」

			「…………」

			　アガレスは、なにも言わない。しかしほんのわずかだが、眉間にシワが寄っていた。

			　沈黙を続けるアガレスに、オレは言った。

			「もちろん全部が幻ってわけじゃない。いくつかの魔法は、本当に本物だ。オマエは単体で使うには心許ない魔法を幻覚に混ぜ込むことで、誤魔化してやがるんだ」

			　そういうことだと仮定をすれば、説明はつく。

			　力を誇大に宣伝したのも、幻覚のかかりをよくするためと言えるだろう。

			　それほど確信のある推論ではないが、言ってみて損はない。

			「クククク、ク……。半分否(いな)で、半分肯(ぜ)と言ったところか」

			　アガレスは、くぐもった声で笑った。

			「この領域は――思考を現実化させる。大気をたゆたう特殊なマナが、存在している者の思考領域に入り込み、その空想を現実世界に反映させる。脳髄が作りだすという意味においては幻覚に等しいが、生みだされる事実は、まごうことなき現実だ」

			　想像よりもすごい力だ。冷たい汗が頬を伝って、胸の奥から嫌なものが込みあげる。

			　オレはそれを飲み込んで、あくまで余裕たっぷりに言った。

			「いいのか？　そんなこと話しちゃって」

			「思考を現実化させるという特性上、幻覚や催眠術だと信じ込まれてしまっては、効果が半分になってしまうのでね……」

			　そう言って、アガレスは右手を開く。

			「さらにこの領域は、原理を知ったからと言って早々対処できるものではない。例えば我の右手より現れる騎士を、想像しないでいられるかね？」

			　ヒトダマのような焔(ほのお)がでてきてゆらめく。

			「その者は騎士。漆黒の甲冑を身にまとい、神速のランスで愚者を貫く。そのような騎士を、想像せずにいられるかね？」

			　アガレスは、騎士の特徴を淡々と語る。オレはそいつを、想像しないことができない。

			　想像したらまずいと思えば思うほど、より鮮明にイメージを固めてしまう。

			　人間に備わる本能が、危機の存在に備えようとする。

			　果たして漆黒の甲冑をまとった騎士が、アガレスの前に現れた。

			　流線型の甲冑に身を包んだ騎士の姿が、一瞬ぼやりとゆらいで消える。

			　それは特殊な力ではなく、単純な突撃(チヤージ)。

			　しかし実際に突撃してくる騎士を見てると――。

			　

			（遅い……？）

			　

			　実際は速い。

			　そこらの雑魚とかリンディスよりは、ずっと速い。

			　でも神速と言われると違和感がある。

			　胸元目がけてくりだされたランスを回避し、交差気味に貫き手をくりだす。

			　甲冑の騎士は、胸元を貫かれて消えた。

			「なっ……」

			　煙となって消えていく甲冑の騎士の奥に、驚(きよう)愕(がく)しているアガレスの顔があった。

			　オレは一瞬ほうけたものの、すぐに察した。

			　今の甲冑の騎士は、アガレスの想像をベースに、オレの想像を加えたものだ。

			　能力や速度は、オレとアガレスのイメージを足して二で割ったものと考えられる。

			　要するに――。

			　

			　コイツにとっての〈神速〉は、オレが回避できる程度だ。

			　

			　急に余裕がでてきたぞ。

			　オレは口元に笑みを浮かべて、アガレスを見やる。

			　オレの中でアガレスが縮み、アガレスの中でオレが育つ。

			「あがっ、かっ……」

			　アガレスの中でオレの姿が、空を覆(おお)う巨人のイメージに変わる。

			「うっ……浮かぶは魔弾！　放たれるのは、一二〇！」

			　一二〇の魔弾が浮かび、オレに向かって飛んでくる。

			　しかし怯えた感情から放たれる魔弾は、さしたる威力があるように見えない。

			　ドガガガガ。

			　オレはすべてをあえて受け、軽く耐え切って見せた。

			「ひっ、ひいぃ……」

			　アガレスは、くぐもった声をだす。

			　こうなると、完全に終わりだろう。

			　オレはサックリ言ってやった。

			　

			「お前は死ぬ」

			　

			「ガハッ…………」

			　アガレスは血を吐くと、胸元を押さえて膝をついた。そのままガクッと仰向けに倒れる。

			　魔法生命体であったらしくて、光りの粒子になって消えた。

			　部屋全体をどんよりとさせていた空気が、ほんのすこしマシになり――。

			　

			　リアが戻った。

			　

			　プールの底からでてきたかのように苦しげな表情を見せて、ふらりとよろける。

			　倒れそうになったところを、オレは支える。

			「んっ………。」

			　リアは力なくオレにもたれかかると、しがみついたまま口を開いた。

			「はっ………！　あっ………！」

			　石になっているあいだにも意識はしっかりあったらしい。

			　必死な顔で口を動かし、なにかを伝えようとしてくる。

			　ここまで動揺しているリアは初めてだ。

			　オレはリアを抱きしめて、耳元でささやいた。

			「落ちつけ」

			「はあっ、はっ、っ………。」

			　リアは荒い吐息を吐いて、テレパシーで要件を伝えてきた。

			　それは陰惨な幻術か。はたまた精度の高い予想か。あるいは現実のそれとして、起きてしまったことなのか。

			　

			　ユキの首がハネられていた。

		

	
		
			　

			第25話　ユキの戦い。

			　

			「ハアアッ！」

			　ラクトがアガレスと戦う前刻。薄暗い部屋の中。

			　ユキが持っているレーヴァンテインのレプリカが紅く煌めく。

			　火柱が巻きあがり、モンスターは燃え尽きた。

			「さすがだねぇ、ユキさん」

			「わたしは……。別に……」

			　ミーアが褒めると、ユキは剣を鞘に納めた。

			　そのほっぺたは赤い。

			　強さを褒められてしまうと、『そんな自分を圧倒したラクトの姿』が、勝手に頭に浮かんでしまう。

			　顔は熱くなってるし、心臓はドキドキと鳴る。

			　ユキは首を左右に振って、そんな気持ちを振り払った。愛らしいショートポニーが、バサバサとゆれた。

			「すすっ、すごいと言うなら、シャルルさんの剣術もすごかったではございませんか」

			「はう？」

			「魔法を切り裂く斬撃のことですっ！　剣筋の美しさも相まって、見惚(ほ)れてしまうものがありましたっ！」

			「はうぅ～～～～～～～～」

			　褒められたのがうれしくも恥ずかしいらしい。シャルルは両手で顔をおおった。それでも尻尾(しつぽ)は、ぱたぱた左右に振られてる。

			　最後は拳をギュッと握って、前のめりになって言う。

			「ユキさまも、練習すればできるようになるでありますっ！」

			　ユキはフフッとほほ笑んだ。

			「塔の探索が終わったら、教えていただくことにします」

			「わんっ！」

			　シャルルは元気に返事した。

			　ユキはシャルルに、温かいものを感じる。

			　ラクトに抱いているのとはまた違う、友情と呼ばれるそれだ。

			（いいですね……。こういうものは）

			　ユキはふと、自分の半生に思いを馳せた。

			　ユキは孤独でいた時期が長い。

			　前世の時は病院のベッドでひとり切りでいたし、こちらの世界に来てからは、ひとりでの探索が多かった。

			　力が圧倒的すぎるがゆえに、ひとつ距離を置かれてた。

			　周囲の者に、悪意や悪気などはなかった。

			　大地を歩む人間が空を駆ける鳥を別の生き物と思うのと同じく、ユキに敬意を抱くがゆえに、ユキを別の存在のようにあつかった。

			　ユキ自身、その壁を破ろうとはしなかった。

			　というより、破れなかった。壁がそこにあるならば、孤独の理由を壁のせいにできる。

			　自分は女神――正確には、女神フレイヤを名乗る存在――に選ばれたから。

			　そういう特殊な存在だから、ほかの人とは相容れない。

			　そんなふうに考えることができる。

			　けれども、壁を破ったとして。

			　ひとりの人間として、ほかの人間と接しようとして。

			　それでなお、ほかの人から拒絶されたら――。

			　想像だけで、動くことができなくなった。

			　楽しそうな人の輪を見つけても、言葉を発することができなくなった。

			　そこに現れたのが、ラクトであった。

			　彗星のように現れたラクトは、単純に強かった。

			　強さの壁をたやすく破り、自分に勝った。さらに後日に、自分のことを〈かわいい〉と言った。

			（っ…………）

			　ユキは今さら、自分が〈かわいい〉の一言で落ちてしまった理由を察する。

			　神の使いでも化け物でもない、単純な女の子。そして人間。

			　ラクトが放った言葉には、そんな意味があったのだ。

			　もちろんラクトに、そんな意識はないだろう。

			　ほかの子に言うのとまったく変わらない意識で、かわいいと言ったに違いない。

			　即ちそれは裏を返すと、ラクトにとって自分というのは、もう本当にただの女の子であったわけで……。

			（～～～～～～～～っ！）

			　改めて思うと胸が締まった。キュウゥンっと締められ、鼓動が鳴った。

			　もう本当に、会話のすべてがラクトに繋がる。

			　会話のすべてが、ラクトを好き好きにさせてくる。

			　思わず耐え切れなくなって、顔を両手で覆(おお)い隠して、その場でじたばた足踏みをしてしまう。

			「どーしたのっ?!　ユキさんっ！」

			「なんでも、ありませんっ……！」

			　ユキはどう考えてもなにかあったとしか思えないほど真っ赤な顔で言った。

			　ズカズカと、足早に歩きだす。

			　胸の奥は、恥ずかしそうなうれしさでいっぱいだ。

			　この探索が終わったら、素直になろう。

			　この探索が、終わったら。

			　頭の中で、そんなふうに考えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　様々な仕掛けを乗り越えて、屋外にでた。

			　ラクトが登ったのと同じ、長い階段の前にでる。

			　ユキを先頭にして登り、小さな城のような建物の前に立つ。ギィ……扉を静かに押し開けた。

			　わずか一呼吸で、もやっとした空気が胸に溜まった。

			　ユキは顔をしかめて、中に入った。

			　バタンと背後の扉が閉まり、ユキが振り返った刹(せつ)那(な)。

			「クッ……」

			　ユキの体に痺れが走った。

			「はぅわぁああああんっ！」

			「きゃああああああああっ！」

			　シャルルとミーアも同様で、ふたりはそろって悲鳴をあげる。

			　小さな爆発が起きた。腕で防ぐ。煙が収まるのを待ってから、シャルルとミーアが立っていた位置を見る。

			　そこにふたりはいなかった。

			　代わりに二体の人形があった。シャルルを模したとしか思えない、ぬいぐるみのような人形と、ミーアを模したとしか思えない、ぬいぐるみのような人形だ。

			「ひとりとはいえ、残ったか」

			　それは短いつぶやきだったが、首筋にナイフを当てられたかのような戦慄が走った。

			　ユキは素早く振り向いて、焼却砲をぶっ放す。

			　それは声を発した白髪の老人に直撃――――しなかった。

			　焼却砲は老人の残像を煙のようにぶわっと広げて、壁に吸われた。

			「いきなり攻撃を仕掛けてくるとは、乱暴な娘じゃのぅ」

			　老人は、肩についた埃を払って言った。

			「わたしの感覚では、あなたが先に攻撃してきたように思うのですが……？」

			「そこに転がっているソレのことなら、攻撃ではなく選別じゃ。最低限の力もない者がここに入れば、自動でそうなるようになっておる」

			　淡々と語る老人であるが、ユキの全身には鳥肌が立っていた。

			　佇(たたず)んでいる男の威圧感で心臓が鳴って、血液が凍る。瞳(ひとみ)は大きく見開かれ、息は詰まったように細くなる。

			　野生の生き物が強敵に出会った時に見せる、戦うための態勢だ。

			「ワシの名はバアル。偉大なる大(だい)神(しん)使(し)ルシフェール様の右翼より作られし者。記憶と知識の一部を借り受け、未知や未来の一部を見通し、運命線の書き換えもできる者だ」

			　浪々と語るバアルであったが、ユキは話を聞いていない。

			　レーヴァンテインのレプリカを構え、飛びかかる隙を窺っている。

			　けれども、隙は見当たらない。

			　ゆさぶるために質問をする。

			「あなたを倒せば、ミーアさんとシャルルさんは戻ったりしますか……？」

			「もちろん、可能ならな」

			　バアルは両手を広げ、鷹揚に言った。

			「ただし一晩過ぎた場合、その姿で固定される。ワシを殺しても、戻ることはない」

			「クッ……」

			　ユキはギリッと歯を噛んだ。そういうことなら、ここでバアルを倒すしかない。

			　ブラフの可能性もあるが、試してみれるはずがない。

			「ハアアッ！」

			　レーヴァンテインのレプリカを構えて突っ込む。

			　高速のチャージは紅い風のような軌跡を生みだし、放たれる斬撃は三日月のような弧を描く。

			　振りあげ、払い、喉笛目がけて突きを放つ。

			　熟練の冒険者であろうと容易く葬(ほうむ)る高速の連撃だったが、バアルは老人とは思えない機敏さで回避した。

			　カウンター気味にユキのみぞおちに拳をぶち込み、顔面を殴る。

			　ユキの手からレーヴァンテインのレプリカが落ちたところで白い首を握り締め、右手一本で持ちあげた。

			　ユキの白くて細い首に、五本の指が食い込む。

			「若いおなごの首は、何度絞めても心地がよいのぅ」

			「ガッ……！」

			　ユキはかろうじて足を振り、バアルのアゴに一発入れた。

			　首を絞める手から逃れて、宙に浮く。

			　その一瞬を、バアルは逃さなかった。腕をしならせ、振ってくる。刃のついたムチのようなそれが、ユキの首に吸い込まれていく。

			　

			　ユキの頭が跳ね飛んだ。

			　

			　頭部とわかれた胴体からは、赤い飛沫が噴水のように噴きだした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ハアッ、ハッ、ハアッ」

			　ユキは必死に呼吸した。

			　噴きだす汗をぬぐうのも忘れて荒い呼吸をくり返し、呼吸ができていることを確かめた。

			　思いだすのは、ほんの一瞬前のこと。

			　殺された。

			　自分は確かに殺された。

			　目の前のバアルに、首をハネられ殺された。

			　ただその瞬間に力を使い、なんとか戻ることができた。

			　人は首をハネられたあとも、十数秒は生きていて、意識が残っていると言われる。

			　普通の者には意味のない時間だが、ユキにとっては生死を分けた。

			　かと言って、恐怖が消えるはずもない。

			　ハネられた瞬間、二度と味わいたくのない悪寒と恐怖が脳髄を駈け巡り、今も残滓を残してる。

			　死ぬ。

			　死ぬ。

			　殺される。

			　自分はここで、殺される。

			　予感ではない現実として、自分の胸に圧しかかる。汗と涙と小便が、だらしなく滲(にじ)む。

			　生きたい。生きたい。死にたくない。

			　好きな人に甘える決意を固めた。

			　シャルルとミーアと仲良くなれた。剣技を習う約束もした。

			　これからだ。

			　自分の人生で本当に楽しい時間は、これからやってくるはずだ。

			　それなのに――それなのに。

			　死にたくない。

			　こんなところで死にたくない。

			　ユキはハアァ――っと息を吐き、全神経を尖らせた。

			　自分は生きたい。死にたくない。

			　自分が死なずに生きるためには、目の前のバアルを倒すしかない。

			　ならば自分は、バアルを倒すしかない。

			　生きようとする意志。生きようとする願い。それはなによりも強い。

			　けれども、それは幻想だ。ほかならぬ自分自身が、そんなふうに言っている。

			　それなりに経験を積んできた本能が、ハッキリと告げている。

			　自分はここで――――。

			　

			　死ぬ。

		

	
		
			　

			第26話　超展開と急展開と、ブレないラクト。

			　

			　同刻。

			　ユキの危機をリアのテレパシーで感じたラクトは、壁に向かって拳を放った。

			「オラアァ！」

			　壁は一撃で砕け、激しい風がふたりを煽(あお)った。

			　薄暗い雲の流れる虚(こ)空(くう)に、禍(まが)々(まが)しい造形の城が浮かんでいた。

			　リアのテレパシーに間違いがなければ、ユキはその城で苦戦を強いられている。

			　行かねばならない。行かねばならない。どんな手段を使っても、自分はあそこへ行かねばならない。

			　しかしこの距離。そして風。

			　雄々しいグリフォンでさえも落とされそうなところを、どうすればいいのか。

			　わからない。わからないが、行かねばと思う気持ちは消えない。

			　が――。

			（んっ………！）

			　リアは違った。

			（行かないで………。ください………。）

			（行くの、だめ………です。）

			（あぶない………です。）

			　必死な顔でラクトに抱きつき、首を振ってラクトを止める。

			　その決断は、リアにとっても苦渋のそれだ。

			　実際リアは嗚咽を漏らし、体を震わせ泣いている。

			（ひくっ………。うっ、うっ………。）

			　シャルルのことは嫌いじゃない。ミーアのことはそれなりに好きだ。ユキについてはなんとも言えないところはあるが、悪い気持ちは持っていない。

			　そんな人たちを見捨てて、いいと思うわけがない。

			　しかし、それでも――。

			（わたしは、あなたが、たいせつ………です。）

			　仮に世界を捨てようと、自分はラクトを守り続ける。

			　それで世界(ラクト)に嫌われようと、自分はラクト《世界》を守り続ける。

			　ラクトが笑顔でいてくれるなら、たとえ自分が殴られ傷つき凌辱されて殺されようと、一向に構わない。それでラクトが笑顔のままなら、なにがあっても構わない。

			　でも――だからこそ。

			　

			　ラクトには、無事で笑顔でいてほしい。

			　

			　それがリアの望みで願いで祈りであった。

			　けれども、リアの懇(こん)願(がん)は、ラクトに皮肉な閃(ひらめ)きを与えた。

			　それは単純にして、とても効果的に思えた。

			　しかし問題があるとするなら、風である。

			　無風ならともかく、突風めいた風が当たり前に吹き荒れている空間に飛び込んでいって、大丈夫なのかとも思う。嵐で波打つ濁流の中に、普段着ひとつで飛び込むようなものだ。

			　リアではもちろん厳しいし、自分であっても五分と五分。そういう挑戦になるだろう。

			　しかし危険であることは、救いにいかない理由にはならない。

			「リア」

			　ラクトはリアを抱きしめて、その閃(ひらめ)きをリアに伝えた。ほんのわずかに顔を離して、リアの顔をじっと見つめる。うなずいてくれるのを待つ。

			（ぶんぶんぶんっ！）

			（ぶんぶんぶんっ！）

			　だがリアは、首を左右に激しく振った。ラクトにぎゅうっとしがみつき、必死の抵抗をした。

			　今のラクトの発案は、リアにとっては死ねと言われるよりも酷い。

			　しかしラクトからすると、たったひとつの冴えたやり方でもある。

			　リアの頭と背中を撫でて、声なき声で言い聞かす。

			（大丈夫だから……な？）

			　ひくっ、ひくっ、ひくっ。

			　リアは体を震わせ涙を流すが、ラクトの言うことを聞くことを選んだ。

			「ありがとな」

			　ラクトはリアの頭を撫でた。自身があけた壁の前に立つ。

			　風を浴びて風に慣れ、目指す先の城を見つめる。

			　さすがに緊張で口が渇くし、心臓も鳴る。

			　それでもラクトは地を蹴りだした。

			（んっ………！）

			　リアが空圧のプレートを作りだし、ラクトの足場を虚(こ)空(くう)に作る。

			　ラクトはそれを踏みしめ進む。

			　うねりをあげる強風の中を、水切り石のように進む。

			　タンッ、タンッ、タンッ。

			　地を蹴り地を蹴り、地を蹴り進む。

			　ぶわりと風に煽(あお)られることもあったが、リアが咄嗟に足場を作る。

			　しかし先に進むにつれて、ラクトは鈍い焦りを感じた。

			　リアの力は、対象との距離に比例する。先に進めば進むほど、足場を作る力は弱まっていく。

			　おまけにリアは、ラクトを落としてはいけないと考えすぎた。

			　有限である力を、最初のほうで使いすぎた。

			　跳んでいるだけのラクトでも、緊張を感じている。リアはもっと憔(しよう)悴(すい)していた。

			（んうっ、んうっ、んっ………！）

			　視界がかすむ。汗がでる。跳んでいくラクトだけ、かろうじて見てる。

			　ラクトが跳んだ力の強さと距離を見て、ラクトがいったいどこの位置に落ちていくのか計算し、ラクトの足場の空気を固める。

			　最初のほうではラクトが地を蹴り去っても残っていたプレートが、ラクトが地を蹴った瞬間に砕け散るようになる。

			　思わず想像してしまう。思わず想像してしまう。

			　自分がプレートを作り損ねてしまい、ラクトが落下してしまう姿を。

			　リアは（んんっ………！）と唇を噛んだ。必死の想いでラクトを助ける。

			　甲斐あって、ラクトと城の距離が近づく。

			　あと一回。または二回。そのぐらいの跳躍で、届きそうになる。

			　憔(しよう)悴(すい)し切ったリアの顔にも、安(あん)堵(ど)が芽生える。

			　が――。

			　

			　グシャッと鈍い音がした。

			　

			　突風とともに飛んできた岩が、ラクトの上半身を横から殴った。

			　ぐらりとゆらいでしまったラクトは、リアの足場を踏み外す。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　同刻。

			　ユキはバアルと激しい戦いをくり広げていた。

			　ユキは炎を自身の両手にまとい、徒手空拳の乱撃を放つ。それらはすべてガードされるが、腕の皮膚はわずかに焼ける。

			　バアルの貫き手が飛んできた。

			　ユキは上半身を仰け反らしてかわし、レーヴァンテインのレプリカを抜く。

			　それはバアルの腹部を浅くだが斬る。

			　バアルは、カウンターで手刀を撃った。ユキの頭部を斜めに切り裂こうとする軌跡。剣を振り抜いたユキは、それを回避することができない。

			　が――。

			　

			　リセット。

			　

			　戦いの始まりに戻る。

			　ユキの傷はすべて塞がり、ふたりの間合いは大きく離れ、バアルの傷はそのままだ。

			　さらにバアルの記憶も消えてなくなる。

			　初見の相手には、なにが起こったのかもわからない。

			　一回の攻防で一ポイントでもダメージを与えられるなら、どんな相手にであろうと勝てる、反則級の力。

			　の――はずが。

			　バアルは、斬られた腹部に手を当てるとつぶやいた。

			「この力……。ウォーダンの人間モドキか」

			「…………はい？」

			「自覚がないのか？　神になったつもりの愚か者(ウオーダン)が作った、人間モドキよ」

			「いったいなにを言っているのですか……？」

			　ユキはレーヴァンテインを構えて尋ねた。

			　バアルのそれは、唐突にしてわけのわからない、世迷いごとのような言葉だ。

			　しかしユキの魂の部分が、バアルの話を聞き流してはいけないと言っている。

			「およそ三〇〇年の昔――神の啓示を受けた偉大なるルシフェール様は、神の命に従って、地上に巣食う愚者どもに安らかなる救済を与えようとした。しかし忌まわしき者どもは、主格のウォーダンにアルファズールという人格を演じさせ、自分自身であるアルファズールを『神からの啓示を受けた英雄』、『大いなる錬金術師』として祭りあげ、人間どもをまとめた」

			　わけのわからない話だが、アルファズールの名には聞き覚えがあった。

			　この学園の創始者にして、この常識では計れない迷宮を作ったと言われる錬金術師の名前だ。

			「そして忌々しきウォーダンは、偉大なるルシフェール様を次元の裂け目の奥に閉じ込め、あらゆる異次元クラスタを覆(おお)い被せて蓋をした。貴様らが『迷宮』と呼んでいる、『迷宮』の階層がその蓋じゃ。じゃが偉大なるルシフェール様は、異次元空間に封印されたぐらいでは死なぬ。戦いで潰された心臓と抉(えぐ)られた瞳(ひとみ)と切り取られた腕を癒やし、自身の肉体の一部から我ら尖兵を作りだし、復讐を果たすべく迷宮の中に這いでた」

			　それは忌々しい記憶なのだろう。バアルは、眉間にシワを寄せて続ける。

			「しかし忌々しきウォーダンどもは、人間にフェアゲッセンの名を与えて迷宮を管理させると同時に、特殊な力を持った人形を作った」

			　バアルは、下卑た存在を向ける視線を、ユキへと向けた。

			　

			「それが貴様じゃ」

			　

			　それはすさまじく冷徹な、刺すような声。

			「莫大な時間と魔力をかけて、特殊な力を持った人形(パペツト)の体を練りあげ、偉大なるルシフェール様の傷が癒える時期に合わせて学園に送り込む。フェアゲッセンの家ではただの勇者や女神の使い――フレイヤの御子と呼ばれるらしいが、なんということはない。生活に必要な最低限の知識(コモンデータ)のインプットを簡略化するため、外部から記憶と人格を持ってきたパペット。ゴーレムの亜種。命ですらない人間モドキじゃ」

			　ユキの足がぐらりとゆれた。バアルの言葉は、あまりに唐突で荒唐無稽だ。

			　だがしかし、思い当たることがないわけではない。

			　この階層に入る直前、ためらうラクトに自分は先に進むよう言った。

			　胸の奥がざわめいて、先に進めと言われているような感覚に陥(おちい)った。

			　いったい、それがなぜなのか。

			　今の話を聞いたあとだと、実にしっくりとくる答えがだせる。

			　

			　敵がいるから。

			　

			　進んだ先に、倒すことを義務づけられた敵がいるから。

			　自分の体は、その敵を倒すために作られたものだから。

			　体が敵を察知すれば、倒すために進めと作られていたから。

			　そんなふうに考えてみると、つじつまが合ってしまう。

			　そもそもただのウソや偽りにしては、あまりにも話が凝(こ)りすぎている。

			　それでもユキは、声を振り絞り言った。

			「証拠は、あるのですか……？」

			　震える声が意味してるのは、バアルの言葉の否定ではない。

			　そうではないと願ってすがる、子羊めいた祈りだ。

			「ふむ……」

			　バアルは、人差し指と中指を立てると――。

			　

			　自分の右目に突っ込んだ。

			　

			　ぐぢゅり、ぐぢゅり、ぐぢゅり。生理的に嫌悪感をもたらす音が響く。

			　バアルは右目に手を突っ込んだまま、朗々と語る。

			「貴様に限らず――ウォーダンの一派はパペットを作る際、記憶と意識の詰まった部位に、反抗防止の加工を施す。四〇年前の戦いに敗れたルシフェール様は、しかし偉大なるお方じゃ。敗北しつつもその戦いで、貴様らパペットの一部を食らった。そして内部の因子から、いかなる波長が貴様らの攻撃を躊躇させるのかを見切った」

			　バアルが、目から指を抜きだした。

			「これで貴様は、我への攻撃ができなくなる」

			　ユキは歯を食い縛り、右手をグッと前に突きだす。バアルに狙いを定め、いつものように、焼却砲を放とうとするが――。

			　視界がゆらいだ。

			　言葉にしがたい強烈な拒絶反応が、嗚咽めいたセキを発した。

			「ゲホッ、ゴホッ、ガハッ――」

			　飼い主に逆らい奴隷の首輪を締めあげられた奴隷のような、深い苦しみと絶望感が身を包む。

			　認めたくない真実が、神のサインが入った証明書を突きだしてくる。

			　

			「う……、ガ……、ああああああああああああっ!!」

			　

			　ユキは獣のような雄叫びをあげて、バアルに突っ込む。

			　防御も回避も忘れた捨て身は、回避不可の一撃になった。

			　けれども、とまる。

			　レーヴァンテインの剣先はバアルの首筋でとまり、それからピクリとも動かなくなる。それでも切ろうと、意識を集中させようとしたが――。

			「ゲホッ、ゲホッ、ガハッ！」

			　セキがでた。吐き気が込みあげ、視界が眩暈(めまい)でぐらりとゆらぐ。立っているのさえ辛くて、よろける。

			　バアルが掌(しよう)底(てい)を放つ。ユキの体は、その衝撃で吹き飛ばされた。

			　バアルに触れてしまったという事実が、猛毒を飲まされたかのような吐(と)瀉(しや)をうながす。

			　明らかに異常な自分自身。ユキはもう、認めざるを得なかった。

			　人ではない。人ではない。

			　自分は、自分は人ではない。人間ではない得体の知れない物体を寄せて集めて、人間めいた感情を植えつけただけの人形。クローンですらない人間モドキ。

			　わけもわからず涙がこぼれた。わけもわからず死にたくなった。

			　その感情の渦は、親から見捨てられた小さな子どもが、光の差さない深海めいた暗闇の底に包まれるのにも似ていた。

			　鏡に映る自分を見つめて、お前は誰だと言い続けた時の不安感と嫌悪感を何十倍にもしたかのような、途方もない不安感と嫌悪感と絶望感が全身をめぐっている。

			　それでも視界に、シャルルとミーアの人形が入る。

			　泣きたくなるような絶望感が、泣くのをこらえさせてくる。

			「うっ……、ぐっ……」

			　ユキは途方もない絶望感を胸の奥に無理やり押し込め、二本の足で立ちあがった。

			　友人だ。友達だ。

			　ふたりは今日、できたばかりの友人だ。

			　自分の中に、温かな感情をもたらしてくれた。

			　約束したのだ。約束したのだ。

			　魔法を切り裂く斬撃を教えてもらう約束だってやったのだ。

			　ならば見捨てるわけにはいかない。

			　仮に自分が人ではなくとも、見捨ててはいけないものを見捨ててはいけない。

			　バアルが突っ込んでくる。

			　突きだされてくる拳や蹴りを、ユキはかろうじて回避した。

			　それは酷く漠然とした、本能的な回避。

			　いかに気分が沈んでいようと、熱湯を手にかけられれば動いてしまうのにも似た条件反射。

			　しかし単なる反射では、バアルの攻撃を避け続けることは厳しい。

			　鋭い貫き手を腹部に食らった。バアルの手が、ユキの体を完全に貫く。

			　ユキはほとんどうつろな意識で、力を使った。

			　周囲の景色がぐにゃりとゆがみ、うつろな異次元空間めいた形に変わる。

			　バアルの腕が腹部から抜けて、腹部にあいた穴がふさがる。超自然的な力でバアルが離れ、自分も離れる。そして最初の立ち位置に戻る――。

			　

			　はずが。

			　

			　バアルは、一直線に突っ込んできた。

			　破壊的な笑みを浮かべて腕を振りあげ、鋭い手刀を振りおろしてくる。

			　ユキは回避しようとしたが、肩を切られた。鎖(さ)骨(こつ)にもヒビが入って、赤い血が噴きだす。

			　バアルが離れ、周囲の景色も元に戻った。

			　バアルは、自分の手を見てポツリと言った。

			「浅かったか」

			　一方のユキは、肩を押さえてうめいてた。

			　おかしい。なんで。ありえない。自分の力は、女神を名乗る存在からもらった超越的なそれで、誰にも破られたことがない。ラクトでさえも、リセットの時間そのものに干渉してくるようなことはできなかった。

			　そんなユキに、バアルは言った。

			「貴様の力は要するに、物質の存在定理に高次元のマナを加えて、空間内の確定偏差にゆらぎをもたらす技であるからな。原理がわかれば発動の瞬間に波長を合わせてやることで、攻撃を加えることはできる」

			　いったいなにを言われているのか。ユキにはわけがわからなかった。

			　ただひとつ、確実に言えることがある。

			　目の前のこの敵は、時間を巻き戻すという反則めいた力を自分に与えた存在と同じ――神話級の世界に住んでいる存在だ。

			　クラークの法則と呼ばれるものが、地球にはあった。

			　高度に発達した科学技術は、魔法と見分けがつかない――。

			　それは正論である。石器時代の人間からすれば、電話もテレビも車もビルも、魔法が作りだす幻想と変わらない。

			　ならば逆も言えるだろう。

			　自分がただの魔法と思っていたものの中には、高度な存在にとっては、科学でしかない技術も含まれている――と。

			　バアルが突っ込んでくる。ユキの顔面目がけて拳。

			　ユキは腕でいなして受けた。バアルは素早く腕を引き、その反動で膝蹴りを放った。

			「カハッ……！」

			　ユキの体が浮いたところで背中に肘(ひじ)鉄(てつ)。ユキの背骨に亀裂が入る。

			　ユキは攻撃から逃れようと、もがくかのような手をバアルに伸ばした。

			　しかしその腕を取られ、肘に向かって鋭い拳。

			　ベギィ……！　と嫌な音が鳴る。右肘が、ありえない方向に曲がる。

			　足払いを受けた。転んだところに蹴りがくる。ユキの体は、ボールのように飛んでいく。

			「あがっ、こほっ、ケハッ……」

			　ユキは顔を横に向け、喉の奥に溜まった血を吐く。

			　意識がもうろうとして、立つこともできない。

			　そして死のうとしているというのに、それを嫌だと思えない。

			　自分はパペット。道具の一種。どんなにがんばってみても、人にはなれない人間モドキ。

			　傷つけられた肉体と、突きつけられた現実が、心を酷く苛ませている。

			　頭の中の真面目な部分は、それでも立てと言ってくる。

			　だけど心の本音の部分が、立ちあがることを拒絶する。

			　立ちあがるため、生きるために必要ななにかを、外へ外へと追いやってしまう。気力と呼ぶべき無形の力を、全身から追いやってしまう。

			　深い無念を携えて、ユキは静かに瞳(ひとみ)を閉じた。

			　その時だった。

			「オオッ…………ラアァァァァァァァァァァッ！！！」

			　爆音が鳴って、壁が激しく吹き飛んだ。土埃の奥深くから現れた影が、バアルを吹き飛ばす。バアルは一直線に吹き飛んで、壁に向かって吹き飛ばされた。

			「大丈夫か？」

			　ユキはなにも言えなかった。なにも言えずにただ呆然と、現れた影の正体をじっと見上げた。

			　そしてつぶやく。

			「ラクト…………さん？」

			「ん」

			　ラクトは静かな声を返した。

			　頭部から流れでる血をぬぐい、ユキに近寄る。
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			　ここにくる以前にそれなりのダメージを負っていたらしく、足取りはいつもより重たい。

			　しかしラクトは、それを表情にはださない。無言でしゃがみ、ユキの体をやさしく抱いた。

			　リアのおかげで使えるようになっているテレパシーを使い、事情を簡単に把(は)握(あく)する。

			「そういうことか……」

			「はい……」

			　ユキはすべてを諦めたかのような、憔(しよう)悴(すい)し切った顔でうなずく。

			　しかしラクトは――。

			　

			　ユキの胸に手を伸ばした。

			　

			「きゃっ……！」

			　最初は服の上から揉(も)んで、途中で服の隙間に差し込む。

			　生のおっぱいに五本の指を食い込ませ、たっぷりともてあそぶ。

			「はあっ、あっ、あっ…………」

			　怪我の影響もあって抵抗できず、うつろになったユキ。

			　ラクトは続いて、下半身に手を伸ばす。

			　それもズボンの下というか、パンツの下に手を伸ばす。

			　ライナやシャルルを見境なく抱きまくることで磨きあげた匠(たくみ)の手つきで、パンツの下をいじくりまくる。

			「やっ……、ひゃっ……！　あっ……！」

			　ユキは絶え絶えな声をあげると、顔を真っ赤にして身をよじる。

			　恥ずかしい気持ちと戸惑う気持ちに、わけのわからない気持ちが渦を巻いて、頭を混乱させてくる。

			　そして混乱しているせいで、理性がまったく働かない。突きあげてくるかのような快楽に反抗できずに、受け入れてしまう。股間の谷間を湿らせて、やらしい液を流してしまう。

			「ひうっ……。あんっ……」

			　ラクトの指の勢いが弱まったところで、かろうじて尋ねる。

			「なんなの、ですか……？」

			「おっぱいや股間は、どんな感じなのかなって思って」

			「はい……？」

			　首をかしげるユキであったが、ラクトは再び、股間をいじった。

			「やっ、ひゃっ、あんっ」

			　ユキは子どものように身を縮め、ラクトの指に悶えて喘ぐ。

			　ラクトは指をおっぱいに戻した。ぐにぐにぐに。指で押し突つきながら言う。

			「エロいことができるなら、男だろうと人形だろうと一向に構わんっ！」

			　なんという色魔。会話するエロス。生きているセクハラ。

			　こんな状況であるというのに、一ミリもブレない。真面目で重い空気など読まず、とりあえずエロをする。進んではいけない方向に向かって、全速力で突き進んでいる。

			　ユキはもう、率直に尋ねた。

			「バカ……ですか？」

			「エロいだけだ」

			　ラクトはキッパリ言い切った。

			　それがバカだと、ユキは言いたい。でも言うことができなかった。春が訪れたかのような温かさが胸の奥にあふれ、白い花がふわりと咲いた。冬の寒さで凍てついたツララが春の日の温かさで溶けだしたかのように、温かな涙が頬を伝った。

			　ラクトはユキの頬に手を当てて、伝う涙を親指でぬぐった。

			　ユキは凍った心の真ん中が、癒されるのを感じた。

			　ラクトに対して思うところは、つい先日と変わらない。

			　この人はフラチだ。

			　見境いとか分別とかいった概念はカケラの破片程度にも存在していなくって、リアのような小さな子にも、平然とえっちなことをする。

			　けれども、それゆえに大きい。

			　相手にどんな過去や秘密や正体があろうとも、『エロいことできるならいい』で流す。

			　あまりにも堂々とした、無差別紳士。苦笑いしか浮かばない。

			　でもその苦笑いが、今はとても温かい。

			　ユキは静かに瞳(ひとみ)を閉じる。

			　もしもこのまま消えてしまったとしても、自分はとても幸せであると思った。

			　この幸せの一瞬が終わったあとに命の焔(ほのお)が溶け消えようと、悔いはないと思った。

			　けれど死なない。

			　赤峰ユキは――――生きる。

			　

			　もっと生きたいと思う時を生きることができる。

			　それに勝る幸せはあろうか。

		

	
		
			　

			第27話　ラクトの師匠、ギルス＝トリストラ。

			　

			「許さぬぞ、小僧……！」

			　不意打ちを食らったバアルが憎しみの眼差しをオレに向けた。

			「ググ……。ガＧＡ…………。ＧＵＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡッ！！！」

			　人狼のごとき姿に変わり、憤怒の形相でオレを襲う。

			　が――。

			　

			　オレは一撃で吹っ飛ばした。

			　

			　衝撃の余波で壁が吹き飛び、バラバラになったバアルの破片が、風で粉々に散っていく。

			　断末魔をあげる余裕すらない、完全な即死だ。

			　絡め手なしの殴り合いで、オレに勝てると思ってもらっては困る。

			　オレはふうっと息を吐き、ユキにシャルルにミーアを見やる。

			「はうっ……」

			「んんっ……」

			　シャルルとミーアは人間に戻り、意識を覚醒させつつあった。

			　が――。

			「ユキ……？」

			　ユキは意識をなくしていた。

			　オレは静かに膝をつき、ユキの様子を確認していく。

			　息がない。

			　心臓もとまっている。

			　眠っているかのように閉じられた瞳(ひとみ)は、開く気配が微(み)塵(じん)もない。

			　触れた頬もひやりと冷たく、まるでマネキン人形のようだ。

			「ッ――」

			　最悪の想像が、オレの頭に去来した。

			　生きていると思ってた。間に合ったと思ってた。

			　けれども、しかし――。

			　その時である。懐かしい声がした。

			「よっ」

			　軽やかなあいさつを入れてきたのは、爽やかに刈り上げられた瑞々しい黒髪に、やはり爽やかな顔立ち。そして黒いローブを羽織った男。

			　オレにとっては懐かしい、忘れるはずのない顔立ち。

			　しかしこんなところにくるはずがないという感情が、いぶかしむ声を発した。

			「……ギル？」

			　声の主は、ギルス＝トリストラ。

			　オレをこの世界に呼んで、いろいろと教えた錬金術師だ。オレにとっては、始まりの錬金術師とも言える。

			「ユキ――というか決戦用のホムンクルスには、機能不全に陥(おちい)ると発動する転移術式魔法陣が組み込まれているからな。こういう事態になった時は、おれが呼びだされるってわけだ」

			　かなり唐突な答えであって、オレは言葉を失った。

			　しかし一方、腑(ふ)に落ちる部分もあった。

			　オレの修業の中で使われていた、無限に生えてくる木(インフイニツト・ツリー)がこの学園でも使われていたり、学園武芸会の優勝商品であると同時に、この学園の外の人間にはほとんど知れ渡っていないらしい特殊鉱石――太陽の雫(しずく)の存在が、ギルからもらった本にあったり。

			　そういうギルと学園との関係も、そもそも関係者だったと言われるのならもっともだ。

			　ギルはユキの右手を手に取り脈を測ると、首筋に手を当てた。

			　青い薬が入った小瓶をだして、ユキの口に含ませる。

			「大丈夫なのか……？」

			「戦闘中枢が破壊されちまってるから、戦いに戻るのは難しいな」

			「戦わなければ大丈夫ってことか？」

			「そうだな。戦士としては完全に死んだが、逆に言やぁそれだけだ」

			「そうか……」

			　とりあえずほっとした。しかし同時に気になった。

			「アンタ、けっきょく何者なんだ？」

			「一言で言やぁ、オマエと同じ異世界人だよ」

			「オレと同じ？」

			「同じと言っても、科学のレベルは比べものにならねぇ。お前らにとっては『魔法』の域に達しているような技術を、子どもがコンビニで買うことができた。けどそこに住んでいるのは、やっぱ人間でな。喧嘩もすれば喚きもするし、星をまたげるぐらいは当たり前になっても…………戦争を起こしやがる」

			　ギルは目を伏せ、吐き捨てるように言った。

			「その戦争――ラグナロクの規模があまりにも大きくてな。生活圏にあったふたつの星が、ふたつ揃って住めなくなった。だから転移装置で異次元空間を叩き割って、次元の隙間に入り込んで逃げてきたってわけだ」

			「……オレを呼んだ時に話したことは、ウソだったのか？」

			「半分ぐらいは、そうなるな」

			「…………」

			「おれはもう、四〇〇年はこの世界に住んでいる。けどずっとひとつの肉体ってわけじゃなかった。肉体の崩壊が近づいてくるたび、同化の法を使って魔力の高い人間に同化させてもらった」

			　薬をユキに飲ませたギルが、今度は右手をユキの首筋に当てる。

			　白い光がユキに当たって、小さな傷が消えていく。

			「ただその同化の法は、相手の許可なく使おうとすると、失敗するか、成功しても死ぬほどの苦しみに耐えないといけねぇ。だからこっちの素性その他を説明した上で、許可を取りにいくわけなんだが……」

			「アンタの交渉したやつが、自分の技術を広めてほしい錬金術師だった……ってわけか」

			「名乗った名前――ギルス＝トリストラってのも、そいつの名前だ」

			「なるほどな」

			「ギルに肉体をもらったオレは、オレ自身の目的と、約束を果たすためのふたつを兼ねて次元を割った。運命線を見ながら人を探して、見つけたのがオマエだ」

			「運命線？」

			「真っ暗な空間の中を光る川のようなものだ。そこを流れ進むオマエたちが、誰と出会ってどこに行くのか。おぼろげにだがわかる」

			「予知みたいなものか」

			「細かいところは見えない上に、弱い相手の存在もわからないけどな」

			「というと？」

			「お前がキムレスの街のライナや、この学園に縁があることも見えていたが、それ以外はわからなかった。だからお前の行動なんかは、お前が持っている記憶から推測するしかなかった」

			「…………」

			「こっちの予想だと、オマエは戦いから逃げるタイプだった。だからギルへの恩返しも兼ねて、オマエをキムレスの街のライナや、この学園のユキをサポートするための存在として、錬金術師にしようと思った」

			「未来が見えるって言っても、その程度ってことか……」

			　そういうことだ、とギルは言った。

			「自分では戦わないのか？」

			「むかしはそうしていたんだが、今は余力がないからキツイな」

			「そうか……」

			　オレは相(あい)槌(づち)を打った。

			　それを真実とすれば、ギルからもらった錬金術の本に、極端なほどに危険な武器が多かった理由にも説明がつく。

			　しかし頭がぼんやりしている。あまりに急で唐突で、理解が追いついていない。

			　理屈でおぼろげな理解はできても、心から『わかった』という感じがしない。

			　心で理解ができないままに、そうなのだからそう思え――とだけ言われているような感じだ。

			　それでもひとつ、どうしても気になることがあった。

			「オレが全力で錬金術師をやってれば、ユキはこんな目に遭わずに済んだのか……？」

			「それはないな」

			　即答だった。

			「オマエがユキに、最高の武器を作る。ユキは一〇回二〇回とリセットを入れて、ようやく勝てる。戦力としては、そのぐらいの差があった。けどユキは、リセットの力を封殺されちまった。最高の武器を持っていても、あれじゃ勝てねぇ」

			「…………」

			　話しているうちに、ギルによるユキの治療が終わった。

			　ギルはオレに言ってくる。

			「まだ聞きたいことはあるか？」

			　オレはしばしの沈黙を挟んだ末に、ポツリと言った。

			「オレもユキと同じ、戦闘用の人形(ホムンクルス)だったりするのか？」

			「その予定ではあった」

			　ギルは言った。

			「そもそもオレたちの理論と感覚で言う異世界ってのは、まるで違うところにあるように見えて、実はすぐそばにあるんだ」

			「……？」

			「二枚の紙が、重なり合っているような状態だ。傍目には密着している二枚の紙でも、下の紙の絵は上の紙には行けねぇし、上の紙の絵は、下の紙には行けねぇ」

			「……なるほど」

			「それでも行こうと思ったら、どうすればいい？」

			　オレはすこし考えて、浮かんだ答えを口からだした。

			「紙についているインクを吸い取ってバラバラにして、まったく同じ絵を構成する――って感じか？」

			「察しがいいな」

			　ギルは短くうなずいて続けた。

			「と言っても、普通は次元空間の断裂作用で、肉体はバラバラにされちまう。だからオマエが住んでいた世界からこっちの世界にくるやつってのは、肉体がバラバラになっても残る自我や意識を構成する因子――わかりやすく言えば魂を、ホムンクルスの体に入れたやつ。または魂が空気の中に溶け込んでしまう前に、運よく妊婦の中に入れたやつのどちらかなんだ」

			　オレは咄嗟に、ユキとカミーユのことを思い浮かべた。

			　ホムンクルスの体に入ったのがユキで、妊婦の中に入れたのがカミーユ――ということか。

			　そしてギルは、オレを見て言った。

			「それがオマエは、肉体そのままでこっちの世界にきやがった」

			「…………」

			「どうしてそれができたのか。正直に言うとわからん。異空間への耐性が、数十万人にひとりっていうレベルで高かったんだろうな、とは思う」

			「アンタでもわからないことはあるのか」

			「オマエらが知らない技術や力を持ってはいても、逆に言やぁそれだけだからな。難しいことはわからん」

			　確かにオレたちの世界も、ほんの二〇〇年前の江戸時代から見れば、魔法使いの国である。

			　電気にガスにテレビに水道。全部魔法だ。

			　では知らないことがないのかと言えば、そんなことはまったくない。

			「…………」

			　オレはじっと自分の手を見る。グゥ、パーと握って開き、触感を確かめる。これといったものは感じない。しかしギルが言う限り、かなり特殊な肉体なようだ。

			（まぁゲームとかで異世界に召(しよう)喚(かん)される勇者も、地球ではパッとしなかったりするしなぁ）

			　なのでそうなっている以上、そういうものだと割り切ってしまうのが一番だろう。

			　オレはもともと、細かいことを気にする性格じゃないしな。

			　エロいことできるならそれでいい。

			「そういうわけで、じゃあな。フェアゲッセンのやつらにユキのことを聞かれたら、『英雄の館で休憩している』と言えば伝わる」

			　そう言って、ギルはパチンと指を鳴らした。

			　空間が割れて、ユキといっしょに消えていく。

			　オレは狐に摘ままれたような気持ちで、ふたりが消えた跡を眺めた。

			　が――。

			　グオォンッ！

			　突如、城が激しくゆれた。壁や床に亀裂が入って、天井からパラパラと粉が降る。

			　頭の中に声が響いた。

			（ラクトさまっ！）

			　アリシアだった。

			　受信限定とはいえオレがテレパシーを使えるのを利用して、一生懸命送ろうとしているような感じだ。

			（わたしたちがルシフェールの尖兵を倒したことで、この塔は崩落します！　速やかに、転移結晶でご離脱を!!）

			（わかった）

			　伝わるのかどうかはよくわからないが返事をし、ここにくる時にぶちあけた穴に近寄って叫んだ。

			「聞こえていたかっ?!　リアッ！」

			（こくっ！）

			　リアはうなずき、どやっ[image: kao08.png]って顔で転移結晶を取りだした。

			「よしっ」

			　オレはシャルルとミーアを抱いて、転移結晶を砕いた。体が光の粒子に包まれ始まる。

			　そしてオレが消えた直後に、大きなガレキが落ちてきた。

			　間一髪だ。

		

	
		
			　

			第28話　樹海の塔の探索が終わって～多少ブレてもすることは変わらないラクトさん～

			　

			　長い戦いと探索が終わり、学園の中に戻った。

			　シャルルやミーアはもちろんのこと。リアやセシリア。ライナやアリシアも無事である。

			　服や姿がボロボロな感じにはなっているが、重そうな傷はない。

			「ラクトぉ～～～～～～～」

			　ただリンディスが、ちょっとばかり無事ではなかった。

			「怖かったぜなぁ～。いろいろ、いろいろ怖かったぜなあぁ～～～」

			　見た感じ傷はないのだが、精神的にまいったらしい。いつも以上のヘタレっぷりで、オレに抱きついてくる。

			　オレはリンディスをやさしく抱いて、頭や背中を撫でてやった。

			「んうぅ、んううぅ～～～」

			　リンディスは、オレの胸板に顔をすりすりこすらせた。頭にくっついている羽が、ぴこぴこと動く。

			「そんな強い敵だったのか」

			「ライナの姐さんがいなかったら、あっさり全滅してたぜなあぁ～～～」

			「相手の能力とわたしの戦いの中身から言えば、そういうことになるのだろうな」

			　ライナは淡々と言った。

			　どんな戦いをしたのかは知らないが、さすがライナといったところだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そしてオレたちは家路についた。

			　アリシアは学園のほうですることがあるといい、学園のほうに行った。

			　セシリアはアリシアの姉なので、当然いっしょだ。

			「ただいま」

			　声をだしつつ戸をあける。

			「ううぅ……」

			「あうぅ……」

			「じゃんよぉ……」

			　キツネっ子のカミーユと、ウサミミ姉妹のレミナとロミナが、なんか恥ずかしがっていた。

			　三人輪になって正座して、もじもじしながら互いを見ている。

			　格好は、レミナとロミナがウサミミを生かしたバニーガールで、カミーユがエプロンドレス《メイド服》。白いエプロンとピンクのドレスのメイド服だ。

			「ただいま」

			「ひゃんっ！」

			「きゃっ！」

			　ようやくオレに気づいたらしい。

			　レミナとロミナが悲鳴をあげて、カミーユの後ろへと隠れた。

			「ああっ、ばか！　なに隠れてるんだよっ！　ええっと……ばかっ！」

			「えっと……、その……」

			「実際に見られると、恥ずかしいじゃんよ……」

			　ロミナとレミナに盾にされ、カミーユはオレを指差す。

			「カカカッ、カンチガイするなよ！　くそばかっ！　こここ、この格好は、レミが今回の探索は大変そうだって言うから、帰ってきたオマエを元気づけるにはなにがいいのか考えた結果なんだからな！　しゅしゅしゅ、趣味でしているわけじゃないんだからな！」

			「そうか」

			　オレはカミーユの前にしゃがみ込み、その格好をまじまじと見つめた。

			　白とピンクのエプロンドレスはとてもかわいく、胸元は広くてエロい。頭に乗っているカチューシャはとてもキュートで、白いニーソックスとスカートが作りだす絶対領域は絶妙である。

			　特に頭のカチューシャは、メイド服には欠かせないと思う。

			　メイド服における純白のカチューシャは、ショートケーキにおけるイチゴぐらいに大切だ。

			　カミーユは、それをちゃんとつけている。

			　オレが好色そうな目線を這わせていたせいだろう。カミーユは、プチパニックを起こして叫んだ。

			「カカカ、カンチガイするなよ！　本当にするなよ！　ボクのこの格好は、単なる単なる女装なんだからな！　女装だからオトコにしかできなくって、だからボクはオトコなんだからな！　オトコらしいんだからな！」

			　オレは「そうか」と短く言って、カミーユを抱きしめた。

			　やわらかな体と温かなぬくもりが伝わってくる。

			「ううっ、ううぅ……」

			　抱かれて恥ずかしいのだろう。カミーユは、唇を噛んでうなった。

			　カミーユのオレと触れあっている部位が、じわじわ熱くなってくる。

			　かわいい。

			　しかし今日のオレは、和やかにはなれなかった。

			　カミーユを荒っぽく押し倒し、胸元をグイと引っ張る。白い美乳が、ぽにょっとこぼれた。

			　カミーユの首筋に吸いつきながら、握り潰すかのような勢いで揉(も)む。

			「なななっ、なに盛ってるんだよ！　ばかっ！　くそばかっ！　こういうことするんなら、レミとかロミとかにしろよっ！」

			「オマエとしてから、ふたりともするさ」

			「ひあああんっ！」

			　オレの行為が激しいせいか、カミーユの悲鳴も、いつもより激しい。それでもオレは手加減できず、かなり手荒にやってしまった。

			　ロミナにもレミナにも、かなり乱暴にやってしまった。

			　そしてレミナに乱暴してると、自分がこうなってしまっている理由に気づいた。

			　今回の探索。

			　ユキが重いケガをしたこと。

			　戦うことになるであろう、黒幕めいた敵の存在。

			　オレはそれらに、強いしこりを作られていたんだ。

			　生きている体。温かな触感に触れることで、生きていることを確かめたいんだ。

			　戦いの場にいた時は麻痺していた感覚が、平和を浴びることで蘇った。

			　凍えて感覚の消えた手足が、ぬくもりを浴びることで痛みを思いだすように。

			　しかしそれらを自覚しつつも、やさしく抱いてやることができない。子兎を食らう飢えた狼の勢いのまま、レミナに乱暴してしまう。愛の行為ではなく、禽獣のそれとしてやってしまう。

			（ん………！）

			　そしてレミナとの行為が終わったところで、リアがくっついてきた。

			（ぎゅうぅ………[image: kao05.png]）

			　必死な顔で、コアラみたいにくっついてくる。

			　オレがいつものオレではなくて、それでもオレから離れない。

			　たとえ生け贄にされようと、絶対に離れない。

			　そんな悲壮な決意をしていた。

			「わたしも今日に限っては、キミをあえて止めはせん。わたしの体でよいのなら、思うがままに使うがいい」

			　ライナもリアの反対側から、オレの腕にしがみつく。

			　オレはふたりの気持ちに甘え、本能のまま貪った。

			　リアにはやさしくしてやれたのだが、ライナは強いというイメージを持っているせいだろう。

			　かなり激しくやってしまった。

			　それでもライナは耐えてくれた。

			「ふわあぁんっ！　あんっ、あんっ♥　クウゥゥンッ！♥♥！♥♥!!♥♥♥！！！」

			　軽く一〇回だされてイカされようと、やめるようには言わなかった。

			　ふたりを貪り尽くしても、オレの気持ちは収まらない。

			　シャルルやリンディス、ミーアのこともなぶり抱く。

			　最後はみんなグロッキーになって、床の上に転がった。

			　そんな中、リアが起きあがってオレに抱きつく。

			（ぎゅうぅ………っ！）

			　つい先刻と同様に。

			　オレがさびしくならないように。

			「はぐぅ……、んっ……」

			　一番激しくされたライナも、静かに這いつつオレにくっつく。

			　ふたりはどんなに激しくされても、ひたすらオレを受け入れた。

			　オレに抱きつき、懸命に言ってくる。

			「わたしは、キミの、味方だぞ……？」

			（わたしも、あなたの、みかた………です。）

			　それはたとえなにがあっても。

			　それはたとえなにをされても。

			　絶対に変わることのない、永遠の真実。

			　そんなメッセージをオレの何倍ももろくて儚(はかな)く華奢な体で、一生懸命に伝えてくる。

			「シャルルもシャルルも、おんなじシャルルであります……わん」

			　シャルルも静かに起きあがり、オレのほっぺたをぺろぺろと舐めてきた。

			　ただしシャルルに限って言えば、エロをされたいだけな気がする。

			　まぁでも、それはそれはシャルルらしい。

			　しばれた霧のような感覚に凍らされていたオレの心が、熱く溶かされほぐされていく。

			　穏やかな気持ちになってきたオレは、やさしい気持ちで三人を抱いた。

			　最後にオレは、ふたりのおっぱいを枕にして眠った。

			　シャルルのおっぱいを枕にしたあと寝返りを打って、リアのおっぱいに顔をうずめる。

			　本当はライナのおっぱいも枕にしたかったのだが、空気イスと変わらないので諦めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝がきた。オレは静かに目を覚ます。

			　気分はそこそこといった感じだ。言うほど晴れやかではないが、陰鬱でもない。

			　ひとつ上の世界から、今の自分を見ているかのような気分。

			　いわゆるひとつの賢者モードだ。

			　

			　やっぱり――エロスは最高だぜ！

		

	
		
			　

			第29話　アリシアとシャルルと錬金術師。

			　

			　みんなとの行為が終わり、朝がくる。

			　朝食を取ったオレは、落ちつきながらもある種の緊張感を持って待機していた。

			　ドアからノックの音がする。

			「わたしです」

			　アリシアだった。

			　それはいつになく真剣で、感情を押し殺しているような響きがあった。

			　オレは気を引き締めて、ドアをあけた。

			「ひとりか？」

			「はい」

			　オレを見上げるアリシアの瞳(ひとみ)も、声と同じく真剣なものだった。

			「よろしければ……ですが、何も聞かずにきていただけると……」

			「オレだけでいいのか？」

			「…………」

			　アリシアは、なにも言わずに目を伏せた。

			　オレは急かさず、アリシアの言葉の続きを待った。

			　こういう時の沈黙は、自分の中で気持ちの整理をつけている時に起こるものだ。

			　だから遮(さえぎ)ったりしてはいけない。

			「本来は……。〈フェアゲッセン〉の使命と義務の問題であって、ラクトさまのことは巻き込みたくないのですが……」

			「ユキも敗れているとなると、オレに頼らなきゃどうしようもないってことか」

			「はい……」

			　オレはうつむいたアリシアの頭を、ぽんっと叩いてから言った。

			「じゃあ行くか」

			「えっ？」

			「そのつもりできたんだろ？」

			「おっしゃる通りではございますが……」

			「が？」

			「細かい事情に役割を、お聞きにならずともよろしいのですか……？」

			「聞くなって言ったのはそっちじゃん」

			「おっしゃる通りですが……」

			「どっちにしても、協力することは決まってるんだ。それなら色んな細かい話は、アリシアが話したい時に話してくれればそれでいいよ」

			「ラクトさま……」

			　アリシアは頬を染め、申し訳なさげにうつむいた。

			「それでは行こうか」

			　いつの間にか準備を終えていたライナが、オレの横を通り抜けて言った。

			「アリシア＝フェアゲッセンが管理している迷宮で取れるアイテムや鉱石は、わたしの街にとっても重要な資産だからな。微力とはいえ力になるなら、見過ごす道理はあるまい」

			「ありがとう……。ございます…………」

			　感極まっているのだろう。アリシアは、声を詰まらせて頭をさげた。

			「はうぅ……」

			　そんなオレとアリシアを見て、シャルルが泣きそうな顔をした。

			　塔の探索では肝心なところでなんの役にも立てず、今回は名前を呼ばれすらしない。

			　かと言って、自ら名乗り出られる実力のないことは、ほかの誰より理解している。

			　しかしシャルルは、二十四時間オレの役に立ちたいと考えている。

			　必死に気を張り、喉の奥にへばりついていた言葉を発した。

			「シャ、シャルル、も…………」

			　オレはアリシアを見た。

			　ボスと戦うことは難しいにしても、なにかできることはないかと思う。

			「…………」

			　アリシアは、なにも言わずに家に入ると、庭へと降りた。

			　両手に指がでるタイプのグローブをはめて、シャルルへと言う。

			「こちらへ、シャルルさま」

		

	
		
			[image: 315.jpg]
		

	
		
			　シャルルはキツネに摘ままれたような顔をしつつも、庭へと降りた。

			「ラクトさまのお役に立ちたいと思うのでしたら、せめてわたしにお勝ちください」

			「はうっ……」

			　シャルルは怯んだ。アリシアのような小さな相手と戦うことをためらっているのか、アリシアの気配に気圧されているのか。

			　オレにはどちらかわからなかった。

			　どちらかわからないほどに、アリシアのまとう空気は異質であった。

			「えっ、あれっ、戦えるの？　アリシアちゃんって」

			「訓練でしたら、幼きころより積んではいました」

			　戸惑うミーアの問いにも、冷静に答える。

			「シャルル」

			　オレは訓練用の木剣を、シャルルに渡した。

			「油断していて負けたとか、そういう言い訳がでるような戦いはするなよ」

			「はいであります……わん」

			　シャルルは唇を引き結んでうなずく。

			　庭に降り、アリシアと対(たい)峙(じ)する。

			「シャルルさま、どうぞ」

			　アリシアの合図に、しかしシャルルは動かない。

			　一拍、二拍と間合いを測り、アリシアの気配と様子をうかがう。

			　顔は真剣そのもので、油断も隙も存在しない。

			　まさにオレが言った通りだ。

			　一秒、二秒、三秒と、硬直が続く。

			　一〇分にも二〇分にも思えるような、濃密な睨み合いが続き――。

			　アリシアの肩が、ピクリと動いた。

			「わんっ！」

			　シャルルが木剣を振る。

			　オレが命令した通り、油断も隙も容赦もない一撃が、アリシアの頭部へと向かうっ！

			　そしてシャルルの木剣が、アリシアの頭部へと吸われた。

			　けれども、それは残像だ。

			　アリシアはシャルルの真横へと回り、腕輪を構えた。

			「第一クラフト――ガンショット！」

			　ドオォンッ！

			　ガンというよりキャノンに近いエネルギーの塊が腕輪から放たれて、シャルルの体の横を襲った。

			「はううっ！」

			　シャルルは木剣を離し、かろうじて回避した。

			　エネルギーの塊はシャルルの鼻先を通過して、幅五メートル以上はある小川を真っ二つに割った。

			　アリシアの体、ガンショットの反動で後ろにさがる。

			　小ビンを三本、指に挟んで取りだし放った。

			「第二クラフト――クラックファイア！」

			　アリシアの腕輪がキラリと光った。指の先から直径三〇センチほどの火球が飛びだし、宙に浮かぶ小ビンをかすめる。

			　小ビンの中の火薬が熱され――。

			　

			　手榴弾のように砕ける！

			　

			「わんっ！」

			　シャルルは地面を転がって距離を取る。

			　転がりながらも木剣を拾い、起きあがり際に振るった。

			　茶色の軌跡が虚(こ)空(くう)に生まれ、バリアのようにガラスを弾く。

			　タンと地を蹴り、アリシアに突っ込む。

			「第三クラフト・レイソード！」

			　アリシアの腕輪が再び光った。アリシアの手から、白い光りの剣が伸びる。

			「はうっ?!」

			　アリシアの横薙(な)ぎ。

			　シャルルはバックステップで避ける。

			　四メートルほど距離を取り――対(たい)峙(じ)。

			　一秒、二秒、三秒と、静寂の間。

			　戦いが始まる前の時と、同じような雰囲気だ。

			　しかし今度は、アリシアが動いた。

			　光る砂の入った小ビンを放り、自身の剣で破壊する。

			「第四クラフト・破片化した光(フラグメント・ライト)！」

			　小ビンの中身が、光る散弾と化してシャルルを襲う。

			　逃げ場がない。

			　決着か？

			　オレがそう思った刹(せつ)那(な)――。

			「わんっ！」

			　シャルルは裂(れつ)帛(ぱく)の気合いを発した。婉曲的な炎の壁が、破片のような光を防ぐ。

			「なっ――」

			　驚(きよう)愕(がく)したアリシアが、ほんのわずかに後ずさる。

			　シャルルが地を蹴り、アリシアへと突っ込む。

			　が――。

			　

			　地から突然木の根が生えて、シャルルの体に巻きついたっ！！！

			　

			　アリシアが爆発させた小ビンの中に入っていた、すごく《改造された》速く《インフィニット》伸びる木《ツリーの種》が、発芽した格好だ。

			　しかしあの爆発の中にそんなものの種が混ざっていたとは、オレだからわかることだ。

			「はううっ?!」

			　シャルルはなにがなんだかわからないまま、がんじがらめにされてしまった。

			　必死に動こうとするが、アリシアは速い。シュピッと鋭くダーツを投げた。

			　シャルルの肩に、プスッと刺さる。

			「はうっ、うっ、うぅ…………」

			　麻痺したシャルルは動けない。脳が体に命令を送ろうとしても、体が言うことを聞かない。ピクッ、ピクッと痙攣するのが精一杯だ。

			　アリシアの光(こう)剣(けん)が、シャルルの首に突きつけられる。

			「わたしの勝ち――ですね」

			「はうぅ…………」

			　シャルルは、力なくうなだれた。

			　それにしても無数のアイテムを使うアリシアのスタイルは、実に錬金術師らしかった。

			　この世界の錬金術師は、本当はこうやって戦うんだよな。

		

	
		
			　

			第30話　アリシアの試験。

			　

			「…………」

			　アリシアが無言で除草剤をまくと、シャルルを拘束していた木は枯れた。

			　シャルルの体は解放される。

			　オレはシャルルを抱きとめた。

			「大丈夫か？　シャルル」

			「からだが、ぴりぴりであります…………わん」

			　シャルルは唇を噛んで、澄んだ瞳(ひとみ)をうるませた。負けた事実そのものよりも、自分自身の不甲斐なさで泣きそうになっている。

			「それにしても、いつの間に魔法なんて覚えたんだ？」

			「以前の探索でアリシアさまより炎の腕輪をお借りしたときに、だいたいのコツをつかんだであります…………わん」

			「それで覚えたのか」

			「はいであります……わん」

			　シャルルは小さくうなずいて、オレの胸板に顔をこすらす。

			　小さな体が小さくゆれて、豊満なお尻(しり)と丸くてかわいい尻尾(しつぽ)もゆれた。

			　どんな状況であろうとも、オレにくっついていると条件反射で気持ちがよくなってしまう。

			　それはシャルルの特徴である。

			　かわいい。

			　オレはシャルルのお尻(しり)を撫でた。

			「はぅわん……、あんっ……」

			　シャルルは艶っぽい表情を見せて喘いだ。

			　オレはシャルルにセクハラしながら、アリシアを見た。

			　セクハラを見せられたアリシアは、頬を赤く染めていた。目を伏せて答える。

			「フレイムリングを使うことで、魔法の力に目覚める例はあります……」

			「うん」

			「しかし腕輪なしで発動できるようになるには、腕輪をつけた状態で半年。早くとも三ヶ月は練習を続ける必要がございます。これほどの期間で発動できるようになるような例は、そうそう……」

			「オレのシャルルは、天才だからな」

			「…………」

			　アリシアは、なにも言わずに庭のちょっと広めのスペースへと移動した。

			　水色の砂が入った小ビンを取りだし、六芒星の魔法陣を地面に描く。

			　魔法陣の中に黒い鉱石を置いた。しゃがみ込み、魔法陣の端に手を当てて――。

			「錬成します！　ハイウォール！」

			　現れたるは、黒い壁。高さは二メートル五〇センチ。厚さ三〇センチほどの大きな壁だ。

			「単純な戦いでわたしに勝てないのでしたら、せめてこの壁を破壊できるぐらいの攻撃力があることは見せてください」

			　アリシアは注射針をだして、シャルルに刺した。

			「ハウッ――！」

			　液がシャルルに注入されて、麻痺の毒が消える。

			　オレはシャルルの体を離し、黒い壁に触れてみた。

			　コンコンコンっとノックする。

			「けっこう硬いな……」

			　オレはクッ……と足を引き、その反動で拳を振った。

			　

			　バガアァァァンッ！

			　

			　壁はあっさりと砕け散った。

			　強度を確認するつもりで殴ったら、簡単に砕けてしまったでござる。

			　

			　ライナとかアリシアたちが、沈黙をした。

			　とても気まずい空気が流れる。

			　大統領が乗る車に使われている防弾ガラスに、拳銃をぶっ放すデモンストレーションをしたら、大統領の頭が吹き飛んでしまった……みたいな空気だ。

			「魔法か強力な武器を使わなければ壊せない壁を、素手で壊さないでください……」

			　アリシアは気落ちした声でつぶやき、散った破片を拾い集めた。魔法陣の中に戻して、魔法陣の端に手をかける。

			「錬成します！　ハイウォール！」

			　黒い壁が現れた。オレがぶっ壊したのと同じ、高さは二メートル五〇センチ。厚さ三〇センチほどの大きな壁だ。

			　そしてアリシアは、シャルルに言った。

			「単純な戦いでわたしに勝てないのでしたら、せめてこの壁を破壊できるぐらいの攻撃力があることは見せてください」

			　つい先刻のＮＧは、なかったことになっていた。

			　とても素敵なスルー力。

			　さすがは、あのセシリアの妹だ。

			「ふむ……」

			　今度はライナが壁に手を当て、触感を確かめた。

			　ドンドンドンッ！

			　至近距離から拳銃をぶっ放し、腰のサーベルに手をかける。

			「ハアッ！」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合いとともに放たれる剣閃は、しかし壁にとめられる。

			　ライナは剣から手を離し、拳の連撃を叩き込む。

			　炸裂音めいた音が響くが、壁はヒビも入らない。

			「これは確かに、頑丈な壁だな。そう簡単には壊せる気がせん」

			　ただしその口調には、他人事のような響きがあった。

			　一割か二割の力では難しいけど、三割もだせば簡単に壊せる。

			　言い方としては、そんな感じだ。

			　続いてレミナが前にでた。

			　大剣を背負うように構え、間合いを測り――。

			「――ラァァァァァァァァァァァァァ!!」

			　気合いとともに、鋭い斬撃。

			　大剣から放たれるそれは、旋風のごとき威圧感を持って壁へと当たるっ！

			　が――。

			　ギイィィィン――と鈍い音が響き、斬撃はとめられた。

			「グッ……」

			　レミナは鈍痛に歯を食い縛るがバックステップで距離を取った。今度は大剣を両手で握り、下から激しく切りあげる。

			　暴風のごとき一撃は、しかし壁に防がれる。

			「ぎっ…………」

			　腕もかなり痺れたらしい。レミナの顔が引きつった。

			「めっちゃ硬くて、頑丈……じゃんね…………」

			（くい………。）

			　リアがオレの服の裾を引っ張り、オレを（じぃ………。）と見つめた。

			「リアもやってみたいのか？」

			（こくっ。）

			　リアは小さくうなずいた。

			　かわいい。

			（ん………。）

			　みんなによけてもらったリアが、離れた位置から力を溜めた。空圧の矢を自身の周囲に張り巡らせて、一息に解き放つ。

			　ズガガガガガ。

			　無数の矢たちが激しくぶつかり、土埃が舞う。

			　しかし無傷だ。黒い壁にはかすり傷はもちろんのこと、光沢の曇りさえない。

			（んっ………！）

			　今度のリアは両手を使い、力を集中させて放った。

			　ガオンッ！

			　黒い壁は〈く〉の字に曲がる。

			　リアは地を蹴り、へし折れた壁に向かって駈けた。

			　落ちてくる壁の上部に手を触れて、自身の力を至近距離からっ！

			　ドオォンッ!!

			　その一撃で、壁は粉々に吹き飛んだ。

			　レミナの大剣ではビクともしない。

			　リアがやっても力を一点に集中させるか、接近しないと壊せない。

			　それでも無敵ではないあたり、そこそこ高いが無理なハードルではない。

			　アリシアが破片を集め、壁を再召(しよう)喚(かん)した。

			「…………」

			　シャルルが壁に近寄り触れる。静かに触れて壁を撫で、ほっぺたをくっつける。

			「はうぅ……」

			　その顔が、泣きそうにゆがんだ。

			「どうした？　シャルル」

			「刃を通すためのスジが、見つからないのであります……わん」

			「確かにそうだな」

			　専門的には〈刀線刃筋〉と呼ばれるスジに沿って剣を走らせるのが、モノを切る時の一番基本的な方法である。

			　レタスやティッシュの簡単に裂ける方向と、うまく裂けない方向が、タマゴのカラや金属にもあると思えばわかりやすい。

			　しかしアリシアのだした壁には、刀線刃筋が存在しない。

			　技術ではない単純な力で、強引に吹き飛ばすしかない。

			「はうぅ～～～」

			　シャルルはそれを理解した。

			　理解して、シャルルが持っている最高の武器――オレが作ってやったロングソードを鞘に納めた。居合い抜きの構えを取った。

			　オレとしては、この壁に刀線刃筋がないことを見抜いただけでも、シャルルを褒めてやりたいのだが、そういうわけにもいかない。

			　シャルルは分が悪いことを自覚しつつも、魂を込めて――。

			　

			　剣を抜くっ！

			　

			　鞘の中で加速された剣閃が、黒い壁にぶち当たるっ!!

			　ギイィィン――と激しい音が鳴る。剣は黒い壁に食い込み、しかし破壊には至らない。

			「はううぅ――――わんっ!!」

			　シャルルは素早く剣を引き、左手に力を溜めた。至近距離から炎を放つ。

			　ゴオオンッ!!

			　激しい爆音。そして爆発。

			　シャルル自身が吹き飛んでしまう威力に、黒い煙が舞いあがる。

			　シャルルはドシャッと尻(しり)餅(もち)をついて、煙が収まるのを待った。

			　果たして壁は――。

			　

			　かすり傷。

			　

			　シャルルの剣は、ほんのわずかに傷をつけてた。

			　シャルルの魔法は、壁の表面をへこませた。

			　しかし到底、破壊と言えるような形ではなかった。

			「そういうわけです。シャルルさま」

			　アリシアが言った。

			「…………は、大切な人を守れるような存在ではないのです」

			　それはとても聞き取りにくい、語気の弱い発言だった。

			　一方で、ただの言葉とは思えない、痛ましい響きがあった。

			　自分の心臓を抉(えぐ)りだしつつ相手の心臓を握り潰しているかのような、悲愴で重く、寂(じやく)痛(つう)の響きだ。

			　言葉の重さはシャルルの体から力を奪った。

			「はううっ、はうっ、はううぅ…………」

			　シャルルは地面にうずくまり、体を震わせ嗚咽を漏らす。

			「ラクトさま」

			　しばしの沈黙を挟み、アリシアが先に行く。

			　オレはミーアをチラと見つめた。目線でシャルルを慰めるよう指示をだし、アリシアについていく。

			　シャルルをなぐさめなかったのは、ほんのわずかに聞こえたからだ。

			　アリシアの言った、語気の弱い言葉。

			　もしあれが、オレの聞き間違いでなかったら。

			　アリシアは、確かにこう言っていた。

			　

			　――わたしたちは、大切な人を守れるような存在ではないのです。

		

	
		
			　

			第31話　機密会議。

			　

			　シャルルに厳しい試練を与えたアリシアであるが、表面上はいつもと変わらない歩みで道を進んだ。

			　その辛そうな表情を見ていると、今回の行為を問い質すこともできない。

			（………。）

			　テレパシーが使えるせいでこういう感情に敏感なリアが、オレの服の裾を引っ張る。

			（大丈夫）

			　オレはリアの頭を撫でて、アリシアの後ろをついていく。

			　リアは不安を紛らわすかのように、オレの胴体にくっつく。

			　オレたちは、一軒家が立ち並ぶ住宅地区や、屋台の並ぶ商業地区を進む。

			　並んで街を歩いていると、道行く人の視線が集まる。

			　かなりの美少女であるリアやライナに視線を当てて、オレに羨(せん)望(ぼう)の眼差しを向ける。

			（んんっ………。んっ。）

			　人見知りの気のあるリアが、ちょっとばかり怖がった。オレの脇腹に顔をうずめる。

			　かわいい。

			　けど歩きにくい。仕方がないのでオレは言った。

			「そうやってくっつかれると、歩きにくいんだが……」

			（………こく。）

			　リアは小さくうなずいた。オレにくっついたまま、体の位置を変えて、オレの胸板に移動する。

			（よじ………。よじ、よじ。）

			（ぎゅうぅ………[image: kao05.png]）

			　オレの体をよじ登り、真正面からくっついてきた。

			（離れたくない………です。）

			　アリシアの件で不安があるせいだろう。いつも以上の甘えんぼうだ。

			　かわいい。

			　オレはコアラにくっつかれた木のような気分を味わいながら、リアの体を抱き返し、ゆっくりと進んだ。

			　商業地区が終わって人気が減ると、リアも静かに地面におりた。

			　オレにくっついたままではあったが、普通に歩いて学園に向かう。

			　学園の門を抜け、灰色の石畳で舗装された道を通って、噴水が美しい前庭に辿りつく。

			　すると――。

			「あっ……あのっ！」

			　少女に声をかけられた。緑色の髪をした、メガネと三つ編みが印象的なネコミミの少女だ。

			　水色の制服を着ており、学園で学んでいる生徒だとわかる。

			　しかしこの少女、まったく見覚えがない。

			　そんなふうに思っていたら、少女は意を決したかのように叫んだ。

			「ああっ、握手してくださいっ！」

			「へっ？」

			　なんでまた急に。

			　オレが戸惑っていると、ライナが補足してくれた。

			「キミは以前の大会で、圧倒的な優勝を果たしたではないか」

			「それを見て、ファファファファ、ファンになりましたっ!!」

			　そういうことか。

			　オレは少女に握手してやる。

			「にゃあぁ…………」

			　少女は目尻をトロンと溶かし、オレの手をにぎにぎと握った。

			　それを見た別の少女が、同じく握手を要求してくる。

			「わわっ、わたしも、いいですかっ?!」

			　オレはアリシアに視線をやった。

			　アリシアは、なにも言わずに目を伏せた。好ましくはないが、あえて止めはしないといった感じだ。

			　オレはふたり目の少女にも、握手してやる。

			「ハあンッ、アッ、アッ。大きくて……。すごい…………です」

			　※手の話です。

			　その後もわらわら人が集まる。

			　まだあどけなさを残す少年とかもきた。

			　人見知りの気のあるリアが、オレの背中へと隠れる。

			　オレは質問攻めと握手攻めを受ける。

			「握手してください！」

			「すごくかっこよかったです！」

			「どうやって強くなったんですかっ?!」

			　次から次へとこられるせいで、ちょっと疲れる。

			　しかしみんな素直で純心であり、悪い気はしない。

			　ちょっとおっぱいの大きい子がきた。

			　オレはさりげに、プニュッと突っつく。

			「きゃあっ！」

			　少女はかわいい悲鳴をあげる。

			「なっ……なにするんですか…………！」

			　少女は頬を赤く染め、胸を押さえて抗議する。

			　だが心から嫌そうではなく、オレはさらに調子に乗った。

			「キミの体が、とても気持ちよさそうだったからつい」

			　などと言いつつギュッと抱きしめ、肉付きのいいお尻(しり)もぐにゅぐにゅと揉(も)んだ。

			「きゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

			　しかしあがるは、恍(こう)惚(こつ)めいた歓喜の声だ。

			　握手待ちで並んでいた子も立ち去りはせず、むしろ自分から触らせてくる。

			　オレは大会の時も、相手にセクハラをして勝利したことがある。

			　だからセクハラで引くような子は、最初から並ばないのだ。

			　ツンツン。くにゅくにゅ。もみもみもみ。

			　突っつき放題、揉(も)み放題である。

			（んぎゅうぅ………。）

			　後ろのリアがヤキモチを妬(や)いた。オレの背中を強く握って顔をうずめる。顔をすりすりこすらせて、健気にマーキングしてくる。

			　かわいい。

			　オレはセクハラもほどほどにして、握手会を切りあげた。

			「……ご満足ですか？」

			　切りあげたオレに、アリシアが聞いてくる。

			「満足っていうか、みんないい子だなって感じはしたよ？」

			　むしろオレの汚れっぷりが半端なかった。

			「……この学園都市は、ラクトさまのような『お客様』を除けば、物心つく以前から孤児であったか、この都市で誕生した者しかおりません」

			「？」

			「幼いころから教育を受けて、『いい子』になるよう育てられているだけ――ということです」

			　アリシアは、とても気が重たそうに言った。

			「それっていいことじゃないの？　学校とか、そのためにある機関だろ？」

			「…………」

			　アリシアは、なぜか返事をしなかった。

			　暗く重い足取りで、廊下を進む。

			　今日のアリシアは、本当におかしい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　会議室めいた部屋に入った。

			　偉そうにしているセシリアと、いつになく凛(りん)としているリミィ。

			　あとは大会で見知った顔が五つ。

			　あいている席に座る。セシリアと向かい合うような格好になった。

			「みなさま、本日は――――ありがとう、ございます」

			　席についたアリシアは、ペコリと小さく頭をさげた。

			「早速ですが……。今回のお話は、当学院――ひいてはフェアゲッセンの内部における、最機密事項となります」

			　アリシアは、古びた紙を取りだした。自身の親指を軽く噛み、血で濡れた親指を紙に押しつける。

			「ですのでこの誓いの書に、ここでの話は一切外部に漏らさないという、誓いの証をつけてください」

			　アリシアは、隣のリミィに紙を回した。

			「誓いを立てたくない方は、今のうちにご退室くださっても構いませんので……」

			　アリシアが説明する横で、リミィが血で濡れた親指を紙につけた。

			　次の者に回す。

			　拒否する者はいなかったのに、リアは怖がった。

			　親指を見て紙を見て、ぷるぷる震えてオレを見る。

			「血が好ましくはありますが、マナを込めた体液であれば、どの部位でも構いません」

			「だってさ」

			　それで安心したらしい。リアは人差し指を咥えると、紙にぺたっと押しつけた。

			　アリシアの下に、誓いの書が回る。アリシアはそれを見つめて丸め、机の上に置いてあった聖杯に乗せた。

			　紙の端に火をつけて――燃やす。

			「「「っ?!」」」

			　部屋の中の空気が強張る。とめる間もなく紙は燃え、聖杯の中には灰だけが残った。

			　アリシアはビンを取りだし、液体を注ぐ。

			　小さな声で呪文を唱え、聖杯を光らせる。

			　できあがった液体を、一口サイズのコップに注いだ。

			　その数は十一。この場所にいる全員分だ。

			「誓いの書より作った、レーグルの雫(しずく)です。これを飲み干した瞬間、誓いは誓約と変わります。飲み干したあとに、誓いを破ろうとした場合――」

			　アリシアは、一際低い声で言った。

			　

			「込められたマナが、心臓を押し潰します」

			　

			　語られた効果に、空気がざわつく。

			　特に隣に座っているリアは、器を両手で持って見つめて、ぶるぶると震えていた。

			　アリシアが、器の水をコクッと飲み干す。

			　オレはそんなアリシアを見つつ、オレの目の前の器を見つめる。

			　軽い魔力は込もっているが、人を殺せるほどのものには見えない。

			　暗示をちょっと強くするのが精一杯だろう。

			　オレの態度で、アリシアはオレが気がついたことに気がついたらしい。

			　すがるような視線で、黙ってくれているように頼んだ。

			　シャルルにひどいことを言ったり、みんなに恐ろしいことを言ったりしている今日のアリシア。でも内心では、いっぱいいっぱいでやっている感じだ。

			　こうなると、見捨てるようなこともできない。

			「まぁ要するに、約束を破らなければいいんだよな？」

			「はい……」

			「そっか」

			　それだけ聞いて、軽く飲み干す。

			　特殊な灰が混ざっている水は、舌触りは悪くなかったが苦かった。

			（ビクッ！）

			　隣のリアが、弾かれたかのように震えた。

			（ぶるぶるぶる。）

			　とっても怖い思いをさせられているかのような顔で、オレを見る。

			（飲んでも死んだりはしないぞ？）

			　オレはテレパシーを使えるリアに、心の中でハッキリと伝えた。

			（ふるふるふる。）

			　けれども、リアは首を振る。

			　首を振り、瞳(ひとみ)をうるうる涙で滲(にじ)ませて言った。

			　

			「にがいの、こわい………です。」

			　

			　そういうことか……。

			「シロップでしたら、ございますが……」

			　アリシアが、五センチサイズの小さなビンを取りだした。

			　オレはシロップを受け取って、リアの器に入れてやる。

			（っ………。）

			　リアは器を両手で持った。

			（じっ………。）

			　と見つめて――。

			（んうっ！）

			　[image: kao05.png]な顔で煽(あお)った。

			　かわいい。

		

	
		
			　

			第32話　倒すべき敵と、セシリアの役割。

			　

			　長い前置きが終わった。

			　アリシアはテーブルの上に置かれていたレコードクリスタルに手をかざす。

			　光り輝くクリスタルが、薄暗い部屋の壁を照らした。

			「今からおよそ、五〇年前の映像です」

			　現れたるは、狂気の笑みを浮かべた男。

			　悪魔のごとき表情と、サタンのごとき角を持ちながら、その肉体は穢れなき白。そして背には、天使のような翼が六枚。

			　顔全体に浮かぶのは、狂気そのものの笑み。

			『エェェェェェェェェェェェェェイメンッ！』

			　男は獣のような爪を伸ばして地を薙(な)ぎ払い、相対する者たちを吹き飛ばす。

			　枯れ葉のように吹き飛ばされてバラバラの肉片と化したのは、水色の制服を着た――。

			　

			　この学園の生徒。

			　

			　薙(な)ぎ払われて死んだ者たちの後ろから、およそ二〇人が魔法を唱える。

			　二〇人分の魔力を込められた豪火の玉が、男に向かう。

			『ルアアアアアアッ！』

			　男が叫ぶと背中についた羽が広がりバリアを張った。

			　火球が当たり、激しい爆発。男の足場の地面が抉(えぐ)れて、大きなクレーターができる。

			　魔法を放った者たちが、ダメージを期待して息を詰める。

			　が――無傷。

			『エェェェェェェェェェェェェェェイメンッ！』

			　男は高らかな声をあげ、両手を広げた。

			　男の周囲にマナの塊が浮かび、炎の矢となって放たれる。五二〇〇度の炎。

			　先頭の数人が魔法障壁を張るが、防ぎ切れないいくつかがバリアを貫く。

			　炎に体を抉(えぐ)られて、二〇人が死んだ。

			　まだ若く、夢や希望もあったに違いない命が、ほんの一瞬で真っ黒な消し炭に変わった。

			『アアアアアアアアアアッ！』

			　赤毛の少年が男に突っ込む。

			　振り下ろされるは炎の剣(つるぎ)。

			　ユキが使用していたそれより紅い――恐らくは本物の――レーヴァンテイン。

			　その一撃を、男は腕で受けとめた。

			　炎の剣が腕に食い込む。

			　しかしそれから先がない。食い込むだけで切り飛ばせない。

			「エェェェェェェェェェイメンッ！」

			　男の貫き手が、少年の体を貫いた。

			　その瞬間に、少年は消えた。

			　男の背後に移動して、再び切りかかっていく。

			　ユキが使っていたのと同じ、リセットの力だ。

			　自分の傷や立ち位置を、戦いの始まりの時に戻す技。

			　集団戦の時は、キャパシティの都合で自分の立ち位置と傷を全快させることしかできない。それでも十分すぎるほど、反則と言える技。

			　男の顔が、少年のほうを向く。その隙に、魔法部隊が呪文を唱える。無数のツララが男の背中へと刺さった。

			　男の体、わずかにゆらぐ。

			　少年の斬撃が飛ぶ。

			　男の腕が吹き飛んだ。

			　しかし男は、残った腕を後ろに伸ばした。闘気弾が放たれる。

			　二十五の命が軽く消し飛ぶ。

			　さらに男は少年の頭を握り締め、地面に叩きつけようとした。

			　少年は、力を使ってそれを逃れる。

			　大きな犠牲は払ったが、相手の腕は切り取った。勝負はこれから。これからだ。

			　援護部隊の後方にいるリーダーらしき男が、そんなことを言って全員を鼓舞した。

			　が――。

			　

			　男の腕はズチャリと生えた。

			　

			　二十五の命と引き換えにつけた傷が、一瞬で戻った。

			　画面越しにも、絶望で空気が凍ったのがわかった。

			　戦いは続く。

			　飛び交う魔法。

			　剣を構えて突撃する少年少女に、歴戦と思わしき戦士たち。

			　剣を振るって槍を振るって魔法を飛ばす。

			　しかし魔王のごとき男の前では、すべてが平等であった。

			　男も女も。

			　才能はあるが経験のない若者も。

			　両方を備えている歴戦の剣士も。

			　夢がある者もない者も。

			　守りたい者があった者もなかった者も。

			　みなすべて消し炭か、肉の塊に変わる。とても命と呼ぶことはできない、肉と骨の塊になる。

			　ブドウをもぐかのような気安さで首がもがれて、卵を割る気安さで頭部が割られる。

			　その中で、赤毛の少年は戦いを続ける。

			　剣を振るって腕を切られて、しかし自身にリセットを入れて、突撃をくり返す。

			　腕をもがれて肩をもがれて足をもがれて。

			　それでもリセットをくり返す。

			　その一方で。

			　腕を切っても肩を切っても足を切っても、相手は再生をくり返す。

			　少年は、炎の剣をくりだし続ける。

			　そして四〇〇を越える屍が積み重なったころ。

			　

			　少年の剣が、男の胸を貫いた。

			　

			「うごっ、おおっ……」

			　男の顔に、この戦いで初めての苦悶が浮かぶ。

			　勝利――――と、誰もが思った次の瞬間。

			　ぐちゃん。

			　少年の頭部が、男の両手に挟まれて潰れた。

			　即死。

			　完全なる即死。

			　反則級の力を持っていた少年であるが、頭部を潰されてはどうしようもない。

			　潰れた脳(のう)漿(しよう)の一部が、男の口に入り込む。

			　ごくり――と、蟲の這いずるような音が男の喉の奥で響いた。

			　後方にいた隊長らしき男が、撤退するよう声をだした。

			　映像が途切れ、アリシアが重い声を発する。

			「今の戦いにおいては、常に前線で戦っていたフレイヤの御子さまのほか――八六三人の犠牲があって、再封印に成功いたしました」

			「封印には成功したのか」

			「はい……」

			　アリシアは、先ほど以上に重い声でつぶやく。

			「強大な力を持つ先ほどの男――ルシフェールですが、力を十全に使うためには、みっつの心臓が万全である必要がございます。先の映像の戦いの中では、その中のひとつを潰すことに成功しました」

			　オレはつい先刻の映像で、少年が男の胸に剣を突き立てたシーンを思い返していた。

			　

			　あれだけやって。

			　あれだけ死んで。

			　それでようやく、心臓ひとつ。

			　

			「そしてルシフェールには、『次元を移動する能力』がございます。しかし心臓をひとつでも潰せば、使うことはできなくなります。そのタイミングで次元の狭間に送り込めば、心臓が再生するまでのあいだは、平穏に過ごすことができます」

			「次元の狭間に送り込むってのは、どうやるんだ……？」

			　オレがつぶやくと、セシリアが答えた。

			　

			「爆兵ですわ」

			　

			「なに……？」

			「高い魔法力を身に備えている者のマナを暴発させて、ルシフェールがいる次元クラスタごと破壊させるのですわ」

			「そんなことをしたら……」

			「爆兵のかたは死にますわね」

			　セシリアは、空を見ては天気を告げるかのような気安さで言った。

			　それは初めて出会った時に、罪を犯した囚人兵を爆兵に使うと言っていた時の姿と変わらなかった。

			　オレは愕(がく)然(ぜん)とした。

			　怒りとか悲しみとかそんな感情はまったくなくて、ただ愕(がく)然(ぜん)とした。

			　コイツがいまだ、そんなことを言うようなやつだったことにショックを受けた。

			　確かに以前の時と違って、敵は強大な存在だ。

			　そういう犠牲が必要なことも、理屈で言えばそうなのだろう。

			　けどオレは、セシリアがそれを、そんな気安く言ってしまうことに愕(がく)然(ぜん)とした。

			　しかしオレがなにか言うよりも先に、セシリアは微(ほほ)笑(え)んだ。

			「ご安心ください、ラクトさま」

			　ゆっくり。

			　静かに。

			　空を見ては天気を告げるかのような気安さで。

			　

			「爆兵になるのは、わたくしですわ」

		

	
		
			ｋｔ60（ケーティーロクジュウ）

			スーパーに捨ててあるキャベツの葉っぱを拾って食べる生活も早三年。今では一八円のモヤシにも、「高いな」と思えます。（二〇一六年十月現在）

			　

			イラストレーション

			ｃｃｃｐｏ（スリーシーピーオー）

			京都府出身、奈良県在住。主な仕事はソーシャルゲームイラストやゲーム原画など。趣味は釣りとサッカー観戦ですが、釣り場が遠いので最近は雑誌を眺めるだけの日々です。（二〇一六年十月現在）

		

	
		
			物(ぶつ)理(り)さんで無(む)双(そう)してたらモテモテになりました⑦

			発行日：２０１６年10月31日

			著　者：ｋ(ケー)ｔ(テイー)60

			発行人：稲垣　潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)kt60 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『物理さんで無双してたらモテモテになりました⑦』（２０１６年10月31日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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